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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　０　恋は徒あだ花ばな







「本日のタヅ星は、赤道域いきは全ぜん般ぱんに晴れるでしょう。トスカナ市では一時雲が出ますが、おおむね晴れます。エイドラ市では夜まで晴天、白びやく夜や期の南極冠かんも晴天、北極冠は季節嵐あらしが依然停てい滞たいしたままですので、一般市民は立ち入らないようにしてください。

　次は、銀ぎん河が帝てい国こく全域の重力波予よ報ほうです」

　そこまで聞いて高たか知ちは天気予報を切った。

　予報通り、タヅ星の第二都市エイドラ市の上空には、覚めるような青空が広がっていた。風もなく、気温も心ここ地ちよい。タヅは学がく術じゆつ都市惑わく星せいなので大気汚お染せんもない。

（天気は上々、舞ぶ台たいはばっちりだ！）

　背せ筋すじをぴんと伸のばす。彼が立つ高台からは町が一望できる。春のエイドラ市は豊ゆたかな緑に覆おおわれ、目にも鮮あざやかだ。

　本日、千ぜん高知は十七年間の人生で最大の勝負に出ようとしていた。

　ぼさぼさの髪かみを懸けん命めいに撫なでつけ、春らしい黄色の花束をぎゅっと握にぎりしめる。町でいちばん高いところにあるエイドラ公園の、人気ない奥おくまった広場で、彼はそのときを待っていた。

（今日こそはちゃんと言うぞ！　しっかりしろ！）

　高知は自分を叱しつ咤たした。

　今日こそは、彼女にプロポーズするのだ。

　彼女は訓練校の同期で、ずっと憧あこがれの人だった。今日を逃のがしたら、彼女は故こ郷きようの星に帰ってしまう。親の決めた婚こん約やく者と結婚する為ために。

　だから、今日は絶ぜつ対たい、告白しなければならないのだ。

　高知はお世せ辞じにもハンサムとは言い難がたいが、性せい格かくそのままの優やさしい顔立ちをしている。優しいというよりは押おしに弱いとか頼たのまれれば断ことわれないと表ひよう現げんした方が的てき確かくで、クラスの面めん倒どうごとは必ず彼に押しつけられるが、そこには「高知に任まかせれば大だい丈じよう夫ぶだろう」という安心感も含ふくまれている。地味だがやることはやる、そんな彼は自じ己こ主しゆ張ちようするタイプでもないが、彼女のことだけは譲ゆずれなかった。

　晴天の下、彼は緊きん張ちように体を四角くして、彼女の連れん絡らくを待っていた。

　立ち尽つくすこと一時間。授じゆ業ぎようが終わったころに腕うでに巻まいていた携けい帯たい端たん末まつに通信が入り、高知は飛び上がった。ケイマリリからだ。彼女以外からかかってこないよう、専用の回線をわざわざ開いたのだ。

　急いで端末のボタンを押す。掌しよう上じように滞たい空くうディスプレイが出現し、「音声通話」と表ひよう示じが出た。

「や、やあ、ケイマリリ！　メッセージ見てくれたかい！」

　緊張のあまり上うわ擦ずった声で高知は答えた。「時間が空いたら連絡ください」というメッセージを送ってあったのだ。

「と、突とつ然ぜんだけど、君に話したいことがあって」

「高知？　あなたどこにいるの？」

　高知の声を遮さえぎって、ケイマリリの少し驚おどろいたような声が響ひびいた。

「どこって、エイドラ公園の英えい霊れい広場だけど」

「あなた、この通信振しん動どう数は──」

　ケイマリリの声を遮って、ガガッと鈍にぶい音がした。それから、

「了りよう解かい。当ポイントに降こう下かする」

　知らない声が割わりこんできた。混こん線せんしたらしい。

「あれ？　ケイマリリ？」

　通信が切れ、高知は慌あわてて端末を覗のぞきこんだ。

　そこに。

　ひゅうううう、と風を切り裂さく音が上空からしてきた。なんだろうと顔を上げる。

　なにか大きな一対ついの靴くつ底ぞこのようなものが、眼がん前ぜんに迫せまっていた。

　ぷちっ。

　本日、人生最大の勝負に出ようとしていた男、千高知の、とりあえずの最さい期ごであった。







　　　１　踏んだり蹴ったり







　とりあえず死し亡ぼうしてから三十分後、高たか知ちは見事復ふつ活かつを果たした。ただし、彼はごくごく普ふ通つうの地ア球ー系シ人スだったので、自分が死んだことにまったく気づいていなかったのが不幸の始まりだった。

「……？」

　目を覚ました高知は、なぜ自分が眠ねむっていたのか分からなかった。公園でケイマリリからの連絡を待っていたはずだが。

（そうだ、なにか上から降ふってきて……）

　意い識しきを失う直前のことをぼんやり思いだす。降ってきたなにかで頭を打ち、それで伸のびてしまったのだろうか。なんてことだ、こんな大事なときに！

　ケイマリリからの通信を放りっぱなしだと思いだし、高知は慌あわてて体を起こそうとした。

　が、なぜか体が動かない。

「あ、あれ？」

　なにやら体がひどく重い。寝ね返がえりを打とうとしても鉛なまりのようで、思うように動かせない。まるで自分の体ではないみたいだ。

「お、おかしいな……」

　高知が懸けん命めいに体をひねっているところへ、

「目覚めたか」

　子こ供どもの声がして、高知はそちらを向こうとした──が、やっぱり体が動かせなかったので、視し線せんだけ動かした。

　彼のすぐそばに黒くろ髪かみの少女が立っていた。同族、アーシスだ。

（うわ……人形みたいだ）

　高知は目を瞠みはった。十歳さいぐらいだろうか。まるで水みず白粉おしろいを塗ぬったように白い肌はだ、桜さくら色いろの唇くちびる、肩かたにつかない長さで切り揃そろえられた黒髪は、夜空を映うつす湖面のように輝かがやいている。そして、二つの宝ほう石せきのような翡ひ翠すいの瞳ひとみ。艶なまめかしいほどに人間そっくりで、それでいて決して作り物の境きよう界かいを超こえてこようとはしない、愛らしい人形のような少女だ。最初の声さえ聞いていなかったら、等身大の人形かと思ったかもしれない。

　真っ赤なワンピースのひらひらした裾すそが、優ゆう雅がに泳ぐ金魚のようだった。

「まあ待て、まだ脳のう髄ずいと体神しん経けいのチャネリングがうまくいってないのだ。無理をすると幽ゆう体たい離り脱だつするぞ」

　少女は愛らしい姿すがたとはかなりギャップのある、横おう柄へいな口調で言った。その口調にも内ない容ようにも高知は目を白黒させて、
















「ゆ、幽体？」

「六ろく曜よう博士たち、遅おそいぞ！」

　高知の足あし下もとに向かって、少女が凜りんとした声で叱しかりつける。ほかにも誰だれかいるようだ。

　そういえば、見える景色は晴天の公園ではなく、天てん井じようの高い暗い部屋だ。彼はベッドに寝かされていた。

（ここは……病院？）

　ベッドの周りにはいろんな機材が光を明めい滅めつさせている。打ちどころが悪くて病院に運ばれたのだろうか。高知は狼ろう狽ばいした。

「ちょ、ちょっと、君。ぼくは一体……」

　動かない首で懸命に呼よびかけた途と端たん、ばちん！　と全身に電流が走り、体が大きく跳はねた。「ひゃっ」と高知は小さく悲鳴を上げる。

　それがスイッチだったらしく、全身に絡からみついていた重石おもしが取れ、首から下の感覚がすべて戻もどってきた。空気が針はりのように肌はだをぴりぴり刺さす。

「やった、成功！」

「最速記録達成！」

「三十分でやり遂とげたぞ！」

「ギネス申しん請せい！」

「記録記録！」

「オレたち天才！」

　足下でわあわあ大おお勢ぜいが騒さわいだ。面食くらう高知を尻しり目めに、少女が声の主たちを睨にらみ、

「うるさいぞ、六曜博士。早く起動しろ」

「殿でん下か、彼には起動装そう置ちはありません」

「彼は自律タイプです」

「基き本ほん的には殿下と同じ生命環で成り立ってます」

「停止装置もありません」

「ぶっ壊こわせば止まります」

「ぶっ壊しましょうぶっ壊しましょう」

　わいわい囃はやし立てる六曜博士。高知が戸と惑まどっていると、視し界かいに白くて長いものがひょいと入ってきた。丸い頭部に紙のようにへなへなと揺ゆれる一対の腕うで、そして細長い管にしか見えない長い胴どう部ぶ。脚きやく部ぶがあるかは高知の位置からは分からない。ひどくデフォルメされたヒューマノイド型だ。

　頭部に並ならんだ二つの目が彼を見下ろし、切れこみ状じようの口が笑った。これが「六曜博士」の一人だろうか。

「さあ、もう起きられるはずだ」

「……」

　高知はおそるおそる体を起こした。今度は簡かん単たんに体が動いた。彼はサナギ型のベッドに寝ねかされていて、簡単な服をまとっているだけだった。なにやら体に線が引かれているが、怪け我がはないようだ。

　そして、声をかけてきた白くて長い人間と同じ容姿をした者が五人、ベッドを囲んで彼をじっと見つめていた。合わせて六人で「六曜博士」か。形状が簡単すぎて区別がまったくつかない。

　それから、赤いワンピースの美少女。口をきかなければ天使と表現しても誇こ張ちようではない。同族に対する美的感覚としても、決して身びいきではないだろう。

「ぼくは……一体？」

「君ね、殿下に踏ふみ潰つぶされたんだよ」

「ぷちっとね。いや、すてきだったね」

「アーシスは内ない臓ぞうが複ふく雑ざつだものな」

「ありがたくいただいたから、安心したまえ」

「どうだね、体はなじんだかい」

「三十分でサイボーグ化完かん了りようだよ。オレたち天才！」

　六人の博士が体をゴム状に上下させながらいっぺんに口をきき、「天才天才！」と囃し立てた。「天才」しか高知は聞き取れない。

　少女が編あみ上げブーツで床ゆかを踏み鳴らすと、

「ええい、うるさいっ。今日の当番以外はさっさとベッドに戻れ！」

「ええー」

　六曜博士たちはブーイングを上げながら、最初に高知に声をかけた一人を残し、すごすごとベッドを離はなれた。どこのベッドに戻ると思いきや、床に空いた穴あなに次々と飛びこみ、顔だけをちょこんと出して収まった。それが彼らの「ベッド」らしい。

　自分たちのベッドに収まった六曜博士たちは口は閉とざしたが、なにも見聞き漏もらすまいとこちらをじっと観察していて、高知はまったく居い心ごこ地ちが悪かった。ベッドというより花か壇だんからウドが生えているようにしか見えないのも、落ちつかない。

　少女が肩かたをすくめた。

「六曜博士どものことは気にするな、こやつらはいつもこうなのだ。一人のときはそうでもないのにな。今日は木曜博士じゃ」

「我われ々われはベッドにいれば、ほかの五人が体験したことをすべて追体験できるのだ。デルペカ人の兄弟はこうなのだよ」

　一人残った木曜博士が誇ほこらしげに説明した。確たしかに一人になるとごくごく普ふ通つうの人間になるらしい。「はあ」と高知は相あい槌づちを打ってみたが、デルペカ星人の生せい態たいなどこの際さいどうでもいいことで、

「あの、ぼく、どこか怪我したんですか。あんまり怪我したように見えないんだけど」

「うむ、見た目にはまるきり分からんぞ」

　少女が同意するが、同意されても困こまるものだ。困っていると、

「おまえはアーシスだな。知っておるぞ」

「はあ……？」

「アーシスは地球という星から発生した人類だが、宇う宙ちゆうの禁きん忌きを破やぶったせいで母星を破は壊かいされたのじゃ。そのときの恨うらみを原動力に今や銀ぎん河がの盟めい主しゆと成り上がった。どうだ、合っているであろう」

　少女は自信たっぷりに言うが、そういう彼女とてアーシスである。見た目にはそっくりな異い星せい人もいるが、発音ですぐ分かる。なんの自じ慢まんかよく分からず、高知はますます当とう惑わくした。

「えっと……ちょっと違ちがう気もするけど」

「なに？　特にどこら辺がじゃ！」

「ニュアンスというか……いや、それよりも友だちに連れん絡らく取りたいんだけど、ぼくの端たん末まつを知らないかな。それに、ここは……」

「ここは私の宇宙船じゃ。今、コチカスラワ星に向かっておる」

　こともなげに少女が答えた。宇宙船、と聞いて高知は目を剝むく。コチカスラワがどこにある星かは知らないが、では、すでにここは宇宙空間の中なのか。

「それで、どこが違う？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　今すぐぼくをタヅに戻もどしてくれ！」

「言ったであろう、この船はコチカスラワに向かっておるのだ。おまえのせいで三十分もロスしたのだぞ」

　恨うらみがましそうに少女は言い返した。気を失っている間にどういういきさつがあったのか分からないが、高知はとにもかくにも大だい至し急きゆうタヅに戻らなくてはならない。

「助けてくれて感かん謝しやするけど、ぼくは今からケイマリリに──！」

　ベッドを降おりようとした高知が、そのままバランスを崩くずして転んだ。がしゃんと金きん属ぞく質しつの音がして、左足が大きく凹へこむ。

「ええ!?　な、なんだ、これ」

　弾だん力りよくあるアーシスの脚あしではありえない凹み方に、高知はうろたえた。

「いかんよ、君。まだ材ざい質しつが固定しきってないんだ、無む茶ちやすると変形したボディになってしまう。まったく美しくない」

　木曜博士が体を伸のばして彼の左足に巻まきつく。ゼリーのようなぺたぺたした感かん触しよくだ。数秒のちに博士が離れたときには、凹みはきれいに治っていた。

「ほれ、これで良し。あと二分で固定するぞ」

「あ、ありがとうございます──って！　あんたたち、ぼくの体になにをしたんだ！」

「うるさいな、この男は」

　少女が迷めい惑わくそうに耳を塞ふさいだ。天使の口からそんな言葉が出てくるギャップにまだ慣なれない。

「セシル、説明してやれ」

「はい」

　少女の背はい後ごから音もなく老人が現あらわれた。高知はぎょっとする。確かに今までそこに誰もいなかったのに。

　絵に描かいたように整えられた白髪しらが、穏おん和わな表ひよう情じよう、隙すきのない佇たたずまい、まさに「執しつ事じ」という言葉を具ぐ現げんしたらこういう形になるだろうという、初老のアーシスだった。いや、首くび筋すじに製せい造ぞう番号があるから、彼はロボットだ。市民権けんを持った人工知ち能のうではないようだが。

「帝てい国こく犯はん罪ざい捜そう査さ局訓練学校最終課か程てい、地球系タヅ星人、千ぜん高知さまですね」

「そ、そうだけど」

　Ｒセシルに見み据すえられて、高知はたじろいだ。少女が意外そうに、

「ほう、エリートだな」

「適てき性せいがあっただけだよ」

　高知は控ひかえめに、律りち儀ぎに答えた。

　帝国犯罪捜査局は、二百弱の文明と一千の人種、九千億の国民を抱かかえる銀河帝国内の、星系間にまたがる犯罪を捜査する機関だ。高知はその捜査官を育成する学校に通っている。幼よう少しよう時じに適性アリと判はん断だんされてスカウトされたのだ。学費が免めん除じよされるので、裕ゆう福ふくとは言い難がたかった高知の両親は、彼を入学させることを手放しで喜んだ。

　しかしながら、適性アリといっても知能がずば抜ぬけて高いわけでもなく、おそらくは異星人への親和性、適てき応おう性を見られるのだろうというのが、訓練生たちの定説だ。勉強のほとんどは刷りこみ学習なので、エリートと呼よばれるのはかなり気が引ける。

　大体、銀河帝国を股またに掛かけて活かつ躍やくする捜査官は、華はな々ばなしいイメージがつきまとうが、実じつ際さいは地味な調査ばかりだ。映えい画がのような捕とり物は警けい察さつの仕事である。

　Ｒセシルは説明を続けた。

「今をさかのぼること四十四分二秒前、あなたの通話と我わが宇宙船のナオシスタ殿でん下か専せん用よう通話が混こん線せんしたのです」

「混線？」

　言われてみれば、ケイマリリとの会話に違う声が紛まぎれこんだ。あれがそうだったのか。

　いや、待て。高知は嫌いやな予感がした。今なにか、妙みようなことを言われなかったか？　六曜博士も言っていた、そう、「殿下」と。

「殿下はさる作戦を実行中で、あなたの通信源げんを目標ポイントと勘かん違ちがいし、我々が止める暇ひまもなく船からテレポート降こう下かしたのでございます。我々としてもこのような早とちりは困ったものだと、常つね日ごろから頭を痛いためておるのです」

「勘違いではないわ、私の専用回路が混線する方がおかしいのじゃ」

　少女が頰ほおを膨ふくらませる。わざわざケイマリリとだけ連れん絡らくがつくように設せつ定ていしたチャンネルが、彼女の専用チャンネルとかち合ったというわけだ。無む限げんにある組み合わせでの偶ぐう然ぜんだ。

「そして、殿下が降下された先に、あなたさまがおられたのです」

「つまり、ぼくは彼女の下した敷じきになったってこと？」

「殿下の、というよりは、殿下が乗られたロボットアーマーの、です」

「……」

「因ちなみに殿下のロボットアーマーは全長八メートル、重量は二十一トンになります」

「死ぬだろ、それ！」

　高知は喚わめいた。なにを涼すずしげな顔で言うかと思えば、二十一トンの物体に彼は踏ふみつけられたのだという。これでよく生きていたものだ。

　すると、木曜博士がぬいぐるみのような手をぴらぴらと振ふって、

「いやいやいや、君はちゃんと死んだよ。安心したまえ、認にん識しきは間ま違ちがってない」

「ぼくは生きてるってば！」

「だから、君の体の大部分は死んでしまったので、我われ々われが帝国最高の技ぎ術じゆつを惜おしみなく注ぎこんで、復ふつ活かつさせたのだ」

「三十分で大復活！」

「フルサイボーグ化！」

「見た目は原型そっくり！」

「中身も有機機械で違い和わ感皆かい無む！」

「オレたち天才！」

　天才天才、とベッドの中から六曜博士たちが唱和する。

　つまり、彼は気を失っている間に体のすべてを失い、まったく見知らぬものに置き換かえられてしまったというのだ。そんなばかな！

「冗じよう談だんじゃない、これはぼくの体だ、十七年間つきあってきた体だっ」

「どこも違うところがないと言い切れるかね？」

　木曜博士に促うながされ、高知は自分の手を見た。これが一時間前に見ていた自分の手とは違うというのか？　こんなにも自由自じ在ざいに動くのに。己おのれのものとしか認識できないのに。

　ああ、だが、左中指の付け根にあったホクロがない！

　高知は目め眩まいがして、ベッドにしがみついた。

「まさか、そんな……」

　Ｒセシルは深々と頭を下げた。

「申しわけございません。こちらの不注意の事じ故こです」

「うむ、すまぬな、ちと焦あせっていたのだ」

　少女も謝あやまるが、どうにもふんぞり返った尊そん大だいな口調なので、反省している様子はない。しかし、高知はショックが大きく、そこまで気にかける余よ裕ゆうはなかった。

「ぼ、ぼくは、死んだ……？」

　そう呟つぶやくと、木曜博士が腕うでを振り、

「いやいやいや、残念なことに脳のう髄ずいと延えん髄ずいは破は壊かいされなかったから、自じ我がは死んだとは言いがたいんだよ」

「残念がるな！」

「ぐちゃぐちゃになった体も一いち応おう回かい収しゆうしてあるが、生せい殖しよく細さい胞ぼうを分別して保ほ存ぞんしておくかい？」

　つぶらな目をなぜか生き生きと輝かがやかせ、木曜博士は尋たずねた。「ぐちゃぐちゃになった体」を思わず想そう像ぞうしてしまい、高知はげんなりしたが、

「してください……さっさとしてください！」

　破やぶれかぶれで叫さけぶ。なにが悲しくてプロポーズを控ひかえた男が、生殖細胞の心配をしなければならないのだ。ケイマリリは異い人じん種しゆだが、体細胞があればミクスチャアチャイルドだってできるというのに。

　そこで高知は思いだした。そうだ、プロポーズ！

「ま、待ってください、じゃあ、ぼくの体はフルサイボーグになったんですか？」

「だからそう言っておる」

　なかなか納なつ得とくしない彼に、少女が少々焦じれったそうに答える。だが高知は木曜博士に食い下がった。

「でも、細胞が残ってるなら、全身クローン移い植しよくで生身に戻もどれますよね？」

「なにを言っておる、帝てい国こくの最高技術を注ぎこんだんだぞ、生身なんかよりよっぽどすばらしい出来になっておる。やめとけやめとけ」

「できるんでしょう!?」

　半べそをかきながら高知が念を押おすと、しぶしぶ木曜博士は頷うなずいた。少女は怪け訝げんそうに首を傾かしげて、

「今どきフルサイボーグなど珍めずらしくもなかろう。見かけは生身と同じだぞ、定期メンテナンスは終生やってやるし」

「け、け、け、結けつ婚こんするにはいろいろ問題なんだよっ」

　動どう揺ようのあまり裏うら返がえった声で高知は反はん論ろんした。そう、いちばんの問題だが、なにはともかく生身には戻れると分かって、彼は大きく息をついた。ケイマリリにプロポーズするなら生身であることが前ぜん提てい条じよう件けんなのだ。よかったよかった。いや、本当は全然よくはないのだが、体を失ったショックはまたあとで改めて高知は受けることにした。今はプロポーズだ。

「と、と、ともかく、ぼくを早くタヅに戻してください。生体移植はあとでいいですっ。ぼくは今から大切な用事があるんだ、ぼくを殺したんだからぼくの用を優ゆう先せんしてくれたっていいでしょうっ」

「いえ、それは無理でございます」

　Ｒセシルがごくごく丁てい重ちような口調で拒きよ絶ぜつした。高知は泣きそうになった。

「なんで！　ぼくはこれからプロポーズに行くんだよ！」

「六曜博士も仰おつしやられましたが、高知さまの体には帝国の最高技ぎ術じゆつが詰つめこまれております。つまり、帝国の最高機き密みつでございます。ですから、そこら辺をほいほいうろつかれては困るのです」

「さっきから帝国帝国ってなんなんだよ！」

「それは私のことだ、千高知」

　少女が両手を腰こしに当て、断だん言げんした。

「私はナオシスタ・パナウラー。銀ぎん河が帝国現げん皇こう帝ていウレイク・パナウラーの姪めいにして、前さきの皇太子マグダ・パナウラーの娘むすめじゃ」

　堂々と名乗る少女ナオシスタに、高知はぽかんと口を開けた。

　銀河の半分を支し配はいするアーシスの帝国、それを統すべる銀河皇帝の唯ゆい一いつの肉親にして最愛の姪であるナオシスタ皇こう女じよが、この目の前にいる少女だというのか？　表舞ぶ台たいにはほとんど出てこないが、それでも高知の記き憶おくにある皇女とはなにもかもが違ちがった。

「そんなばかな！　ナオシスタ皇女は確たしか二は十た歳ちのはずだ、背せも胸むねも大きかったし、こんな子供じゃないっ」

「あれは私の影かげ武む者しやロボじゃ。少々手心が加えられておる」

「加えすぎだよ！」

　高知が喚わめくと、ナオシスタは宝ほう石せきのような瞳ひとみで彼を鋭するどく睨にらんだ。そして、ぱしぱしと地じ団だん駄だ踏ふんで、

「少々じゃっ。あれは私の体型をシミュレートしたのだから、今はまな板胸かもしれんが、私もいずれああなる！」

「殿でん下かは実年ねん齢れいは十歳さいなのでございます」

　癇かん癪しやくを起こして顔を真っ赤にしているナオシスタに代わり、Ｒセシルが補ほ足そくした。

「五つの時に事じ故こに会われて、表向きは怪け我がは軽けい傷しようだったことになっていますが、十年間冷れい凍とう治ち療りようを受けておられたのです」

「な、なんでそんな」

「皇帝家と帝国の立場を守る為ために、いろいろと事じ情じようがあったのじゃ」

　面食らう高知をナオシスタがもう一度睨む。確かに、皇帝の唯一の後こう継けい者しやが十年間も治療の為に冬とう眠みんしているというのは、いろいろとマイナス要よう因いんであろう。今でさえ後継者が一人しかいないことがしばしば取り沙ざ汰たされるというのに。

「これはナイショだぞ。国家機密じゃ」

「決してナオシスタさまが実際はまな板胸の十歳児などと公言されてはなりませぬぞ」

「誰だれがまな板胸じゃ！」

「ナオシスタさまが仰ったのです」

　いけしゃあしゃあと答えるＲセシルを、ナオシスタがげしげし蹴け飛とばした。

「まさか、本物……」

　やはり信じられない。しかし、よく見れば、彼女の胸むな元もとに燦さん然ぜんと輝かがやく銀河を吞のみこむ魚のペンダントは、パナウラー家の紋もん章しようではないか。

　あくまで納なつ得とくしない高知に、ナオシスタは呆あきれて、

「おまえに皇女の名を騙かたってなんの得があるのだ。皇女でもおまえを踏ふみ潰つぶしたのはすまんと思うものだぞ」

「いや、そーゆー意味じゃなくて……」

「そもそも、使用禁止振動数を使用したのですから、非ひは高知さまにあるのです。本来なら事後死罪も免まぬがれぬところを、殿下の取とり計はからいで生き返ることができたのですぞ。感謝なさいませ」

「まあ、復ふつ活かつしてよかったではないか。私が六曜博士を連れてきていて、おまえは運がよかったな」

　あっけらかんとナオシスタは言う。高知は絶ぜつ句くした。人を踏み潰つぶしておきながら、この言いぐさ！　なまじ愛くるしい顔立ちをしているだけに、たちが悪い。

　Ｒセシルが実に慇いん懃ぎんに、

「ですので、高知さまは帝国の備び品ひんということなのです」

「じょ──冗じよう談だんじゃないよ！　ぼくを殺したのはあんたたちだ、生き返らせたくせに自由はないなんてあんまりだ！」

「それは困ったな」

　ナオシスタが当とう惑わくしてＲセシルを見た。

「どうする、セシル。こやつは生き返らせてほしくなかったらしい」

「では、解かい体たいして備品を回かい収しゆうしましょう。遺い体たいをご遺族にお返しし、賠ばい償しよう金きんを支し払はらうことになりますが、ご遺族はどなたに指定しますか」

　Ｒセシルは同情たっぷりの表情で高知に尋たずねた。その意図を察して、高知は顔を引きつらせた。

「つまり、ぼくをもう一度殺すってこと？」

「殺すだなんて人聞きの悪い。元に戻もどすだけだぞ」

　不ふ機き嫌げんそうにナオシスタは訂てい正せいした。六曜博士たちが聞き捨ずてならんとベッドを飛びだして、

「だめだだめだ、オレたちの傑けつ作さくなのに！」

「ギネスに申しん請せいするのに！」

「なんなら脳のう髄ずいと延えん髄ずいを入れ替かえてもいいぞ！」

「殿下を最高傑作にしてもいいぞ！」

「オレたち天才！」

「ええい、うるさいっ。セシル、博士たちを黙だまらせろ」

　相も変わらず天才を連れん呼こする六曜博士たちを、セシルが一人ずつ摑つかんでベッドに戻そうとする。その隙すきを狙ねらい、高知は飛び起きた。たった一つあるドア目がけて走る。

（これはなにかの冗談だ。絶ぜつ対たいそうだ！）

　走りながら高知は自分に言い聞かせた。よく考えてみろ、帝国のお姫ひめさまと出くわす機会なんか確かく率りつ的にあり得うるはずない。雲うん上じよう人びとでいないも同然の相手が、実じつ際さいにいるはずがない。

　これはきっと、自分とケイマリリの仲を妬ねたんだ奴やつらが仕組んだイタズラだ。その証しよう拠こに、もう体はなんともない。さっき足が凹へこんだように見えたのも気のせいだ。フルサイボーグだなんてあり得ない。

　センサーが働き、なんの障しよう害がいもなくドアが開いた。ドアが開かないことを半ば予想していた高知は喝かつ采さいした。

（ほら見ろ、なにが帝国だ……！）

　どこか遠くで成り行きを見守っているだろう首しゆ謀ぼう者しやたちに勝ち誇ほこってみせる。まんまと騙だまされるところだった、ざまあみろ！

　勝利を確信して高知は廊ろう下かに飛びだし、だがしかし、そこが廊下でも屋外でもないことを知ってたたらを踏んだ。

　学校の、サークル棟とうかどこか使われなくなった研究棟の一室かと思っていた。舞ぶ台たい装そう置ちから逃にげれば、見み慣なれたキャンパス風景が待っているはずだった。

　だが、彼を待っていたのは宇う宙ちゆうだった。

　まるで夜空に放ほうりこまれたようだ。頭上足そつ下か、三百六十度どこを見回しても星、星、星で埋うめ尽つくされていた。色とりどりの星せい団だんや銀ぎん河がが暗黒の中に瞬またたいている。前面に斜ななめに太く流れるのは天の川だ。

「……」

　踏みしめる床ゆかの感かん触しよくはあるが、それを透すかして見える星々に高知は自分の立ち位置が摑つかめず、足下がふらついた。三さん半はん規き管かんが視し覚かくを通して混こん乱らんする。

　しばらくすると暗くら闇やみに目が慣なれ、そこが大きなホールで、様々な人種の人間がコンソールの前に座すわって作業している光景が見えてきた。全天スクリーンに宇宙空間を映うつしだしていたのだ。

（宇宙船）

　それが正解だ。ここは宇宙船のコントロールルームだ。ほかに考えられない。作業員は二十名以上と、個こ人じん船としては破は格かくに多い。この船はそんじょそこらの規き模ぼの船ではない。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす高知の横に、ナオシスタがやってきた。彼女は自じ慢まんげに、

「どうじゃ、我わが船ハシリスクのコントロールルームは」

「……」

「去年、叔お父じ上うえが私の為ために建けん造ぞうしてくれたのだ。この船なら帝てい国こくのどこへでも半日で行けるぞ。外銀河にも一日あればジャンプできる」

　高知はなにか答えようとしたが、その場にへなへなと座りこんでしまった。

　帝国は銀河の半分を支し配はいしているが、普ふ通つうの長ちよう距きよ離りスペースバスで端はしから端まで行こうとすれば、一週間かかる。研けん修しゆうでやらされたから知っている。

　それを半日で行う？　それはもはや、急きゆう襲しゆう軍ぐん艦かん級の性せい能のうだ。

「ナオシスタ殿でん下か、再さい設せつ定てい終しゆう了りようしました。あと五分でコチカスラワへジャンプします」

「シートにお座りください」

　航海士たちが声をかける。ナオシスタは右手を上げた。

「要いらぬ、ここでよい」

　堂に入ったその態度に高知は彼女を仰あおいだ。

「ほ……本物？」

「どこかに偽にせ者ものがおったのか？」

　そう聞き返されるとは思っていなかった高知は、慌あわてて首を振ふった。

「どうじゃ、千高知。私のもとで働かないか。そうすればおまえもそれなりの自由が得られるぞ」

「働く？」

　高知は目を円くした。銀河帝国の最高権けん力りよく者しやの下で働くというと、スパイ活動でもしろと言われそうな気がしたが、それと同時に、なにやら理り不ふ尽じんな言いがかりをつけられて苛いじめられる役である気もした。そしておそらく、後者が正しいのだろう。

　このまま備び品ひんとして倉庫に保ほ管かんされてしまうよりはよっぽどマシな選せん択たくだが、それでもやっぱり釈しやく然ぜんとしないものがある。なぜに殺された方が立場が弱いのだ？

「で、でも、ぼくは今からプロポーズをしに行かなくちゃならなくて」

「その若わかさで今から一いつ緒しよに墓はかに入る相手を決めてどうする。気が早いぞ」

「いろいろ事じ情じようがあるんですっ。明日までにしないとおしまいなんです！」

「せっかちな奴だな。まあ、結けつ婚こんぐらいしてもよいぞ、私の従じゆう者しやならばな」

「そ、それは」

　逡しゆん巡じゆんする高知に、Ｒセシルがずいっと顔を近づけて、

「いかがなされますか、高知さま。逃にげようというのならば、我われ々われも帝国の総そう力りよくを挙げて国家機き密みつを回かい収しゆうさせていただきますが」

「だから、どうしてぼくが犯はん罪ざい者しやみたいな扱あつかいされなくちゃならないんだよ！」

　そう高知が叫さけんだときだった。

　聞き慣なれたメロディが鳴り響ひびいた。この最さい新しん鋭えいのコントロールルームにまったく不ふ釣つり合いな、陽気な音楽。彼の携けい帯たい端たん末まつの呼よびだし音だと気づくのに、少し時間がかかった。

「そうだ、君の端末も復ふく元げんしておいたんだ」

　木曜博士に前のと寸すん分ぶん違たがわず同じ携帯端末を渡わたされる。傷きずまで再さい現げんしていたらまた疑うたがってやろうと思ったが、あいにく表ひよう層そうの傷はすっかり消えていた。

　表示を見ると、ケイマリリからの通つう常じよう通話だった。高知は心しん臓ぞうが飛び上がった。

「タヅから通話？」

「ハシリスクがおまえ宛あての通話を転送しておるのだ。出てもよいぞ」

「……」

　おそるおそる受信ボタンを押おす。すると、ドーム正面の宇宙画面が消え、壁かべいっぱいにケイマリリの姿すがたが映った。高知は見るも哀あわれなくらい硬こう直ちよくした。

　ケイマリリはサカンダール人で、アーシスによく似にたヒューマノイド型だ。頭部に胴どう部ぶ、複ふく数すう対ついの腕わん脚きやく部ぶで構こう成せいされたヒューマノイド型人種は、宇宙に散らばる知ち性せい生命体の一割わりを占しめる。この銀河ではそのパーセンテージはさらに高い。発生の系けい統とうは異ことなれども、似た環かん境きよう下かで得られた形けい質しつは驚おどろくほど似る収しゆう斂れん進化の証あかしだ。

　サカンダール人は銀河でいちばん美しい種族の一つだと言われている。ほっそりした胴体は銀白の毛に包まれ、いつもは閉とざされているが虹にじ色いろにきらめく六枚まいの羽を背せに持っている。卵たまごのようにつるりとした顔も、大きな二つ目も、触しよつ覚かくも、口元も、同じヒューマノイド型であるアーシスだけでなく、他の形けい態たいの人々からも称しよう賛さんされるものだ。コンソールにかじりついていたクルーたちも、大写しになった彼女を見て感かん嘆たんした。

　むろん、彼女はこちら側がそんなことになっているとは知るよしもなく、ほほえんで、

「よかったわ、こっちの番号で通じて。途と中ちゆうで切れたから心配していたのよ」

「や、やあ、ケイマリリ。ご、ごめん」

　ぎこちなく高知は答える。

「ちょっと、事じ故こに巻まきこまれて」

「まあ……大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫だとも」

　噓うそくさい笑え顔がおで高知は答えた。まさか銀河皇こう女じよに踏ふみ潰つぶされて死んだとは言えない。

　ケイマリリは安あん堵どした様子で、チリチリと触角の先の鈴すずを鳴らした。

「よかったわ、無事で。それで、用ってなあに？」

「あ……ええと……その、会って、話したいことがあって……」

　しどろもどろに高知は言いながら、ナオシスタを一いち瞥べつする。少女は楽しそうに──なにやら意味深長な笑みを浮うかべながら彼らの会話を聞いているだけで、止めるつもりはないようだ。

「今すぐに？」

「あ……いや、今は事故の処しよ理りがあって……それが終わったら、また連れん絡らくして、いいかな……？」

「いいけれど、私、明日にはタヅを発たつから、なるべく早くお願いね」

　ケイマリリが寂さびしそうにほほえむ。彼女も国に帰りたくないのだ。

「それじゃあ」

「あ、うん……」

　通話が切れ、高知は大きく息をついた。それから、おそるおそるナオシスタを見る。

　彼女は納なつ得とく顔で、

「なるほど、サカンダールの姫ひめがおまえの相手か。それでは生身でなくては困こまるな」

「彼女を知って……？」

「知っておるぞ、サカンダール人。宇う宙ちゆうでもっとも美しい種族の一つで、男のいない種族だ。王族は文化保ほ護ご法の適てき用よう指定を受けているから大変だぞ。どうだ、合っているであろう」

　薄うすい胸むねを反らしてナオシスタは言う。どうやら彼女は種族に関する知ち識しき自じ慢まんが得意らしいが、

「えっと……ちょっと違ちがうんですが」

「なに！　具体的にどこが違う！」

「男はいないわけでなくて、人間として認みとめられてないだけです」

「そういうのはオスと呼よぶのじゃ」

　つん、とナオシスタは口を尖とがらせ、負け惜おしみを言った。それはともかく、サカンダール人に対する認にん識しきはあるようだ。

「あの……働いたら、生身に戻もどしてくれる──くれますか？」

　高知は下した手てに尋たずねた。ナオシスタがにんまりと笑う。その瞬しゆん間かん、高知は自分がもはやナオシスタに絶ぜつ対たい頭が上がらない立場に落とされたことを知った。

「よかろう。よし、コチカスラワ降こう下かには千高知を連れていくぞ！　皆みなの者、支し度たくをせい！」

「はっ！」

「では高知、着き替がえを」

　Ｒセシルの合図で三人のクルーが高知を取り囲んだ。あっという間に身ぐるみ剝はがされ、得体の知れないぷよぷよと冷たいものとか、体に触ふれると透とう明めいになるものや、えらく滑なめらかなものや硬かたいものを次々と着せられる。

「これからおまえはナオシスタ殿でん下かの従じゆう者しやとなり、お世話をするのです。よろしいですな」

「お世話って、ぼくはそういうこと、全然分からないんですけど」

　高知は当とう惑わくして聞き返した。ごくごく一いつ般ぱん庶しよ民みんの彼に、帝てい国こく一金持ちで高こう貴きな少女の世話などできるはずがない。

　すると、ナオシスタ自身が自信満々の笑顔で、

「案ずるな、高知。これはお忍しのびだから、おまえのような一般市民が必要なのだ。多少の無礼は目をつむってやるから、安心せい」

「いや、安心せいと言われても」

「時空ジャンプ終しゆう了りよう！　コチカスラワ星時間領りよう土ど最近きん接せつ点てんに出現しました」

　クルーの声がコントロールルームに響ひびく。全天モニターに再ふたたび外の光景が映うつしだされた。前面に惑わく星せいが大きく迫せまる。雲の白と海の青と大地の茶のマーブル模も様ようが美しい、固体惑星だ。

「これがコチカスラワ星……」

　聞いたことのない星名だった。開かい拓たくされてほどないのだろう。

　モニターの中の惑星はえらい勢いきおいで巨きよ大だい化していく。つまり、宇宙船が常じよう識しきではありえない勢いきおいでコチカスラワに接近しているのだ。時間領土などまるきり無む視ししている。さすがは帝国機、フリーパスかと感心していたら、

「こちらコチカスラワ星管かん制せいセンター、回線をオープンにして停船せよ。貴き船せんの進航は帝国船せん舶ぱく航海法に反している。今すぐ停船せよ」

　コントロールルームに管制官の通話が響いた。ナオシスタは手を振り、

「うるさいな、黙だまらせろ」

「はい」

　管制官の声が遮しや断だんされた。そんなことをしている間にも船は磁じ気き圏けん内ないに入り、モニターが惑わく星せい照しようを受けて明るくなる。

「よし、高知、行くぞ」

　ナオシスタが歩きだした。赤いワンピースのひらひらした裾が泳ぐようにひるがえる。慌あわてて高知もあとを追った。

　コントロールルームを横切り、小さな扉とびらから、明るくなにもない小部屋に入った。気き密みつ室のようだ。

「それで、コチカスラワにはなにをしに？」

「私の古い友人が、殺人犯はんとしてもうすぐ処しよ刑けいされるのだ」

　さらりとナオシスタは言ったが、高知は目を円くした。お忍びなどというから物もの見み遊ゆ山さんにでも行くのかと思っていたのに、殺人犯だ？

「じゃあ殿下は、その人を助けに？」

「そうだ、これは誤ご認にん逮たい捕ほじゃ。ガドはそんなことをする奴やつではない。それから殿下はよせ、正体がばれてしまうではないか。ナオシスタさま、もしくはナオさまと呼べ」

「はあ……いや、それならナオシスタ殿下の名で、コチカスラワ政せい府ふに命じた方が早いんじゃないんですか」

　高知はしごく真っ当なことを指し摘てきした。たとえ真実殺人犯だったとしても、帝国最大の権けん力りよく者の命令に、誰だれが逆さからえるというのか。わざわざお忍びで行く必要もない。

　すると、ナオシスタは口を尖とがらせ、

「そんな無理を通したら、叔お父じ上うえに迷めい惑わくがかかるではないか。ナオシスタの名は出したくないのじゃ」

「はあ……」

　確たしかに皇こう帝ていの名を出して無理を通せば、評ひよう判ばんは悪くなるだろう。一いち応おう自分の立場は分かっているらしい。だが、納なつ得とくいかないのは、

「ぼくを殺したことはいいんですか」

「生き返ったからいいではないか」

「ああ、なるほど。あははは……はあ」

　この問題はこれ以上は不毛だと分かり、高知は乾かわいた笑いで自分に決着をつけることにした。あとは考えないようにしよう。でないと虚むなしい。

「それで、銀ぎん河が皇こう女じよの名を出さないで、どう助けるんですか」

「臨りん機き応変じゃ」

「は？」

　高知は目が点になった。つまりそれは、行き当たりばったりということでは？

「ちょっと、そーゆーことはもっとしっかり」

「ヌエイ市上空一千メートルに達しました。ハッチオープンできます」

　高知の声を遮さえぎって、コントロールルームから通話が入った。ナオシスタが壁かべのボタンを押すと、奥おくの壁が音を立てて左右に割われる。

　降下艇ていの格かく納のう庫こにつながっていると思いきや、扉の向こうは中空だった。すでに惑星大気内に入っていて、青空が広がっている。ゴオオオと風が吹ふきこみ、高知は慌あわてて足を踏ん張ばった。

　開口部に手をかけたナオシスタが笑え顔がおで振ふり返り、

「さあ、行くぞ」

「い、行くって、まさか飛び降おりるんじゃ……！」

　言っているそばからナオシスタが空に身を躍おどらせる。その姿すがたが一いつ瞬しゆんで消えた。高知は扉に飛びついた。

　薄うすく雲がかかった空に少女の小さな体が落ちていく。すぐに茶と緑の入り乱みだれた大地の中に溶とけこみ、見分けがつかなくなった。

　高知は全身から血の気が失せた。皇女がお忍しのびで、というのは分かる。だが、なぜ高度一千メートルからダイヴしなければならないのだ！　しかも、Ｒセシルたちは吞のん気きに深々とお辞じ儀ぎして、「行ってらっしゃいませ」などとほざいている。

「行っちゃったよ！　止めなくてよかったんですか!?」

「ロボットアーマーで降こう下かされてまた誰かを踏ふみ潰つぶされるよりはマシです」

　あっさりとＲセシルは答えた。そうかと納得しかけるが、そんなバカな！

「心配は要いりません、殿でん下かはスカイダイヴはお得意です。安心して行ってください」

「え」

　嫌いやな予感がして聞き返す前に、Ｒセシルはその老ろう軀くに似につかわしくない力で、高知を外に向かって蹴けり飛ばした。

「うわあああああああ……！」

　糸のように細く長い悲鳴を残して、高知はコチカスラワへと強きよう制せい的に降下していったのであった。
















　　　２　犯人は別人







　コチカスラワ星第一大陸東部、鉱こう山ざん町ヌエイ──




　帝てい国こく犯はん罪ざい捜そう査さ局ウー・ナギ捜査官は太いひげを撫なで、唸うなっていた。

　三日前、ヌエイに商用で訪おとずれていた投機会社社長、ジャン・アイゼンシラーが殺された。ホテルにいたところを物取りに襲おそわれたのだ。

　以前からこの地ア球ー系シ人スをマークしていたウーは、取り急いで駆かけつけたが、彼が捜査していた事じ件けんとは無関係な強ごう盗とう殺人だったと分かり、大きく落らく胆たんした。まったくなんてことだ。

　犯はん人にんのケイダ人の少年は現げん場ばにいたところを捕つかまり、簡かん易い裁さい判ばんで死し刑けいが決まって、今まさに彼の目の前で処しよ刑けいされようとしている。三日で裁決、即そく処刑とは帝国法違い反はんだが、辺へん境きようではままあることだ。

「俺おれはやってねえ！　無実だ！」

　広場に設しつらえられた処刑台で、犯人の少年は今なお無実を主しゆ張ちようしているが、まあそれはいいとして。

「となると、スニャフを殺した犯人は、永えい遠えんに分からずじまいか……さて、どうするか」

　彼は考えこんだ。

「ヌエイ鉱山社員ケイダ星人トプテル・シギ。オリシス星のアーシス、ジャン・アイゼンシラーを殺害した罪つみで死刑を言い渡わたす。刑は今から執しつ行こうする」

　処刑台でヌエイ警けい察さつの署長が、少年の罪ざい状じようと裁決を発表する。署長は全身が鱗うろこに覆おおわれたヒクラ人だ。ヒクラ人は半ヒューマノイド型で、芯しん部ぶ尾び部ぶに八本の脚あしと二本の触しよつ覚かくを持っている。

　広場にはちらほらと見物客が集まっていた。開かい拓たくされて間もない星で鉱山町とあれば、様々な人種が帝国内外から流れこんでくるが、見物客の大半はやはりヒューマノイド型だ。そして、ほとんどが鉱山関係者だ。

　それにしても、首を切り落とすとは野や蛮ばんな風習である。人種によっては首を落とされても死なないが、ケイダ人は典型的なヒューマノイド型だ、中ちゆう枢すう器き官かんを銃じゆうで撃うてば死ぬ。それをわざわざ首を落とすなんて悪あく趣しゆ味みだ。

　ウーが考えを巡めぐらせていると、周囲がざわついてきた。なにごとかと見ると、見物客たちが皆みな空を見上げて、なにかを指している。ウーも空を仰あおいだ。

　青空に赤い花が咲さいている。しかも、二つ。

　なんだなんだと皆が騒さわいでいる。ウーも目を細めた。花は見る見るうちに大きくなり、まっすぐにこの広場に落ちてくる。

「……パラシュート？」

　眩まぶしくて目を細めて見ている間に、パラシュートは彼の視し界かいいっぱいに広がった。そして、靴くつ底ぞこが見えたかと思うと、彼の顔面は踏みつけられていた。




　　　　※




　ぷぎゅ、と妙みような音がして、ナオシスタが踏みつけた相手が潰つぶれた。少し遅おくれて着陸した高たか知ちは、降こう下かで頭に昇のぼっていた血が一気に足に流れ下りるのを感じた。

（また踏み潰した！）

　Ｒセシルに蹴けり落とされた高知が無事地上に降おりられたのは、ひとえにダイヴスーツのおかげだ。パラシュートが開いたのも、目的のポイントに着陸できたのも、着地と同時にパラシュートが切り離はなされたのも、すべてダイヴスーツが勝手にやってくれたおかげである。よって、初ダイヴに半ば失神しながらも、怪け我がなく降りてこれたのだが、地上の人間にはとことん迷めい惑わくだったようだ。

　衆しゆう人じん環かん視しの中、ナオシスタは足あし下もとになんの注意を払はらうことなく、相手を踏み潰した。この調子で高知もやられたのだろう。しかも、高知のときは重量二十一トンもあるロボットアーマーだった。そのことへの反省から、今度はパラシュートで降下することにしたらしいが、それでも彼女のブーツのかかとは相手を踏み、アコーディオンのように美しく蛇じや腹ばらに潰したのだった。

「お？」

　ようやくナオシスタが怪け訝げんそうに足下を見る。すると、一度は蛇腹に潰れたものが、恐おそるべき弾だん力りよくでもってゴム鞠まりのごとく復ふく元げんしたのだ。皇おう女じよはそのまま跳はね飛ばされたものの、見事に着地し、なぜか観かん衆しゆうから拍はく手しゆをもらった。

「ウー捜査官！」

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　水すい槽そうの中でひっくり返った相手に警官姿すがたの者たちが駆け寄よる。高知はますます血の気が失うせた。捜査官といえば帝国捜査局の捜査官のことだ。つまり、彼の先せん輩ぱいをナオシスタは踏み潰したのだ。皇女は捜査局ととことん相あい性しようが悪いらしい。

　ともかく、高知は皇女に駆け寄り、

「大丈夫ですか、ナオさま」

「うむ、トランポリンのようでおもしろかった」

　目を輝かがやかせてナオシスタは答えた。やっぱり人を踏み潰した反省はないようだ。

「これはチチギイズム人じゃな、知っておるぞ。半はん水すい棲せい生物なので、乾かん燥そうした土地には弱いのじゃ。哀あわれよのう、水槽から転げ落ちて目を回しておる」

　憐れん憫びんたっぷりに頭を振ふるナオシスタ。自分の責せき任にんとは露つゆとも思っていないらしい。高知がどう答えていいやら迷まよっていると、銃を持った警官たちが二人を取り囲んだ。

「何者だ、きさまら」

　全身を鱗で覆われた半ヒューマノイド型の人間が、腹ふく部ぶに埋うめこまれた発声器で詰きつ問もんした。ナオシスタは悠ゆう然ぜんと、

「ヒクラ人じゃな、知っておるぞ」

「さ、騒がせてすみませんっ。ちょっと手て違ちがいがありまして」

　吞のん気きに知ち識しきを披ひ露ろうしようとする皇こう女じよを押おしやって、高知はあたふたしながら詫わびた。ヒクラ人は怪訝そうに、

「手違いだと？　私はヌエイ警察の署長、クークマだ。身分証しよう明めい書しよを提てい示じしろ」

「我われ々われは帝てい国こく犯はん罪ざい捜そう査さ局の訓練生だ。課程３でここに来たのだが、指し導どう捜査官はどこじゃ」

　当とう惑わくする高知を尻しり目めに、ナオシスタは堂々とうそぶいた。なぜ彼女が課程３などと細かい実地教習のことまで知っているのかと、高知は驚おどろく。

「訓練生？　学生証は」

「あっ、はい」

　高知は慌あわてて携けい帯たい端たん末まつの滞たい空くうモニターを開いて、身分証明書を提示した。噓うそは真実と混まぜてこそ信しん憑ぴよう性せいが高まるというが、署長も不審そうな様子ながらも、一いち応おう納得したらしかった。触しよつ角かくを揺ゆらして、

「君たちの教官は君たちが踏み潰した」

　と指し示す先に、案の定、先ほどナオシスタが踏み潰した相手が担たん架かで運ばれていくところだった。

「あの、捜査官は大丈夫なんでしょうか」

「彼はチチギイズム人だ。あのくらいなら大丈夫だろう」

　それを聞いて高知は安あん堵どする。これでスカイダイヴした甲か斐いもあるというものだ。もしかして、邪じや魔ま者を片かたづける為にわざとナオシスタは踏み潰したのかもしれない──そう考えたものの、いやありえないかと高知は否ひ定ていした。

　しかし、誤ご認にん逮たい捕ほされた友人を助けにいくと皇女は言っていたが、捜査局が出しゃばっているということは、面めん倒どうな事じ件けんらしい。ややこしいことになりそうだった。

「実地教習など聞いておらんな。そっちの君も学生証を」

　署しよ長ちようの触角がナオシスタに向けられた。それから不思議そうに、

「む？　君は誰だれかに似にているな──おお、ナオシスタ皇女に似ているぞ」

　いきなりずばりと核かく心しんをついてきた署長に、高知は飛び上がらんばかりに仰ぎよう天てんした。ばくばく言う心しん臓ぞうを押さえながら、どうごまかすかフル回転で考えたが、その前に署長は触角を振り、

「いや、皇女は今年二は十た歳ちの凹おう凸とつ激はげしいアーシスだった。我わが種族とは似ても似つかぬ体だ」

「それは私がヒクラ人並みにのっぺりしているという意味か！　ええい、その暴ぼう言げんは許ゆるさぬ、手打ちにしてくれる！」

「わっ、やめてください、ナオさま！」

　逆ぎやく上じようして署長に飛びかかろうとしたナオシスタを、高知は両りよう腕うでを摑つかんで懸けん命めいに押さえこんだ。どうやら彼女は影かげ武む者しやロボットに対して──そのボディに対してかなりのコンプレックスを抱いだいているらしい。

　署長は面食らったらしく、触角を根本まで萎い縮しゆくさせた。

「どうしたのだ、彼女は」

「す、すみません、彼女は皇女殿でん下かと名前も偶ぐう然ぜん一いつ緒しよなので、比くらべられることを嫌きらってて」

「ううむ、それは失礼した。あのような哀あわれな曲線と比べるのは侮ぶ辱じよくであったか。安心しなさい、君は実に美しい直線の持ち主だ」

「直線と言うな！」

　ナオシスタは自由になる足で、柱のような署長の体を蹴けり飛ばした。ひっくり返った署長に、周りにいた警けい官かんたちが慌てて駆かけ寄よる。

　ようやく溜りゆう飲いんが下がったらしいナオシスタは、高知の手を振り払はらい、傲ごう然ぜんと、

「アーシスの女に体のことを言うのは御ご法はつ度とじゃ。中央に行きたかったら肝きもに銘めいじておくがいい」

「そ、それは、失礼を」

「うむ、分かればよい。それでだ」

　ナオシスタは急に小声になると、ずいっと署長に身を寄せた。

「実は、私は公こう儀ぎの隠おん密みつなのだ」

「な、なんだと？」

「静かに」

　面食らう署長を黙だまらせ、ナオシスタは誰にも見られないよう、首からネックレスを取りだした。例の銀ぎん河が帝てい国こく皇帝の紋もん、「渦うず巻まき銀河を吞のみこむ魚」をあしらったペンダントヘッドだ。それを署長の肌はだにぴたりと接せつ触しよくさせると、署長の柱状じようの体が身み震ぶるいし、八本の脚が同時に硬こう直ちよくした。それから慌てて身を縮ちぢめて、やはり小声で、

「これは、重ね重ね失礼を」

「帝国は今回の事件を皇帝家に関かかわる事件と密みつ接せつな関係があるとして、再さい調ちよう査さすることにしたのだ。この者は私の手足として連れてきた。表向きは訓練生の実地教習として、よきように計らえ」

「分かりました」

　掌てのひらを返した態たい度どで署長はぺこぺこし、急いで部下たちのところへ走っていった。いくら異い人じん種しゆとはいえ、こんな子こ供どもが隠密だなんてよく信じたものである。高知は呆あきれた。それとも、あのペンダントにはなにか秘ひ密みつの情じよう報ほうが入っているのだろうか。

　振ふり返ったナオシスタは、もう服の中にしまってしまったペンダントを押さえて、

「なんじゃ、その目は。本物だぞ」

「はあ……」

　憮ぶ然ぜんと高知は答えた。本物の皇おう女じよが偽にせ物ものの皇帝紋を持っていてどうするのだ。

　すぐに署長が戻もどってきた。

「犯はん人にんのトプテル・シギをいったん留りゆう置ち場じように戻すことにしました。これでよろしいでしょうか」

「うむ、ご苦労。では、早さつ速そく容よう疑ぎ者しやに会わせてもらうぞ」

「ええ、もちろん。では留置場で──」

「今すぐにじゃ！」

　署長の言葉を無む視しして、ナオシスタは走りだした。高知も慌ててあとを追う。

　ナオシスタはまっすぐ処しよ刑けい台だいへと走った。そこにはギロチン台から警官たちによって起こさせられた少年がいた。オオカミのような耳とたてがみを持つ、眼がん光こう鋭するどいヒューマノイド型の少年だ。彼が皇女の古い友人か。

　ナオシスタが満面の笑え顔がおになる。彼女は処刑台に手をつくと、

「ガド！　会いたかったぞ！」

　聞いている高知の方が恥はずかしくなるような、てらいのない喜びに満ちた声で少女は叫さけんだ。見物客が一体なにごとかと、ぽかんとした顔で彼女の言動を見守る。公儀の隠密が容疑者と知りあいでいいのかと、署長も当とう惑わくしているだろう。

　そして、当の容疑者トプテル・シギは、警察官二人に抱かかえられたまましげしげとナオシスタを見下ろして、

「誰だ、おまえ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言った。




　　　　※




　町広場を見下ろすヌエイ警察署しよの人気のない資し料りよう室しつに、周囲を気にしながら忍しのびこむ影が一つ。

　事じ件けん別の資料を記録した様々な媒ばい体たいが並ならぶ棚たなを、すぐさま逮たい捕ほされてもしかたない挙動不ふ審しんさで影はすり抜ぬけ、奥おくの通信機に近づくと、急いで棒ぼう状じようのカートリッジを挿そう入にゆうした。

　数回のコール後、相手が出る。音声通信だ。

「あっ、エイミ？　ぼくだよ、ぼく」

「……」

「ねえ、聞こえてるの？」

　おどおどと小声で尋たずねる。少しの沈ちん黙もくのあと、通信機が相手の言葉を吐はきだした。

「聞こえてるわよ、バカ！」

　きんきんと高い声が部屋に響ひびき、彼は慌てて音量を下げた。

「バカ、とんちき、クズ、あんたなんか超ちよう新星爆ばく発はつで出てきた水すい素そのようなものよっ。分かる？　まったく進化してないってことよ！」

「ごめんなさい、エイミ。例えが分かんない。それに、なんで怒おこってるの？」

「気安くあたしの名前出すんじゃないって怒ってるのよ！　うすらバカ！」

　音量を下げたのに、それでも声が洩もれる。彼はへこへこと通信機に頭を下げた。

「ごめんなさいごめんなさい」

「それでなんの用よっ。用もなく連れん絡らくするなって、さんざん言ってあるわよね？」

「うん。あのね、トプテル・シギの処刑が延えん期きされたよ」

　一いつ瞬しゆん沈黙が降おりる。それから、少々つまらなそうな口調で、

「そう、うまくやったのね。あんたにしては珍めずらしく上出来じゃない」

「ううん、ぼくじゃないよ。どうにもできなくて、ギロチン台まで連れてかれちゃったんだ」

「ばか！　役立たず！」

「ごめんなさいごめんなさい。それでね、ああ、もうだめだなあって思ってたら、空からお客さんが落ちてきたの」

「なによ、落ちてきたって。頭の中でちゃんと話をまとめてから喋しやべりなさいよ」

「うん。それでね、落ちてきてね、それが公こう儀ぎの隠おん密みつだったの。その人たちが処刑を止めたの。再さい調ちよう査さするとか聞こえたよ」

「公儀の隠密ですって？」

　相手は考えこんだらしく、通信機が再ふたたび沈黙した。彼はおろおろしながら、体を落ちつかなさそうに左右に揺ゆらして待つ。

「エイミ？　起きてる？」

「起きてるわよっ、あんたじゃあるまいし。そうね、帝国が直じき々じきに介かい入にゆうしてくる可か能のう性せいはあるわね」

「トプテル・シギを狙ねらってるのかな？」

「まさか！　アイゼンシラーの代用を立てにきたに決まってるじゃない。奴やつらの狙いは見えたわ。でも、こんなに速すみやかに行動してくるなんて、予想外だわね」

　悔くやしげに相手は言った。

「あのロリコン皇帝にそこまでの炯けい眼がんがあるなんて、ホワイトホールみたいだわ」

「それ、どういう例えなの？」

「仮か定ていはできてもあり得ないってことよ」

「……」

　彼は困こまったように体を左右に揺すってみせた。だが、音声通信なので、相手にはその当惑は伝わらなかっただろう。

「きっと有能な部下を雇やとったのね。じゃなかったら、あのロリコン平和ボケ皇帝が、こんなに打てば響く行動ができるはずないわ」

「でも、小さい女の子だったよ。隠密」

「……」

「これからどうするの？」

「帝国の介入はある程てい度ど予想してたわ。分かったわ、次の手を打つわ。すぐヌエイに戻もどるから、あんたは続けてチャンスを狙うのよ」

「うん。あっ、人が来そう！　じゃあ次の定時にね」

「あっ、ちょっと待ちなさ──」

　彼は急いで通信を切ると、カートリッジを抜ぬき、慌あわてて資料室を出ていった。




　　　　※




　警察署の小さな会議室で、椅い子すの上で膝ひざを抱かかえてどんよりと落ちこんでいるナオシスタに、高知はかける言葉も見つからなかった。

　トプテル・シギの処刑は延期された。窓まどから見える町の広場にはもう見物客はなく、ギロチン台だけがぽつんと取り残されている。

　ヌエイは小さな町だった。さほど高くはない山々の狭はざ間まにあり、広場を中心に二百メートルも行けば町外れになってしまう。辺へん境きようの星の辺境の町だ。それでも町まち並なみは整っており、大きなホテルが一軒けん、安宿が二軒、バーが三軒、レストランが三軒、商店も軒のきを連ね、見た目にも町が潤うるおっているのが分かる。おそらく、町民のほとんどが従じゆう事じしているという鉱山の潤じゆん沢たくな財ざい力りよくによるものだろう。でなければ、こんな辺境に人が住み着くこともなかったに違いない。

　オオカミ少年もそういった鉱山従事者の一人だった。高知は彼との一ひと幕まくを思い起こした。

「誰だ、おまえ」

　ナオシスタを見て、トプテル・シギははっきりとそう言った。ナオシスタのことを忘わすれた、もしくは知らないふりをしている──といった響きではなかった。なんの躊ちゆう躇ちよもなく、彼は知らないと言ったのだ。

　助けにきた古い友人に正面から否ひ定ていされ、ナオシスタががっかりしたのは当然だろう。トプテルが留りゆう置ち場じように連れてかれて、対たい策さく室として借りた小会議室に入ってから、少女は可か哀わい相そうなほど落らく胆たんしている。

　所しよ在ざいないので、高知は署長から渡わたされた今回の事じ件けんについての調書を読んだ。

　三日前、ヌエイに商用で訪おとずれていた投機会社社長が宿しゆく泊はく先さきのホテルで殺された。被ひ害がい者しやの名はジャン・アイゼンシラー、オリシス星在住のアーシスだ。ホテルの従業員が夜食を部屋に運んだところ、床ゆかで血まみれになって死んでいるアイゼンシラーと、凶きよう器きのナイフを握にぎりしめて立っているトプテル・シギがいた。そして、警けい察さつは強ごう盗とう殺人として彼を逮たい捕ほした。

　トプテル・シギは容よう疑ぎを否ひ認にん。前日から記き憶おくがないと主しゆ張ちようするも、ことごとく却きやつ下かされ、簡かん易い裁さい判ばんで死刑が決定、本日執しつ行こうされるところだったのだ。ナオシスタが急いでいた理由がようやく分かった。

　確たしかに、殺人現場にただ一人、しかも凶器を握りしめて残っていた者が犯人でなければ、あとは大がかりな偽ぎ装そう工作がなされたと考えるだけだ。そして、そういう手の込こんだ犯はん罪ざいが行われる可能性は、百に一つあるかどうかなのが現げん実じつだ。

　しかし、今はその一つの可能性にかけるしかないだろう。

（唯ゆい一いつの救いは、捜そう査さ局が乗りだしていたことだな……）

　よくある強盗殺人事件なら帝てい国こく捜査局は動かない。高知は活動不能になったウー捜査官の資し料りようも手に取った。

　読んでみると、ウー捜査官はアイゼンシラーについて調査していた。帝都惑わく星せいオリシスを拠きよ点てんとする投機会社は、かなりあくどいことをして儲もうけていたらしい。その中でも、ウー捜査官は二カ月前にドーバ星で起きた不自然な事じ故こ死しに、アイゼンシラーが関かん与よしているのではないかと考えていたようである。

（その線から、アイゼンシラーが殺された可か能のう性せいは……うーん、遠いなあ）

　ドーバ星は、コチカスラワからは銀ぎん河が中心を挟はさんでまるきり反対側に位置する。宇う宙ちゆう船の性能を考えれば、どの星だってあながち遠いとは言えないが、物理的な距きよ離りは天文学的に遠い。

（ドーバ星で亡なくなったのは、スニャフ・ペコー。オルタＡＰ鉱山会社労働組合委員長か……鉱山……）

　ヌエイも鉱山町だ。資料を探さぐると、やはり同じＡＰ鉱の鉱こう床しようだった。

（なにか関連があるのかな？）

　そこをとっかかりにできないだろうかと考えてみる。

　ＡＰ鉱はワープ走行に必要な希少鉱石だ。そして、銀河帝国を支える収しゆう入にゆう源げんの一つでもある。この鉱物を使用するＡＰドライブシステムを開発したおかげで、帝国は銀河を席せつ巻けんし、今なお他文明の脅きよう威いとなり得ているのである。

　ＡＰ鉱の取引は莫ばく大だいな金が動く。投機会社の社長が目をつけるのは別におかしなことではない。

　高知はさらにトプテル・シギの資料を見てみた。

（トプテル・シギ、十五歳さい。ケイダ人。四歳の時にクプツダナウ養よう護ご施し設せつに入所。十三歳で退たい所しよ。ＡＰ鉱山会社に入社）

　トプテル・シギにはいろいろと補ほ導どう歴があった。養護施設ではかなりやんちゃな子こ供どもだったようだ。働くようになってからは逮捕歴はないが、要よう領りようがよくなったか、大人扱あつかいされて些さ細さいな喧けん嘩かでは無む視しされるようになった可能性もある。逮捕もされないが保ほ護ごもされない、そしていきなり死し刑けいだ。授じゆ業ぎようでは聞いていたが、辺境の秩ちつ序じよや倫りん理りはかなりいい加か減げんなままらしい。

　三日で死刑執行というのに高知は憤いきどおりを感じたが、同時に、異人種の感覚はアーシスとは異ことなることも分かっていて、ため息をつくしかなかった。多人種が入り交じる地域では、法秩序は荒あら削けずりになる。アーシスの感覚を一方的に押おしつけてはいけない。

　そして、こういう物わかりのよさを、自分の不ふ甲が斐いなさの隠かくれ蓑みのにしている自分に、自じ己こ嫌けん悪おしてしまう。それが捜査官の特性だとしても。

（トプテルは無実を主張してるんだな……）

　警察は金欲ほしさの犯行と断だん定ていしているが、トプテルは自分はやっていないと主張していた。三日ではろくに調査もできないだろうに。

　主張といえば、トプテルはおかしなことも言っていた。

「ええと……ナオさま」

「なんじゃ」

　おそるおそる声をかけると、思いのほかしっかりした返事が来たので、高知は拍ひよう子し抜ぬけした。ナオシスタが仏ぶつ頂ちよう面づらを上げる。それで初めて、彼女が落ちこんでいるのではなく怒おこっているのだと気づいた。

「あのですね、そろそろぼくにも事じ情じようを説明してほしいんですけど」

「事情？」

「ですから、あの少年は誰だれかとか、そういうことです」

「なんじゃ、聞いてなかったのか」

　ナオシスタは呆あきれて言った。生き返ってから今まで、いつそういう機会があったか教えてほしいものである。

「ガドは私の古い友人じゃ」

「それは聞きました」

「私のいちばんの従じゆう者しやでもあり、世話係だった。いつも一いつ緒しよに遊んだのじゃ。私の周りには遊び友だちはほかにいなかったからな」

　少し拗すねた口調でナオシスタは説明した。なるほど、幼おさない皇こう女じよの相手には周りも気を遣つかったのだろう。今は好き勝手にやっているが。

「……あれ？」

　違い和わ感を覚えて、高知はトプテル・シギの資料をもう一度見た。

　彼の履り歴れきのどこに、ナオシスタの世話係になる余よ地ちがあるのだろう。

（これはやっぱり……）

「あのお……でも、トプテル・シギは、ナオさまのことを知らない様子でしたけど」

「忘れておるだけじゃ。ずいぶん昔のことだからな」

「はあ。でも……もしかしたら、別人なのではないですか？」

　皇女は十年間冷れい凍とう睡すい眠みんに入ったと言っていた。つまり、トプテル・シギが生まれたころに彼女は眠りにつき、養護施設にいる最中に目覚めた。どう考えてもすれ違ちがう。

　第一、トプテルはナオシスタを知らないとはっきり言った。ごまかしているとかそういう顔色ではなかった。

「違う。あれは私のガドだ」

　きっぱりと、苛いら立だちを響ひびかせながらナオシスタは断言した。

「すぐに私のことを思いだす。必ずじゃ」

「でも……」

　彼女の機き嫌げんを窺うかがいながら、高知は食い下がろうとした。そこに、署しよ長ちようが入ってきて、

「千訓練生、面会の準じゆん備びが整いました」

「おう、今行くぞ」

　気合い満々でナオシスタが立ち上がったので、話は尻しり切きれトンボになってしまった。

　署長について、二人は留りゆう置ち場じように向かう。

「あの、署長」

　納なつ得とくがいかない高知はナオシスタを気にしながら尋たずねた。

「トプテル・シギは、どういう人なんですか」

「ケイダ人の寿じゆ命みようは五十年ですから、アーシスとほぼ同じ、まだ子こ供どもです。ヌエイ鉱こう山ざんに一昨年から入ってますな。その前は隣となり町まちクプツダナウの養よう護ご施し設せつにいました。まあ、いわゆる捨すて子です」

「親は今どこにいるか分かりませんか」

「ご存ぞんじでしょうが、コチカスラワは鉱山星なので銀ぎん河が内外から労働者が入ってきてます。流動性せいが高くて、とても追い切れませんよ」

「調書を見せてもらいましたが、トプテル・シギに背はい後ご関係はないんですね？」

「ありません、所しよ詮せんは子供ですよ」

　彼らは頭から強ごう盗とう殺人事じ件けんと信じているらしい。というよりは、それで事件を終わらせたいのだ。事なかれ主しゆ義ぎに高知は不ふ愉ゆ快かいになった。この分ではろくに捜そう査さなどしていないに違いない。

　留置場は一階にあった。頼たよりないゲートの前で見み張はっていた監かん視しが、署長を見て敬けい礼れいし、鍵かぎを開ける。

　中に入ると小部屋が六つ並ならんでいた。壁かべは透とう明めいで、内部が見えるようになっている。使用されているのは二部屋、そのうちの一つに彼はいた。

「トプテル・シギ、面会だ」

　署長の声で、ベッドにうずくまっていたトプテルはゆっくりと、面めん倒どうくさそうに体を起こした。

　アーシスによく似にた顔の造つくりだった。第一印象通り三角耳と長いひげが犬に見える。金色の瞳ひとみは犬というよりも狼おおかみに近い。ケイダ星がどこにあるか高知は知らなかった。

　少年は物もの憂うそうに耳の裏うらをかきながら、不ふ機き嫌げんなまなざしで高知とナオシスタを見た。

「なんだ、あんたらか」

「帝てい国こく捜査局の捜査官訓練生どのだ」

「や、やあ、こんにちは。えっと……」

　高知はナオシスタを見た。が、少女も相変わらず不機嫌らしく、そっぽ向いている。やっぱりトプテルが自分を忘わすれていることにつむじを曲げているのだ。高知はしかたなく、署長に、

「ぼくたちだけで話をさせてもらっていいですか」

「ではお気をつけください」

　署長がゲートの外に出てもナオシスタは口をきこうとしないので、高知が声をかけた。

「君に話を聞きたいんだけど」

「俺おれはやってねえよ」

　少年もぷいとそっぽ向いた。そのうなじから背せ中なかにかけて金色のたてがみが生えているのが見える。

「でも、殺人現げん場ばにいたんだろう？」

「だから、ほかの奴らに何度も言ったけど、俺は前の日に喧けん嘩かで怪け我がして、昼で山を引けたんだよ。あとは薬飲んで眠ねむっちまったんだ。気がついたら次の日で、知らねえ部屋でアーシスが死んでたんだよっ。俺はなにも知らねえしなにもやってねえ！　あんなアーシスも知らねえし、俺は罠わなにはめられたんだ！」
















　こちらを見ずにトプテルは喚わめき、抱かかえた膝ひざに顔を埋うずめた。相当人間不信に陥おちいっているらしい。

　高知は困こまって、ナオシスタに囁ささやきかけた。

「ナオさま、やっぱり別人じゃないんですか」

「……」

「なんだよ、それ」

　とりつく島がなかったトプテルが剣けん吞のんな目つきで振ふり返った。随ずい分ぶん耳がいいらしい。

「あんたらが俺を助けてくれたんだろ。もしかして、人違いだっただけとか？」

「……」

「どうせそんなこったろうと思ったけどな」

　答えないナオシスタにトプテルはせせら笑った。

「いきなり中止なんて変だと思ったんだ。なんだ、やっぱり明日には首チョキンかよ。あーあー、一日生き延のびただけで、すっげえミジメな気分。俺なんか生きる価か値ちねえって再さい認にん識しきさせられちゃったよ。あんたら残ざん酷こくだな、さすがはアーシスさまだぜ。てめえ勝手で、俺らアーシス以外の人間なんか心なんかないって思ってんだろ」

「そんなことは──」

「ガド！」

　弁べん明めいしようとした高知を突つき飛ばし、ナオシスタが一いつ喝かつした。ベッドで自じ堕だ落らくに身を投げだしていたトプテルが目を白黒させる。

　ナオシスタはまなじりを吊つり上げ、

「なんというざまじゃ、帝てい国こくの英えい雄ゆうともあろう者が！　あのときのガドはどこに行った、これではジマ人の名が泣くぞ！」

「な、なんだよ、おまえ。頭おかしいのか？」

　気け圧おされながらもトプテルが反はん論ろんする。

「俺はガドなんて奴じゃねえよっ。おまえみたいな色気のねえガキも知りあいにいねえっ」

「ナオさま、彼は別人だと──」

「いいや、これはガドじゃ。私だ、まだ思いだせんのか、ナオシスタじゃ」

「ナオ……シスタ？」

　面食らいつつトプテルがその名を呟つぶやく。覚えがない。その表ひよう情じようがそう訴うつたえていた。ナオシスタが苛いら立だたしげにぱしぱしと靴くつを踏ふみ鳴らして、

「十五年前の約束も忘れたか。私のもとに帰ってくると約束したであろう！　ガド・ハイダ・ウルテン、我わが従じゆう者しやよ！」

「ああ？」

「ええい、もどかしいっ。セシル！」

「なんでございましょう、ナオシスタさま」

　突とつ然ぜんの第三者の声に、高知もトプテルもぎょっとして振り返った。今の今まで気配がなかったのに、高知の横にＲセシルが忽こつ然ぜんと湧わいて出たのだ。

「わっ、いつの間に？」

「セシル、ガドの記き憶おくを取り戻もどすにはどうしたらいいっ」

「失われた記憶を取り戻すにはさまざまな方法がございます」

　Ｒセシルは今出現したことなどみじんも感じさせず、あくまで落ち着き払はらって答えた。場所が場所だけに、その執しつ事じ姿すがたがひどく浮ういている。

「種族によっても記き憶おく野やの組成によっても異ことなりますが、銀ぎん河がにあまねく知れ渡わたる方法として挙げられるのは、ショック療りよう法ほうというものでございます」

「それはこの場でできるのか。すぐに試ためしてみよ！」

「はい。では、わたくしめが」

　Ｒセシルが腕うでまくりをするのを見て、高知は仰ぎよう天てんした。見た目はアーシスの老人だが、彼はロボットだ。そしてショック療法といえばやることは分かりきっている。

「ちょちょちょ、ちょっと待って！　こっち来てください！」

　高知はナオシスタとＲセシルの腕を摑つかみ、牢ろうの前から引き離はなした。呆あつ気けにとられている署しよ長ちように、

「相談があるので待っててください！」

　と断ことわり、二人を人気のない階かい段だんの下まで連れていく。

　ナオシスタは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「どうした、高知。なにか言いたければその場で言え」

「どうしたもこうしたも、落ちついて、落ちついて考えてみましょうっ」

「おまえこそ落ちつけ。なんだ、感情デバイスが目め詰づまりしたか？」

「違ちがいます！」

　と叫さけんだそばから頭に血が上り、高知は目め眩まいがした。サイボーグの体で本当に血が上ったかは分からないが。

　深しん呼こ吸きゆうして息を整えてから、彼は人差し指を立てた。

「いいですか、結論から言います。あの少年はお捜さがしの相手とは違います。まず名前が違います」

「違ってもかまわんではないか。十五年も経たっているのだからな」

「ですからっ、いくらナオさまが生まれたのが二十年前だからって、あの子は十五歳さいですよ。十五年前に約束なんかできるはずないじゃないですか」

「いや、あれは私のガドだ」

　がんとしてナオシスタは言うことを聞かない。高知は助けを求めてＲセシルを見た。が、隣となりにいるはずのロボットは、現あらわれたときと同様、忽然と姿を消していた。映えい像ぞうかタチの悪いマジックでも見せられた気がして、きょろきょろと辺りを捜さがす。

「セシルなら帰ったぞ」

「ええ、もう？　いや、それよりナオさま、友だちに会いたいというのは分かりますが、彼はあなたのことを全然知らないんです。別人です、おそらく」

「違う」

「本物はどこか別のところにいて、ナオさまと再さい会かいするのを心待ちにしてるかもしれないじゃないですか。ねっ、考え直しましょう」

　高知は宥なだめるように説得した。だが、ナオシスタは首を横に強く振ふって拒きよ絶ぜつした。

「違う、あれはガドだ。私には分かる」

　泣きそうな声。高知はうろたえた。泣かれるのは困こまる。

　ナオシスタは気き丈じように唇くちびるを嚙かみしめ、

「ガドが私のことをすぐに思いだせなくても、おかしなことではないのだ。トプテル・シギにとっては、私は前世の記憶だから」

「……ええ!?」

　思わず高知が素すっ頓とん狂きような声を上げたときだった。

　激はげしい爆ばく音おんとともに警けい察さつ署しよが大きく揺ゆれ、二人はよろめいた。照明がいっせいに落ち、窓まどの少ない廊ろう下かは薄うす暗ぐらくなる。

「うわっ」

　高知はとっさにナオシスタを自分に引き寄よせた。廊下の奥おくから粉ふん塵じんが雲のように押おし寄せ、視し界かいがきかなくなる。ナオシスタが咳せきこんだので、彼は自分の上着を脱ぬいで少女の頭を包んだ。

　大おお勢ぜいの怒ど号ごうが聞こえてくる。

「テロか！」

「攻こう撃げきされたぞ！」

「留りゆう置ち場じようを狙ねらわれた！」

　どうやら留置場が爆ばく破はされたらしい。ということは、トプテル・シギを狙っての犯はん行こうだろうか。

　同じ結論にナオシスタも至いたったらしく、

「ガドが狙われたのか!?」

　高知の腕うでの下から飛びだし、粉塵に包まれた留置場に走っていこうとする。高知は慌あわてて彼女の腕を摑んだ。

「ダメです、危あぶない！」

「離せ、ガドがまた死んだらどうする！　私は怪け我がなどせん！」

　ナオシスタが高知の腹はらを蹴けり飛ばす。思わず手を離した隙すきに、少女は走りだした。が、二度目の爆音が響き、ばらばらっと天てん井じようの塗と装そうが落ちてきた。

「！」

　高知はナオシスタに飛びついた。背せ中なかに物が激はげしくぶつかったが、こらえる。

「……」

　幸いにも崩ほう落らくはそれだけでやんだ。背中が少し痛いたむがなんとかやり過すごせたことに、高知は大きくため息をついた。そして、腕の中で目をぱちくりさせているナオシスタに向かって、

「ばか！」

　思いっきり叱しかりつける。

「なに考えてんだよ！　誰だれだろうと怪我するときは怪我するし、死ぬときは死ぬんだ！　もう少し周りを見ろ！」

「だ……だって、ガドが……」

　高知の剣けん幕まくに気け圧おされ、おどおどしながらもナオシスタは食い下がった。

「ぼくが見てくるから！　さっきのとこにいて！」

　毒気を抜ぬかれたか素す直なおに頷うなずく少女を見み届とどけてから、高知は混こん乱らんの中に飛びこんだ。口元を押さえながら煙けむりの中をさまよう。

　留置場は思っていたほどは破は壊かいされていなかった。壁かべや天井の表層が剝はがれ落ちていたが、煙の勢いきおいほどではない。どうやら発はつ煙えん筒とうが焚たかれたらしい。

　牢ろうの入り口でうずくまっているものを見つけ、駆かけ寄る。

「署長！」

　署長は体を弛し緩かんさせ、平たく煎せん餅べい状じようになってぴくりとも動かなかった。光点反はん応のうがないので焦あせったが、出っ張ぱり程てい度どまで収しゆう縮しゆくしてしまった触しよつ角かくをこすると体が震ふるえたので、目を回しただけらしい。

「トプテルは……」

　トプテルが入っていた牢にたどり着いた高知は、啞あ然ぜんとした。

　透とう明めい隔かく壁へきが廊下側に向かってすっかり倒たおれ、外がい壁へきの方はぱっくり穴あなが空いていた。その向こうに警察署の中庭とトラックが見える。さっきの爆発は壁をぶち抜く為だったのだ。

　トラックの荷台には、アーシスではないがとても近い容よう姿しのヒューマノイド型の女──高知の感覚では女に見える人間がいた。そして、彼女に引き上げられているトプテル。

「トプテル！」

　高知が叫さけぶ。トプテルは彼に気づき、困こん惑わくした面おももちを向けた。

　どうなってるんだ、一体？　そんな視線だった。

　そんなことはこっちが聞きたい。高知は隔壁を踏ふみ越こえ、トプテルに飛びつこうとした。が、急に体を起こしたなにかに蹴つまずき、派は手でに瓦が礫れきの中に転がる。

「いたた……な、なんだ？」

「ああああ！　動かないで！　子こ供どもたちが潰つぶれちゃう！」

　甲かん高だかい声で喚わめかれ、高知は起きあがりかけの姿し勢せいで硬こう直ちよくした。見ると、蹴つまずいた相手は、

（うわっ、カエルだ）

　大きく菱ひし形がたに開く口、出っ張った一対の黒い目、ぬめり気を帯びたレモン色の体表。ずんぐりむっくりしているが、ヒューマノイド型だ。一対の手の先には吸きゆう盤ばん状じようの四本の指があった。どこからどう見ても服を着たカエルだが、これはフェニタガムベ人だ。

　フェニタガムベ人は張りだした目をきときとと動かし、

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ？」

　などと背中をさする。見ると、剝きだしの背中には拳こぶし大だいの丸い玉がいくつも埋うめこまれていた。さらに目をこらすと、玉の中に小さな小さな、手足のある魚がぐるぐる回転している。

「たまご……？」

　どうやらこのフェニタガムベ人は抱ほう卵らんしているらしい。高知はどきりとした。抱卵する人種はかなりの数いる。胎たい生せいのアーシスも一種の抱卵生物だ。そして、ケイマリリが属ぞくするサカンダール人も。

　しかし、今はそれどころではない、フェニタガムベ人よりトプテルだ。急いで見るも、トプテルを積んだトラックはすでに中庭から出ていくところだった。
















「ああ、ちょっと！」

　壁の破やぶれ目から飛びだして叫んだが、もう遅おそかった。高知は呆ぼう然ぜんと、門を走り抜けるトラックを見送った。

「あの～」

　フェニタガムベ人が自分の背中を気にしながら、のんびりと声をかけてくる。彼は高知の背中を指して、

「よけいなお世話かも知れないけど、背中になんか突つき刺ささってるよ」

「え……」

　高知はぼんやりと自分の背中を見て、目を剝いた。

　彼の背中には十センチ四方の鉄てつ骨こつがぐっさりと突き刺さっていたのだ。血のようなものが背中一面を濡ぬらしている。

「……」

　痛みなんかなにもなかったが、見ただけで貧ひん血けつを起こし、高知はその場で卒そつ倒とうした。







　　　３　ＡＰ鉱







　地を埋うめ尽つくし、天を衝つく摩ま天てん楼ろうが地平の彼方かなたまで続く星、それが銀ぎん河が帝てい国こくの帝都惑わく星せいオリシスだ。帝国を統とう括かつ運うん営えいする為ためのさまざまな機関が集中し、銀河規き模ぼの大だい企き業ぎようの拠きよ点てんがここにある。また、帝国内の各王国や自治領りようの派は遣けん機関、外文明の大使館や領事館もある。それらはネットワークでつながれ、さらに帝国中の惑星へと延のびている。

　地ア球ー系シ人スが帝国を打ち立ててより一千年、支し配はい者の系けい譜ふは変われど、オリシスは常つねに帝国の中ちゆう枢すうとしてそこに在あり続けた。小さな固体惑星に百億の人間がひしめきあい、同じ規模の人間が絶たえず流出入している、混こん沌とんと成長と停てい滞たいと進しん化かの象しよう徴ちよう、それが惑星オリシスだ。

　そして、帝国のすべての事象を決定する帝国中央議会議事堂は、摩天楼とは一線を引いたシャンタンプラウ地区にある。緑豊ゆたかな広大な土地に建てられた、アーシスの権けん威い主しゆ義ぎを表す非ひ効こう率りつ的で非ユニバーサルな建物──円柱や丸天てん井じようなどを持ち、美しい彫ちよう刻こくで飾かざられた「平屋」の壮そう麗れいな建物だ。アーシスの古代建けん築ちくを模もした形状は、王宮と見まごうばかりの美しさだが、それを理り解かいできるのは帝国中の人種の半分にも満たない。

　そこに帝国中から各世界の代表が集まり、帝国の将しよう来らいを語り、議ぎ論ろんを重ね、安あん寧ねいを諮はかる。そして、帝国の頂ちよう点てんに立つ皇こう帝ていを奉たてまつる。それが中央議会の役やく割わりだ。実じつ質しつ的な細かい部分は、各関係機関が検けん討とうし、実行する。もっと大きな指し針しんは、議会の中で「もっとも権けん威いある」枢すう密みつ院いんで決められる。

　その、「もっとも権威ある」枢密院がある区画の、人気のない廊ろう下かで。

「やあ、スティーグ」

　声をかけられ、中央議会参議のアーシス、スティーグ・ラッセルは足を止めた。振ふり返ると、格こう子し模も様ようの廊下を顔見知りのアーシスが歩いてくる。彼は会え釈しやくした。

「これは財務長官。会議は終わりですか」

「うん、休きゆう憩けい。参ったよ、会議中に腹はらの虫が騒さわいでね。あの会議はどうして食事を出してくれないんだろうな」

　ツアオ財務長官は小こ柄がらな体を揺ゆらして笑った。

「どう、一いつ緒しよに飯でも」

「いえ、食べたばかりですので」

「それは残念」

　ツアオに会った人間は大たい抵ていは好印象を持つ。細い目でいつも笑え顔がおを絶たやさないし、少々滑こつ稽けいなまでに紳しん士しらしい服ふく装そうも、彼の人となりを表していて分かりやすい。そして、どんな人間相手にも気安く接せつするのも、だ。財務長官という地位にはふさわしくないと陰かげ口ぐちも叩たたかれているが、彼のような存そん在ざいは緩かん衝しよう剤ざいとして、ぎすぎすした内ない閣かく会議には不ふ可か欠けつである。

「それはそうと、ナオシスタ姫ひめがコチカスラワに行かれたそうだよ」

　今日のランチは卵たまごだったよ、と言うのと同じ気軽な口調で、ツアオ財務長官は告げた。ラッセルは眉び宇うをひそめ、

「コチカスラワ？　我われらが姫君は殺人の見学にでも行かれたというんですか」

「うん、そう」

　あっけらかんとツアオは答えた。

「まさか、姫がアイゼンシラー殺しに関かかわっていると？」

「容よう疑ぎ者しやの少年に会いにいったそうだ」

「そこらの薄うす汚ぎたない犬コロだと聞きましたよ。遊ぶ金欲ほしさに人殺しでもなんでもする社会のクズどもです」

「どうやら、あのガドらしいね」

　ツアオは楽しげに言った。ラッセルは口をつぐむ。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、彼は慎しん重ちように言葉を選びながら、

「マグダ殿でん下かの従じゆう者しやの？」

「それそれ。ガド・ハイダ・ウルテン」

「まさか。前の皇太子殿下の従者は皆みなあの事じ故こで死にました。ウルテンは皇こう女じよ殿下を身を挺ていしてお救いした英えい雄ゆうです」

「でも、君もあの噂うわさを知ってるだろ。ジマ人は生まれ変わるんだよ？」

　細い目の片かた方ほうを少しだけ見開き、ツアオは言った。ラッセルは渋しぶ々しぶ、

「記き憶おく性せい遺い伝でんは多くの人種に見られる現げん象しようです。地球系けい生命も記憶性遺伝によって進化してきました。それを生まれ変わりと称しようするのは、私の感覚にそぐいません」

「感覚う。いい表現だね。うん、参議としてはありえない感覚だ」

「私の感覚などどうでもよろしいです。では、その容疑者はウルテンの子こ供どもなのですか」

「いや違ちがうね。だから生まれ変わりなんだよ、同じジマ人の子供になら記憶は誰にでも受け継がれるんだから」

「……でも、ウルテンの記憶がその容疑者に宿ったとは限かぎらないでしょう」

「限るんだな、それが」

　実に嬉うれしそうにツアオは答えた。

「ウルテンが前の皇太子殿下の従者だったときはよかったがね。今はどうだか」

「……」

「さて、アイゼンシラーの死は高くついたか、それとも思いがけず安くついたか、見物だねえ」

　ツアオは喉のどを震ふるわせて笑った。ラッセルはなにか言おうと口を開いたが、そこに、

「財務長官」

　彼を追ってきたのだろう、リンケフェノミ人が翼つばさを動かしながら走ってきた。彼女らは日ごろはアーシスに合わせて脚きやく部ぶを使うが、気がゆるんだり意い識しきが回らなくなると白と茶色の翼を動かして飛ぶ姿し勢せいになる。

「やあ、ミル。一緒に飯でもどうかい」

「いえ、アーシスの方とご一緒はできませんので」

　ミル深しん宇う宙ちゆう探たん査さ計画局局長がはずんだ声で答えた。ずいぶんツアオを捜さがしたらしい。彼女はツアオの両手を摑つかむと、

「ありがとうございました、あなたの助言でザックバラスト星系の探査計画のめどが立ちました」

「そりゃあ、ザックバラストの探査はした方がいいに決まっているからだよ。礼を言われることじゃない、帝てい国こくの為ためだ」

「ええ、でも、軍部長官が渋っていたので、予算は下りないと覚かく悟ごしてましたから」

「彼は目先のことしか考えられないんだよ。ほら、彼はここに提灯ちようちんがついてるから、どうしても目先に目がいってしまう」

　ツアオが自分の額ひたいを指すと、ミルもはにかみながら笑った。リンケフェノミ人は翼があるのが特とく徴ちよう的だが、そのほかはアーシスとほとんど変わらない。アーシスからは天使とも呼よばれていて、サカンダール人と並ならんでもっとも美しい種族の一つと言われている。

「本当にありがとうございました。局に連れん絡らくがあるので、ここで失礼させていただきます」

「うん、がんばってくれよ、帝国の為に」

　会え釈しやくして去っていくミルをツアオとラッセルは見送った。そして、その姿すがたが角に消えてから、ツアオは胸むねポケットからハンカチを取りだし、自分の掌てのひらを見つめて、

「やあ、獣けもの臭くさいな」

　笑え顔がおのままハンカチで掌を強くこする。そして、鱗りん粉ぷん状じようのものがついたハンカチを投げ捨すてた。

　そんなツアオに、ラッセルは微び笑しようを浮うかべた。




　　　　※




　襲しゆう撃げきされたヌエイ警けい察さつ署しよは、大おお勢ぜいの人間でごった返していた。被ひ害がいが留りゆう置ち場じようだけですんだのは幸運だが、煙けむりやらなにやらを吸すって体調を崩くずした者も多い。医者や鑑かん識しきが飛び交い、被害者の刑けい事じらが自ら検けん証しようしたり、瓦が礫れきを撤てつ去きよしたりと、大おお騒さわぎだった。野や次じ馬うまも遠とお巻まきに警察署を覗のぞいている。

　そんな中、高たか知ちは中庭の植えこみで、ナオシスタを前に悄しよう然ぜんと肩かたを落としていた。彼の髪かみは塗と料りようの粉まみれだ。

　そして、

「あーあー、鉄てつ骨こつに表ひよう皮ひ塗と装そうが食いこんでいる。いかんな、この素そ材ざいは。癒ゆ着ちやくしてしまった。いかんいかん」

　などと言いながら、彼の背せ中なかをぺたぺた触さわっているのは木曜博士だ。高知の怪け我がを聞きつけ、Ｒセシルとともに現あらわれたのだ。鉄骨はＲセシルが抜ぬき取ってくれた。突つき刺ささったまま動けたのだから、体内深く貫つらぬいたかと思いきや、ほんの数センチ刺さっていただけだったのは意外だった。

「表皮塗装が食い止めて、内部防ぼう護ご膜まくで弾はじいたんだよ。防護膜はいい出来だが、表皮はいかんな」

「はあ、すみません」

　自分が謝あやまるところではないが、高知は上の空でそう答えた。なるべく話は聞かないでおきたい。ただでさえ血やら怪我やらは苦手なのに、自分の体──作り物だが──の中身を想そう像ぞうさせられる話なんか聞きたくない。

「よし、剝はがし替かえよう」

「え？」

　なにをするかと思えば、木曜博士は高知の肩に手をかけ、一気に背中の皮を引き剝がした。痛いたみはなかったがその光景を目もく撃げきしてしまい、高知はまた失神したくなった。

　まったく以前と具合も見た目も変わらないので、フルサイボーグなんてただの誇こ張ちようかと思っていたら、大おお間ま違ちがいであった。今はひたすら、「ぼくはサイボーグ、これは故こ障しよう箇か所しよを直してるだけ直してるだけ」と、念仏のように唱える。めりめりという不ふ吉きつな音も聞きたくない。

　木曜博士は鞄かばんからゼリー状のものを取りだし、無む造ぞう作さに高知の背中に貼はりつけた。そして、大きな絆ばん創そう膏こうを貼る。

「よし、十分は安静にすること！　そうすれば肉にく質しつが固定する」

「ありがとうございます……あの、痛いたみとか全然なかったんですけど」

　おそるおそる高知は尋たずねてみた。サイボーグ化にあたってまったく痛つう覚かくがなくなったというのなら分かるが、手をつねったり叩たたかれたりすればちゃんと痛みはあるのだ。

　木曜博士は「ああ」と手を振ふって、

「日常的でない刺し激げきを受けると、感覚デバイスが遮しや断だんするんだよ。そうしないと感覚記き憶おくと現げん実じつのギャップに、精せい神しんバランスが崩れるから」

「もしかして、手からレーザーが出たり、空を飛べたり、実は百万馬力が出たりとか、そういうことありませんよね？」

「なんだ、そんなオプションが欲ほしかったのか。どれ、設せつ計けい図ずを引くか」

「いいです！　まったく全然まるっきり要いらないです！」

　慌あわてて高知は手を振った。この人たちなら本当にやりかねない。生身に戻もどるのだから、これ以上よけいな機き能のうはつけたくないものだ。

「またなにかあったら俺おれを呼よびなさい。俺が当番のうちにだぞ、絶ぜつ対たいだからな」

　嫌いやになるほど上じよう機き嫌げんに木曜博士が念を押おす。高知は力なく笑うしかなかった。そこへ、

「どうじゃ、背中の具合は」

　処しよ置ちが終わるのを待っていたナオシスタが声をかける。

「あ、はい、木曜博士が──」

　と振り返ってみれば、高知が一いつ瞬しゆん目を離はなした隙すきに木曜博士もＲセシルもその場から忽こつ然ぜんと消えていた。

「あ、あれ？　また？」

　呆あつ気けにとられている高知に、ナオシスタは膨ふくれっ面つらで、

「まったく、おまえには失望したぞ。なにが自分に任まかせろ、じゃ。あっさりと逃にげられおって」

「すみません……」

「それに、この私を叱しかりつけるとはいい度ど胸きようだ。叱られるなんて、父上と母上が亡なくなって以来じゃ」

　その言葉でうなだれていた高知は顔を上げた。視し線せんが合うと、少女は口を曲げてそっぽ向いた。少し頰ほおが赤くなっているのは、高知の気のせいではないだろう。

　そう言えば、前の皇こう太たい子し夫ふ妻さいが事じ故こで死んだのは十五年前だった。ナオシスタが冷れい凍とう冬とう眠みんに入ったのも十五年前。同じ事故でか。

　そして、トプテル・シギは十五歳さい。これで関連がなければなんの因いん縁ねんだ。

「あの、ナオさま、先ほどの話の続きですけど……」

「なんの話じゃ？」

「トプテル・シギの前世がどうのこうのと、言ってませんでしたか？」

「言ったぞ。トプテル・シギはガド・ハイダ・ウルテンの生まれ変わりだとな」

　真顔でナオシスタは断言した。そこまではっきり聞いた記憶はないが、やっぱり、と高知はため息をついた。どうりで名前も違うし、年ねん齢れいが合わないはずだ。

　瓦が礫れきを積んだ車が中庭を通って外に運びだされるのを、高知は横目で気にしながら、

「ええとですね……本気で？」

「ジマ人はそういう種しゆなのだ」

　人種的なことを言われると、高知も反はん論ろんしづらい。科学が発はつ展てんしても解かい明めいできない事象はいくらでもある。分ぶん裂れつ繁はん殖しよくを行うクッド人は種族全体で感かん応のうしあうことができるが、それがワープ走行中でも近光速時間内でもまったく無関係だというのは、アーシスの科学では決して解とくことができない問題だ。

「ガドはヒギンスという男の記憶を持っていた。百年前に生きた男だと言っておった。ヒギンスはホープーという男の記憶を持っていて、ホープーはジという女の記憶を」

「その人たちは彼のご先せん祖ぞだったんですか？」

「そうとは言ってなかったぞ」

「ＥＳＰの一種ってことかなあ」

　精神感応の応おう用ようならばなんとか納なつ得とくできるが、実じつ際さいのところＥＳＰについても高知は現象は認にん知ちしているが、どのような理り屈くつがあるのかはてんで知らなかった。

「うーん……あれ？」

　高知は腕うでに巻いた携けい帯たい端たん末まつで、署しよ長ちようから渡わたされたトプテル・シギについての情じよう報ほうを再さい確かく認にんした。ＥＳＰ反応はないと記き載さいされてある。そして、

「トプテル・シギはケイダ人って記録されてますよ？」

「似にているからケイダ人にされたのであろう。ジマ星はもうないからな」

「ない？」

「知らぬのか。三十年前に破は壊かいされたのだ」

　惑わく星せいを破壊。今はそう珍めずらしくない事じ件けんだが、やはり聞くとぎょっとする話だ。高知は少し身み構がまえた。

「戦争ですか……」

「巻まきこまれたのじゃ。ジマ人がダヒル人の宿しゆく敵てきアラギ・イシタを匿かくまったので、ダヒルの私軍が惑星破壊弾だんを撃うちこんでのう。ダヒル星はアラギ・イシタの出身種族チプリに全土を焼かれて、もう放ほう棄きされておる」

「な、なんですって？」

　知らない名めい称しようがいくつも出てきて、高知は面食らった。

　帝てい国こく内にある生命居きよ住じゆう惑星は三千以上、帝国に統とう一いつされてはいるが、各自治国家同士の抗こう争そうは収おさまっていない。帝国も中央に敵意を向けられるよりは、種族間で争ってくれた方が嬉うれしいとばかりに、滅めつ多たに干かん渉しようはしない。

　ナオシスタは子こ供どもらしくない仕草で肩かたをすぼめた。

「要は、ジマ人はとばっちりを受けたのじゃ」

「ああ……それは酷ひどい話ですね」

「ガドはその生き残りじゃ。ジマ人はほぼ全滅してしまってのう、ガドも大分捜さがしておったが、見つかったのは八人だけだった。そのうちの二人がトプテル・シギの両親で、今はジマ人はトプテル・シギしかおらん」

「……」

　高知は少し考え、とても嫌な結論に至いたった。だが、ナオシスタがトプテルをガドの生まれ変わりだと信じこんでいる理由は、それしかない。

　彼は慎しん重ちように言葉を選びながら、

「つまり……ガドが生まれ変わるとしたら、トプテル・シギしかいない、そういう意味ですね？」

「そうじゃ。なんだ、おまえはバカではないのだな、安心したぞ」

　花のような笑え顔がおでナオシスタは言った。そうしていると皇こう女じよがえらく愛らしい顔をしていると再さい認にん識しきできたが、だからといって結論を受け入れられるというものでもなかった。

　高知は頭を押さえながら、

「でも、宇う宙ちゆうは広いんですから、まだまだジマ人の生き残りはいっぱいいると思います。候こう補ほはトプテル一人じゃないでしょう」

「いや、おらん。私が調べさせたのだから、間ま違ちがいはない」

「だから──」

　取りこぼしはいくらでもあるだろうに。そう指し摘てきしようとして、高知は思いとどまった。

　彼女がその気になれば、帝国中の人間をすべて洗あらいだすことができる。なぜなら、彼女は皇帝の姪めいであるから。彼女が調べたというなら本当に調べたのだろう。

「ガドは必ず私の元に戻もどると約束したのじゃ。ガドは私をかばって死んだ、だから、今度は私がガドを助ける。絶ぜつ対たいに」

　ナオシスタは顔を紅こう潮ちようさせ、拳こぶしを握にぎった。

（それでか……）

　トプテル・シギに固こ執しゆうしているわけを、ようやく高知は理解した。

　皇女の従じゆう者しやガド・ハイダ・ウルテンは自分の命に替えて主人を守った。その彼が危き機きだと知り、今度は自分が助けるのだと皇女は決意したのだ。

　皇女の事情は分かった。あとはトプテルの事情だ。トプテルにガドの記き憶おくはない。もう一度会って確たしかめなければ、ナオシスタは納得しないだろう。

　高知は再さい度ど大きく息をついた。方ほう針しんは固まった。

「分かりました。ともかく事件の事実を突つき止めましょう」

　高知の言葉を聞いて、ナオシスタの顔が明るく輝かがやいた。

「よかった。叔お父じ上うえには信じてもらえなかったのだ」

「え……ぼくは……」

　高知は当とう惑わくした。彼とて信じているのではなく、確かめたいだけだ。だが、彼女があまりにも嬉うれしそうなので言葉を吞のみこんだ。誰だれにも信じられないのは辛つらい。それは分かる。ナオシスタは気き丈じようだが、やはり十歳さいの子供なのだ。

　ナオシスタは意気揚よう々よう立ち上がり、

「よし、ではガドを捜さがしにいくぞ！」

「ええ？　調ちよう査さにいくんじゃないんですか？」

「ガド本人から聞いた方が確かだし早いであろうが」

　確たる自信を持って歩きだそうとする彼女に、高知は慌あわてた。

「ちょっと待ってください。土地勘かんのないぼくたちが、逃にげてる彼を見つけるのは難むずかしいです」

「警けい察さつより早く見つけないとガドが殺されてしまうではないか」

「ちゃんと身み柄がら確かく保ほを頼たのんでありますから」

　そう宥なだめてはみるものの、現げん場ばの警察官は臨りん機き応おう変へんに対応する。「抵てい抗こうされて」と形けい容ようされた死体が戻ってくる可か能のう性せいは否いなめない。だから、それより早く、

「トプテル自身はなにも分かってないんです、聞いてもなにも分かりませんよ。なら、トプテルが無実である証しよう拠こを捜した方がいいです」

　高知は力説した。闇やみ雲くもにうろつくより、事実と理り論ろんを組み立てて地道に追つい跡せきする、予断は挟はさまない。捜そう査さ官たるものそれが行動規き範はんだ。それが真実に近づくもっとも近道なのだから。

　ナオシスタは中庭の門と高知を何度も見み比くらべた。捜しにいきたい衝しよう動どうと高知の説得の狭はざ間まで悩なやんでいるようだったが、結局、

「そう──そうじゃな、高知は捜査方法を学んでおるのだものな。おまえの言うとおりにした方がよかろう」

「ありがとうございます」

　高知はほっとした。人の言うことなど聞く耳持たないと思いきや、意外とちゃんと説明すれば素す直なおに聞いてくれるようだ。

　彼に礼を言われたナオシスタは、なぜかつむじを曲げたらしく、そっぽ向いた。

「高知の意見が理に適かなっていると思ったからじゃ。別に、おまえの意見だから聞いたわけではないぞ」

「はあ？　はあ……」

　その二つになんの違いがあるか高知が見いだせないでいる間に、ナオシスタは声を張はり上げた。

「ルーヤ、ルーヤ！」

「お呼よびですか、姫ひめ」

　彼らが座すわっていた花か壇だんの茂しげみから小さな声が答えたので、高知は飛び上がった。

「なんだなんだ、今度は植木人間か？」

「慌あわてるな、ルーヤは忍しのびじゃ」

　姿すがたは見えないが、近くに隠かくれ忍んでいるということか。高知はどぎまぎして、辺りを窺うかがった。そんな隠し球があるなら最初から言ってほしい。Ｒセシルといい、木曜博士といい、ナオシスタが呼べば湧わいて出てくる者が続々と現れる。

（もしかしてお忍びとか言いながら、大おお勢ぜい従者が近くについて回ってるとか？）

　そして、いちばんの貧びん乏ぼうくじを引いたのは自分らしい。いや、もう考えまい。

「ルーヤ、トプテル・シギが逃げた。捜してこい」

「はっ」

　短い返事を残し、そのまま声は聞こえなくなった。去ったようだ。

「ええと、じゃあぼくは」

　時間が空いたのなら高知はケイマリリに連れん絡らくを取りたかった。が、運悪く、建物からぽてぽてと体を左右に揺ゆらしながらやってくる者が一人。

「千高知訓練生ー、検けん視し官がアイゼンシラーの所持品を見ますかーって」

「なんじゃ、ナマズの次はカエルか」

　ナオシスタが興きよう味み津しん々しんに相手を見た。ナマズとは彼女が踏ふみ潰つぶしたウー捜査官のことで、カエルとは高知が牢ろう屋やで蹴けつまずいたフェニタガムベ人だ。

　彼の名前はマヤパン、牢にいたのも道理、彼はヌエイ警察の刑けい事じだった。留りゆう置ち場じようの裏うら手てで水浴びをしていたところ、最初の爆ばく破はで覗のぞきにいったら、二度目の爆破に巻まきこまれたという。よく卵たまごが潰れなかったものだ。

　マヤパンは円つぶらできらきらと光る目を動かしながら、粘ねばつくような口調で、

「あのね、署しよ長ちようがぼくに、君たちの案内係をしろって言ったんだ。お目付役だからしっかりやるようにって」

「お目付役が必要なのはおぬしの方じゃ」

　ナオシスタが呆あきれて指し摘てきした。自らお目付役などと名乗っていては世話がない。

「知っておるぞ、フェニタガムベ人。成人したら一生抱ほう卵らんし続ける種族だな。卵が生まれる時期がずれているので、常つねに抱卵していることになるのだ」

「うん、そうだよ」

　マヤパンが頷うなずく。確たしかに彼の背せ中なかに抱だかれた卵の中で蠢うごめく子こ供どもたちは、それぞれ成長の度合いが異ことなっていた。一人孵ふ化かしてもほかの子供たちを抱いている間に、また新しい卵が生まれるということか。

　しかし、明らかに形けい状じようの違ちがう子供が混まじっているのは気のせいだろうか。

「なんか、ちょっと毛色の違う子がいますね」

「それは托たく卵らんじゃ。背中で抱いているから、別種の卵を押おしつけられることも多いのだ」

「あははー、気がついたら知らない子がよくいるんだよねー」

　ナオシスタの説明にマヤパンは笑って言った。彼が底抜ぬけの脳のう天てん気きなのか、それともフェニタガムベ人全ぜん般ぱんがこうなのか。笑っていいものか高知が迷まよっていると、

「ええと、ナオ訓練生は、ナオシスタ皇こう女じよに似にているよね？」

「うむ、よくそう言われる。名前も一いつ緒しよなのだ。アーシスはこぞって女の子に皇女の名前をつけるからな」

「ふうん。アーシスっておそろいが好きだよね。じゃあ、こっちに来て」

　マヤパンが歩きだす。ナオシスタも腰こしを上げた。

「行くぞ、高知」

「あ、はい」

　高知は頷き、それから端たん末まつを握にぎりしめていたことに気づいて、小さくため息をついた。次にケイマリリに連絡が取れるのはいつになるのだろうか。

　マヤパンに導みちびかれて、彼らは建物の二階にある検視室へと入った。タイルで覆おおわれた検視室は爆破によっていろいろなものが崩くずれていたが、おおかたは片かたづけられていた。おそらく日ひ頃ごろからきちんと整理がなされていて、片づけも簡かん単たんだったのだろう。

　彼らを迎むかえ入れたキオビ・ツキリン検視官は、見た目はアーシスと変わらなかったが、オパールの輝かがやきを放つ瞳ひとみが別種であることを強きよう烈れつに主しゆ張ちようしていた。

「あら、こんなおチビさんたちも捜そう査さ官候こう補ほ生なの？」

　ツキリン検視官はおかしそうに二人を──特にナオシスタを眺ながめて言った。ナオシスタも興味深げにしげしげと彼女を観察し、

「知っておるぞ、ドクルノ人だな」

「あら。アーシスが種族を当てたのは初めてよ」

「おぬしらは母星の霊れい山ざんから生まれいづる石の子だそうじゃな。岩として生まれて十月十日ののちに猿さるへと進化し、八年かけて知ち性せいを持つヒューマノイド型人間に形成されると聞いたぞ。どうだ、合っているであろう！」

「どこでどういう風に聞いたのよ、そんなでたらめ」

　あまりの頓とん珍ちん漢かんな説明に、ツキリン検視官は怒おこるのを通り越こしたらしく呆あきれ返って否ひ定ていした。高知もそんな話は聞いたことがない。ナオシスタは眉み間けんにしわを刻きざんで唸うなった。

「ううむ、今のところ二勝二敗じゃな」

「一体なんの勝負をしてるんですかっ」

「変な子ね。ところであなた」

　ツキリン検視官は言うなり、ナオシスタの薄うすい胸むねをぺたりと触さわった。そして満足したらしく、

「そうよね。銀ぎん河が皇女がこんなところにいるわけないわよね」

　ナオシスタは口を金魚のようにぱくぱく動かした。顔を真っ赤にしているが、怒いかりよりも驚おどろきの方が強くて、何度も失敗した挙げ句く、

「ななななな、なんという失礼な奴やつじゃ！　なにを確かめたというのじゃ！」

「それは──」

「言うな！　言わんでよい！　ええい、言ったらこの部屋に火を放つぞ！」

「ナオさま、冗じよう談だんはほどほどに！」

　ナオシスタの暴ぼう言げんを搔かき消す為ため、高知は不自然な笑え顔がおで喚わめいた。

　ナオシスタは普ふ段だんは銀河一の権けん力りよく者しやとは思えないほど、謙けん虚きよで素す直なおな少女だが、なぜか偽にせ物ものロボットと比ひ較かくされることに、異い常じように拒きよ否ひ反はん応のうを示しめす。世間と実じつ際さいのギャップに対するコンプレックスかと高知は考えていたが、どうも単に胸が小さいと指し摘てきされることに腹はらを立てているのではなかろうか。

（それにしても、こんなに似てる似てるって言われるのは、このお忍しのび作戦、失敗なんじゃないかなあ）

　似ている似ていると言われながら、誰も同一人物と思わないのも、また大したものだが。

　ツキリン検視官は自分の行動に問題があるとはまったく思っていないらしく、怪け訝げんそうに二人を見て、

「なにを騒さわいでいるの、本当に変な子たちね。被ひ害がい者しやを調べにきたんでしょう、こっちよ」

　ツキリン検視官が部屋の中央に置かれた細長いカプセルを指した。高知はそばに寄よろうとしたが、ナオシスタはたいそうご立りつ腹ぷくの様子で、

「私は知らんっ。高知一人で見てこい」

　と拗すねてそっぽ向いてしまったので、しかたなく高知は一人でカプセルの中を覗のぞいた。

　そこには、血の気がなくなり蠟ろうのように白いアーシスの死体が収おさまっていた。すでに解かい剖ぼうが行われ、真空保ほ存ぞん処しよ理りが施ほどこされているようだ。

　年は四十八とあるが、まだ三十代にも見える。宇う宙ちゆうを飛び交かう人間は体内時間の流れが乱みだれ、一いつ般ぱんに年より若わかく見える。その一方で、不ふ規き則そくな流れにリズムが狂くるい、早死にするとも言われている。

「メッタ刺ざしよ。胴どう部ぶの柔やわらかいところばっかり、三十八カ所。執しつ拗ようというか、義ぎ務むっぽい感じもあるけれど」

　キオビ・ツキリン検視官は棒ぼうでケースを叩たたきながら、つまらなそうに説明した。確たしかにナイフが突つき刺さった痕あとがある。もう乾かわいてしまっているが。

「殺意を感じますか？」

　高知が尋たずねると、ツキリン検視官はアーシスくさく肩かたをすぼめてみせた。

「半々ね。仕事として刺した感じと、夢む中ちゆうで刺した感じと。最初の心しん臓ぞうへの一突きは真しん剣けんだけど、あとのはおざなりだわ。傷きずも深くないし、義務っぽい。

　前にニーニー人の人ひと身み御ご供くう事じ件けんを扱あつかったけど、あんな感じね。生け贄にえに信者が一人一人ナイフを突き立てていくの。でも、最初の一いち撃げき以外は、みんなやっぱり怖こわいもんだから、傷が浅いのよ」

「この刺し傷は偽ぎ装そう工作でしょうか」

「なんの為に？　血を浴びたのは最初の一撃の人間だけね。あとの創そう痕こんからはにじむ程てい度どで流血は見られない。心臓が停止したあとに刺したからよ。そして、血を浴びたのはトプテル・シギよ。彼の返り血は被害者のものだったわ」

「……」

「偽装工作しようとして、失敗したってのが関の山ね」

「ＥＳＰの痕こん跡せきは？」

　高知の指し摘てきに、ツキリン検視官は今初めてその可か能のう性せいに気づいたように、ケースを叩いていた手を止めた。

「調べてないわね」

「それじゃあ片かた手て落ちじゃないですか！　いくら容よう疑ぎ者しやがいるからって、不ふ審しん死の場合は真っ先に疑うたがうべきことでしょう」

「たかちー、高知訓練生ー、ぼくが必要ないって言ったのよ」

　ツキリン検視官に食ってかかる高知の腕うでをマヤパンが摑つかみ、間ま延のびした口調で言った。ぺっとりとぬめる手が妙みように冷たく、高知は身み震ぶるいした。

　ツキリン検視官は高知の手を叩き払はらった。

「そういうこと。マヤパンは念力能力者なのよ。彼が痕跡ないって言ったら、ないのよ」

　高知は驚おどろきのまなざしでマヤパンを見た。のほほんとしているカエルが刑けい事じなどやっていけるのは、そういう才能があったからか。

「念力って、どのくらいできるんですか」

「高知訓練生はちょっと動かせるけど、ツキリン検視官は小突くこともできないの」

　残念そうにマヤパンは説明する。よく分からない例だが、五十キロ程てい度どなら横移い動どうさせられるということか。それが大した力なのか、どうということもない力なのか、よく分からなかった。まあ、宙ちゆうを飛ばしたりすることはできないらしい。

「ともかく、刺したのはトプテル・シギに間ま違ちがいないの。ほかに誰だれかいたかもしれないけど、それは私の仕事じゃないわ」

「凶きよう器きのナイフはありますか？」

「そこに」

　ツキリン検視官が顎あごで隣となりのテーブルの上を指す。そこにはすでにナオシスタがいて、テーブルに広げられていた被害者の所持品を漁あさっていた。じっとしていられない性せい格かくらしい。

「ナオさま、凶器はありますか」

「そこじゃ」

　凶器はパウチされていた。果物くだものナイフだ。銀ぎん河がを征せい服ふくしたアーシスは、こんなちっぽけな刃は物もので簡かん単たんに死んでしまう。矛む盾じゆんしたものを覚える。

「高知、見ろ」

　ナオシスタがテーブルに埋うめこまれたモニターを指した。なにかの書類が映うつしだされている。

「アイゼンシラーが持っていたメモリーチップの中身じゃ」

「チップ？」

　高知は食い入るように数字の並ならんだデータを見たが、なんのことかさっぱり分からなかった。グラフなどもあるので投機に関するものだろうとは分かるが。

「ＡＰ鉱こうの、先さき物もの取とり引ひき……？」

「ふん、奴やつめ、吊つり上げを狙ねらっておったな」

　指で数字を追いながらナオシスタが鼻で笑った。

「ＡＰ鉱は最近高こう騰とうしておる。アーシス系けいの投機会社が買い占しめているとは聞いたが、ここに元げん凶きようの一人がいたわけだ」

「分かるんですか？」

「このくらいは常じよう識しきだぞ、高知。ＡＰ鉱が高騰する理由は二つ。一つは、最近になって軍部が大量に急きゆう襲しゆう軍ぐん艦かんを発注したという噂うわさだ。侵しん略りやく戦争の再さい開かいは間近、ＡＰ鉱が大量になくなるから今のうちに買い占めておけというわけだ」

「……」

「今一つは、各地の鉱山会社でのストライキやデモ、労組の訴そ訟しようなどによる、採さい掘くつ量の低下。こちらは噂でなく事実じゃ。噂を流して実じつ際さいに買い占めが起きれば、皆みなが買い集めようとする。そうすれば自然と値ねが高騰する。高騰すれば投機屋が群むらがって、ますます高たか値ねがつくというスパイラルじゃ。それをこやつは操そう作さしておった」

　ナオシスタの小さな眉み間けんに深いしわが刻きざまれる。皇こう女じよなのだから生臭い世せ俗ぞくのことなど無関心と思いこんでいたが、案外そうでもないらしい。

「そういえば、ウー捜そう査さ官の資し料りように、ドーバ星のＡＰ鉱山で不審な事じ故こが起きたって書いてありました。労働組合の委員長が死んだって」

「デモを起こさせる為ために委員長を殺した可能性もあるな。デメリットも大きいが」

　なるほど、それで捜査局が動いていたのだ。なにか大変な事じ件けんに首を突っ込こんだと知り、高知は不ふ快かいな汗あせが背せ中なかを流れるのを感じた。

「被ひ害がい者しやはヌエイでもドーバ星と同じことを仕し掛かけようとしてたんでしょうか」

「あり得うる話だな」

「被害者は多くの恨うらみを買ってたようです。その線から犯はん人にんを想定できるといいんですけど……ドーバは遠いし……」

　高知はじっとモニターを凝ぎよう視しした。そんな彼を横でじっと眺ながめていたマヤパンが、

「なんか難しい話、してる？」

「うーん」

「被害者は悪い奴だったの？」

「それは、一いち概がいには……」

「真犯人がいるって考えてるの？」

「まあ……一いち応おう、トプテルはやってないって言ってますし」

「そっか。ぼく、トプテルはいい奴だと思うよ。間違いだったって分かればいいな」

　そう言ってマヤパンは笑った。少々不気味な笑え顔がおだったが、なんとなく愛あい嬌きようがあり、高知も釣られて笑った。

「なんじゃ、これは」

　アイゼンシラーの鞄かばんを再ふたたび探さぐったナオシスタが、下着の奥おくに押おしこまれていた紙切れを手にした。そこには、

「『大いなる力』→恐きよう怖ふ？」

　と手書きのメモがあった。急いで書き取ったのが見て取れる。

　高知とナオシスタは顔を見合わせた。ついでにマヤパンもきょろきょろと二人を見み比くらべる。

「大いなる力……？　ってなんですか？」

「知らん」

「投機の専せん門もん用語とか」

「そこまで詳くわしくないわ。セシルに調べさせよう、セ──」

　Ｒセシルを呼よびつけようとするナオシスタに、高知は慌あわてて手で彼女の口を塞ふさいだ。こんなところに部外者を呼びつけてどう説明する気だ！

　マヤパンに聞かれないよう、高知は小声で、

「そんなに簡かん単たんに人を呼びださないでくださいっ。通信ですむじゃないですか」

「では、セシルに通信させよう。セ──」

「だーかーらっ」

　またもや呼びつけようとするナオシスタ。高知は頭を抱かかえた。彼女は自分で通信などしたことがないのだ。しかたないので、「あとで二人きりになったら」と約束してもらう。

　確たしかに、皇女さまのお忍しのびには彼のような庶しよ民みんが必要だ。絶ぜつ対たいに必要だ。それを確かく信しんした高知だった。

　急いで退たい散さんする為ため、高知はツキリン検けん視し官に、

「データの写しを取ってもいいですか」

「あなたたち捜査局の人なんでしょ、没ぼつ収しゆうする権けん限げんがあるんじゃないの？」

「でも、訓練生ですから。ウー捜査官はどうしてましたか」

「あんなナマズ」

　ツキリン検視官は吐はき捨すてるように言った。

「あれが捜査官の典型なら幻げん滅めつだったわね。口ばっかり格かつ好こうつけて、ハードボイルド気取っちゃって、なんにもしないのよ。クールだと思われたいんだろうけど、あれじゃあただの怠なまけ者よ。あんたも捜査官になったら、あんなになっちゃうのかしらね」

「え、えっと」

「まだなにもしてやいないわよ。来た途と端たんに干ひからびちゃって、水に浸つかってたんだから」

　そう言ってツキリン検視官は子こ供どものように舌を出してみせた。




　　　　※




　アイゼンシラーの所持品を確たしかめた高知たちは、本部に連れん絡らくを取るからといったんマヤパンと別れ、小会議室へと戻もどった。そして、

「セシル！」

「なんでございましょう、殿でん下か」

　ナオシスタの声に応おうじて空間を割わって出しゆつ現げんしたＲセシルに、これは完全にテレポートしてきたのだと高知は知った。金持ちのやることはワケが分からない。

「『大いなる力』というものを調べよ」

「分かりました。では」

「そ、それから、あなたと通信できるよう、ぼくにも回線を通してもらえますか。ナオさまは端たん末まつの使い方分からないようですし」

　高知は急いでつけ足した。Ｒセシルは端たん然ぜんとした態たい度どを崩くずさず、

「殿下の端末は私です。殿下がお呼びくださればいつでも馳はせ参じます」

「いや、あなたを呼びつけると、ほかの人が驚おどろくから」

「セシル、高知の言うとおりにせい。郷ごうに入れば郷に従したがえ、市し井せいでは庶しよ民みんのやり方に倣ならうのがいちばんじゃ」

「分かりました。高知、端末を」

　Ｒセシルは高知の端末を手に取ると、自分の首くび筋すじからチップを抜ぬいて外部スリットに挿そう入にゆうした。そして、基き盤ばんを開いてなにかチマチマと細工する。彼は皇こう女じよの命令には逆さからわないらしい。

「セシルさんは宇う宙ちゆう船から毎回テレポートしてきてるんですか」

「はい」

「だったら、ぼくたちもスカイダイヴなんかしないで、テレポートで送りこんでくれてもよかったと思うんですが」

　高知は上目遣づかいに、少々恨うらみを込めて指し摘てきした。Ｒセシルは素そっ気けなく、

「アーシスは緩かん衝しよう剤ざいなしで空間跳ちよう躍やくすると大変なことになりますが」

「大変な？　あ、いや、いいです、具体的には」

　慌てて高知は口を開いたＲセシルを止めた。聞くだけでげんなりしてしまいそうな事態に決まっている。

「もしかして、ナオさまがぼくを踏ふみ潰つぶしたときに乗ってたロボットが、緩衝剤ってこと？」

「はい」

　それでは、スカイダイヴの方がマシか……と納なつ得とくしかけて、それより普ふ通つうに小型艇ていを使って降こう下かするという選せん択たく肢しがあったことを思いだす。どう考えてもナオシスタが「スカイダイヴがしたい！」と主しゆ張ちようしたに違ちがいない。

　そう考えると、隠おん密みつだのなんだの言っているのも、ガド救出にかこつけた遊びに見えてきた。いやそれ以外のなにものでもないだろう。どっと疲つかれが出てくる。

（ぼくはお姫ひめさまのお遊びに巻まきこまれて死んだのだなあ。ああ、死んだのだなあ）

　乾かわいた笑いを浮うかべながら高知が遠い目をしていると、チルチルチルと呼よび出だし音おんが鳴り響ひびいた。彼の端末に通話が入ったのだ。

「どうぞ」

　Ｒセシルから返へん却きやくされた端末を見ると、ケイマリリからだった。高知は慌あわててナオシスタを見る。その挙動不ふ審しんさに皇女も相手を察したのだろう、彼女は素そっ気けなく、

「いいぞ、聞かぬふりをしてやる」

　とそっぽを向く。絶対あとでからかわれると嘆たん息そくしながら、高知は部屋の隅すみに急いだ。

　滞たい空くうモニターにケイマリリの姿すがたが映うつる。

「や、やあ。ケイマリリ」

「高知？　今大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫だとも」

　ケイマリリの歌うような声にどぎまぎしながら、高知は答えた。

「ごめんなさいね、大変なところを。あのあとどうなったかと思って」

「あ……うん、ごめん、心配かけて。ちょっと、処しよ理りが手間取ってて……」

「怪け我がはしてないの？」

「ちょっとだけ。あ！　でも、ちゃんと治ち療りようしてもらったから！　全然大丈夫！」

　ケイマリリの心配する気配が伝わってきて、高知は急いでつけ足した。

「高知、私になにか手伝えることはない？」

「大丈夫だよ、ありがとう……でも、ぼくが行くまで、待っててほしいんだ。絶ぜつ対たいに話したいことがあって」

　恥はずかしさに消え入りそうな声で高知は伝えた。ケイマリリが笑う気配がした。

「ええ、待ってるわ。ほかならぬ高知の話だもの」

「ありがとう……」

　少し沈ちん黙もくが流れた。ナオシスタとＲセシルの視し線せんが居い心ごこ地ち悪く、高知はどっと汗あせを搔かいた。

「私ね」

　ケイマリリが囁ささやく。

「高知といるときがいちばん楽しかったわ」

「ケ、ケイマリリ」

「高知だけだったもの、私の素す性じようを知っても、それまで通りに接せつしてくれたのは」

「……ケイマリリはケイマリリだよ。素性なんて関係ないよ」

「ありがとう」

　嬉うれしそうに、だが隠かくしきれない寂さびしさを孕はらんだ笑え顔がおで、彼女は答えた。

「高知と別れるのがいちばん辛つらいわ。捜そう査さ官になれないのも残念だけど」

「……ケイマリリ！」

　突とつ然ぜんの焦しよう燥そうに突つき動かされて、高知は声を張はり上げた。ざっとモニターの映えい像ぞうが歪ゆがむ。

「ぼくは君が好きだ！」

　まるで彼の焦燥を嘲あざ笑わらうように、彼女の姿は砂すな嵐あらしの中に消えていた。通話が切れる。

　高知はがっくりと肩かたを落とした。意を決して──というよりは、場の空気と勢いきおいに任まかせて告白したのに、肝かん心じん要かなめのところで通話が切れるなんて。まったく運がない。

（今がいちばんの告白どきだったんじゃないか？　ケイマリリを引き留とめるには、今以外になかったんじゃないか？）

　別の意味で焦燥に駆かられ、高知はケイマリリに通信し直そうとした。が、

「高知、大変じゃ！」

　ナオシスタの慌てふためいた声に驚おどろいて、端たん末まつを取り落としそうになる。振ふり返ると、ナオシスタは軽くパニックに陥おちいっているらしく、ぐるぐる部屋中を無意味に歩き回っていた。Ｒセシルも同じようにぐるぐる歩き回っているが、こちらは部屋のあちこちになにか細工をして回っている。

「どうしたんですか、一体」

「大変じゃ、叔お父じ上うえから通信じゃ」

「大変なんですか？」

　聞き返してから、「叔父上」が帝てい国こくを統すべる「銀ぎん河が帝国皇こう帝てい」その人であることを思いだした。高知もさあっと青ざめた。

「ま、まずいんですか？」

「叔父上には私はユールェンのイエリヤ宮にいることになっておるのだ。ここに来ていることがばれたら大変じゃ、叔父上自身がここに来よるぞ！」

「……ええええ!?」

　高知も目を剝むいた。そんな皇帝がどこにいる！

「叔父上は過か保ほ護ごなのじゃ。私を籠かごに入れておかないと安心できんのだ」

「殿でん下か、イエリヤ宮とハシリスクの有線つながりました。環かん境きよう改かい竄ざんプログラム入ります、八重防ぼう壁へき完かん了りよう、中央議会議事堂にハッキング開始。回線をオープンにします」

　Ｒセシルが淡たん々たんと告げる。ユールェン星といえば海の離り宮きゆうがある星だ。そこと宇宙船を有線でつなぐ？　ここから一体何光年離はなれているというのだ。

「ナオさま、有線って、なんの線ですか？」

「アウタ星のファバルじゃ。五次元通信だとイエリヤ宮にいないことがばれるであろうが。高知は近づくでないっ」

　手で追い払はらわれて、高知は慌あわてて部屋の隅すみに逃にげた。結局、アウタ星のファバルがなんなのか分からずじまいだ。

　ナオシスタは髪かみを整え、仏ぶつ頂ちよう面づらでＲセシルに顎あごをしゃくった。

　会議室の壁かべに若わかい男の映像が映うつしだされる。高知は息を吞のんだ。この顔はよく知っている。栗くり毛げに同じ色の瞳ひとみの、精せい悍かんな顔つきの男──銀河皇帝ウレイク・パナウラーだ。

（これが、銀河皇帝……）

　ナオシスタの叔父であるが、あまり似にていなかった。公式映像は修しゆう正せいされていると聞いたが、どうして、素すも結けつ構こうな美男子だ。これがアーシスを代表する男の顔だと分かると、なぜか高知は安あん堵どした。顔の醜しゆう悪あくが人間の価か値ちではないが、やはりいい方がいいに決まっている。アーシス同士からすれば。

「遅おそくなりました、叔父上」

　ぶっきらぼうにナオシスタが答える。今までとは口調が違う彼女に高知は訝いぶかったが、スクリーンの中で堅かた苦くるしく構かまえていた皇帝がいきなり顔を緩ゆるめて、

「ナオシスタあ、遅いぞお。またどこかに家出したのかと思っちゃったじゃないか」

　親しげというよりは馴なれ馴れしすぎるだらけた口調に、高知はがっくりした。家族相手だからとは思えど、銀河帝国九千億人の頂ちよう点てんに立つ皇帝ともあろうものが、こんな話し方をするなんて、幻げん滅めつである。

（ナオさま、家出常じよう習しゆう犯はんだったのか……）

　そのナオシスタは不ふ機き嫌げんもあらわにぷいとそっぽ向いた。

「家出などしておりません。女には女の支し度たくがあるのです」

「あああ、ナオ、機嫌を直してくれよ。おまえを疑うたがったわけじゃないよ」

　甘あまい言葉で姪めいの機嫌を取る皇帝。今こうしている間にも、水面下ではハシリスクと議事堂が激はげしい情じよう報ほう戦をくり広げているのだろうが、その上で流れている会話はあまりにもばかばかしい痴ち話わ喧げん嘩かもどきだ。高知は自分の端末を握にぎりしめ、こんな会話の為ために自分の愛の告白が消されたかと思うと、泣くに泣けなかった。

　ナオシスタは皇帝を横目で睨にらみ、

「叔父上。私の機嫌を取る為に連れん絡らくしてきたのですか？」

「そうだよ」

　あっさりと頷うなずく皇帝。

「ナオしか愚ぐ痴ちる相手がいないのに、おまえときたらオリシスに全然来てくれないんだもの。こんなに愛してるのに、顔も見せてくれないなんて」

「そんなことばかり言うから嫌いやです。ご用がないのでしたら切ります。大体、今は国こく策さく会議の最中でしょう」

「そうなんだよ、聞いておくれよ。まったく枢すう密みつ院いんの奴やつらと来たら、なんだってああ交戦的なヤツが多いんだろう？」

　皇帝は身を乗りだして、愚痴をこぼし始めた。
















「軍ぐん艦かんをもっと造つくれだの、求心力爆ばく弾だんの開発を再さい開かいしろだの、超ちよう古代文明探たん査さに金を回せだのと騒さわいで、二言目には戦争しろ戦争しろとうるさいのなんの」

「戦争をするのですか」

「まさか！　俺おれがどれだけ苦労して、近きん隣りん五銀河と休戦条じよう約やくを結んだと思う？　銀河外に打って出るより、帝国内の安定と発はつ展てんを望もうって新年の挨あい拶さつで言ってやったのに、もう忘わすれてやがるんだ。俺は平和と安あん寧ねいを愛する皇帝だよ？」

　冗じよう談だんじゃないと両手を上げる皇帝。確たしかに、領りよう土ど拡かく大だいを続けてきた帝国は、ウレイク皇帝の代になって、唐とう突とつに拡大政せい策さくから安定政策へと転てん換かんした。高知にとっては戦争は身近ではなかったが、平和の方がいいと思っていたのでウレイク皇帝の決定を英えい断だんと感じていたものだ。

　が、この皇帝を見る限かぎり、苦く悩のうの末の決断というよりは「面めん倒どうだったからやめただけ」と言いそうな気がしてくる。

　ナオシスタはことさら不機嫌そうに、

「叔父上がそんな態たい度どだから舐なめられるのです。もっとびしっとなさりませ」

「俺は元からお飾かざりよ？　お飾りが勝手に休戦条約なんか結んだから、ずーっと根に持っているんだよ、あやつらは。

　それに、あやつらがその気になったのも、ＡＰ鉱こうが高こう騰とうしているからさ」

　皇こう帝ていが手をぴらぴらさせる。高知はぎくりとした。皇帝の口からＡＰ鉱の名が出てくるとは思わなかった。まさか、こちらの行動を見み透すかされている？

「ナオも言っていただろう。アーシスは金を持つと気が大きくなっていけないね」

「戦争が起こるからＡＰ鉱が値ね上あがったのではありませんか」

　高知が抱いだいた疑ぎ問もんをナオシスタが代だい弁べんしてくれた。皇帝は笑って、

「どっちもどっちだよ。金かね儲もうけしたい奴らがいるんだ。戦争だって結局目的は金だし。嫌いやだねえ、せせこましくて。

　でも、この二、三日、ＡＰ鉱の値上がりも一いち段だん落らくしているからな。ピギョン辺りがやけに焦あせっていたよ。ほら、投機会社の社長が殺されたという話のおかげでね」

「……ガドが犯はん人にんにされているのです」

　ナオシスタは視し線せんを逸そらして答えた。そこで高知は合点がいく。ナオシスタは叔お父じ皇帝と、ガドの対たい処しよを巡めぐっていて喧嘩してきたのだ。だから、この突つっ慳けん貪どんな態度か。皇帝の方は喧嘩した自覚はないようだが。

　彼女がすでにヌエイに来ていることを知らない皇帝は、大きく嘆たん息そくすると、

「だから、そいつはガド・ハイダ本人じゃないって言っただろう。ジマ人は知ち識しきを継ついでいくだけだって。

　ともかく、そのニュースが流れた辺りから高騰が止まったんだよ。今はじり安状じよう態たいだ。ナオには残念な話かもしれんが、これで俺はほっとしたよ。一気に値ねが崩くずれれば、推すい進しん派はも大人しくなってくれるからなあ」

「私は別に残念がってなどおりませんっ」

　強い口調でナオシスタは反はん論ろんした。血相を変えた少女に高知は驚おどろく。なにを残念がるのだろう。

「叔父上がいいと思う方に進めてくれれば、私はなんでもかまいません。私は、本当に、なにも企たくらんでいないし、叔父上のことは好きです！」

「分かっているよ」

　皇帝がほほえんだ。ケイマリリが見せた寂さびしさを垣かい間ま見させる笑えみだった。

「愛しているなら顔を見せにきておくれ。それでは、次はお茶の時間に連れん絡らくしよう」

「さっさと仕事に戻もどりなさいませ！」

　ナオシスタの叱しつ咤たを笑って流し、皇帝との通信は切れた。

　少女はじっと灰はい色いろの壁かべを見つめていたが、

「高知」

「は、はいっ」

「おまえ、ケイマリリが好きか」

「そ、それは──はい」

　一いつ瞬しゆん、自分の告白をからかわれたのかと慌あわてたが、そうではないことに気づき、高知は恥はじらいながら頷うなずいた。ナオシスタは彼に背せを向けたまま、

「では、ケイマリリを信用しているか」

「信用、ですか……」

　高知は逡しゆん巡じゆんした。している、そう答えるべきだとは分かっていた。皇こう女じよもその答えを望んでいるだろう。

　だが、信用とはなんだ？　ケイマリリを信じる──彼女のやることはすべて正しいと受け入れることか？　それは違ちがう。彼女が自分を裏うら切ぎることはないと信じている？　自分に危き害がいを加えないと信じている？　いや。

「ぼくは……ケイマリリが好きです。彼女が信じてほしいと言えば、信じます」

「私も叔父上が好きだ。信用している。叔父上もそう言ってくれる」

　ナオシスタが呟つぶやいた。

「でも、信用すると口にすればするほど、ひどく薄うすっぺらな言葉に聞こえてくる。なのに、常つねに口にしないと不安になる。悪あく循じゆん環かんじゃ。まるで、本心は信用していないと言っているみたいではないか……っ」

　彼女の拳こぶしが固く握にぎりしめられた。高知は狼ろう狽ばいし、だがかける言葉も見つからず、少女の小さな背中を見つめた。泣いているかもしれない。慰なぐさめる言葉を必死に考える。

　どうやら皇帝と彼女には微び妙みような緊きん張ちようがあるようだ。事じ情じようを聞きたいが、すでにＲセシルはその場にはいなかった。

　緊張はドアを叩たたく音と、間ま延のびした呼よびかけで破やぶられた。

「たかちくんれんせーい。なおくんれんせーい。そろそーろ調ちよう査さに行こーお」

　まるで子こ供どもが遊びに誘さそうような調子は、マヤパン刑けい事じだ。

「おう、今行く」

　てっきり泣いているかと思いきや、ナオシスタは昂こう然ぜんと答えた。大した負けず嫌ぎらいである。

　ドアを開けると、マヤパンが待っていた。きょときょとと黒目が二人を見る。自分と同じくらいの背せ丈たけの刑事をナオシスタは見つめ、

「マヤパン、聞きたいことがあるが」

「なあに？」

「好きな人はいるか」

　マヤパンは体を二つに折るようにして頷いた。

「そやつを信用しておるか？」

「信用してるよ。好きだもん」

　なんのためらいもなく答えるマヤパンに、ナオシスタは噴ふきだした。そして、ぬめりのある平らな頭を叩き、

「おまえは可愛かわいいな。正直でいいぞ」

「よく言われるよ」

　マヤパンは分かっているのか分かっていないのか、口を菱ひし形がたに開けて嬉うれしそうに言った。

「エイミがよくバカ正直って言うよ。だからあちこちたらい回しにされるんだって」

　つまり、マヤパンは僻へき地ちの警けい察さつを転々とさせられているらしい。この性せい格かくではトラブルもさぞ多かったのだろう。だが、貴き重ちようなＥＳＰ能のう力りよく保ほ持じ者しやだから、解かい雇こせずにたらい回しされたのか。しかも、当人はよく分かっていない。

「エイミがおまえの好きな人か」

「うん。小学校のときから一いつ緒しよなんだよ。いつも助けてくれるんだ」

「因ちなみに、マヤパン刑事は今いくつですか」

　そっと高知が質しつ問もんを挟はさむと、マヤパンは「三十七歳さい」と答えた。フェニタガムベ人は長ちよう寿じゆと聞くが、それでも十歳の子供に可愛い呼ばわりされる三十七歳はどうかと思う。

「さあ、調査に行くぞっ」

　なにやら元気になったらしく、ナオシスタは意気揚よう々ようと歩きだした。







　　　４　ドッペルゲンガー







　トプテルが覚えているいちばん古い記き憶おくは首輪だ。彼は嚙かみ癖ぐせがあったので、長いこと首輪につながれていた。

（……を嚙んじゃだめでしょう）

　静かな、だがなに一つ温かさを感じられない口調で彼を窘たしなめたのは、彼の母親だったのかもしれない。顔も覚えていない。彼らとどのように暮くらしていたのかも覚えていない。ただ、自分を責せめる声だけを覚えている。

　捨すてられたことを理り解かいしたのは、大分あとになってからだ。三日ぐらい家に誰だれも帰ってこなかった。つながれていた彼は、飢うえて、柱を壊こわして外に出た。そして保ほ護ごされた。そのとき初めて、自分を縛しばりつけていた世界がこんなにも呆あつ気けなく壊れることを知った。

　枠わくは嫌きらいだ。枠は簡かん単たんに壊れる。みんなそのことを知らない。知らないで枠の中で嘆なげき続けている。

　冷えた養よう護ご施設の床ゆかが嫌いだった。いつまでも家族のことを忘わすれず泣き続ける子供たちが嫌いだった。だから、十三になって働けるようになったら、すぐに退たい所しよした。

　今が自由だとは言わない。鉱こう山ざんという枠があるのは違ちがいない。だが、養護施設にいたときよりは断だん然ぜんよかった。少なくとも働いていれば食っていける。食うものを選ぶこともできる。それで満足だった。満足しようとしていた。

　なのに、一体どこでボタンを掛かけ違えたのか、今や彼は脱だつ走そう犯はんだ。そのうえ殺人犯でもある。後者は冤えん罪ざいだが。

「ちくしょう……」

　暗い部屋の中、トプテルは膝ひざを抱かかえて呻うめいた。狭せまい部屋だ。会社の寮りようの六人部屋よりも狭い、ボロアパートの一室だったが、テーブルと長持ちしかないのでがらんとして、ひどく空くう虚きよだった。まるで彼の置かれた状じよう況きようそのもののようだ。

「一体どうなってるんだよ……」

　情なさけなさに涙なみだが出そうになる。

　四日前までは確たしかに、いつもと変わらない日にち常じようだった。なのに、気づいたら目の前に見知らぬアーシスが血まみれで倒たおれていて、手には血まみれのナイフがあった。あたかも自分が刺さし殺しましたと言っているかのように。それからは一気に人生の転落だ。

　死し刑けい執しつ行こうの直前、天の助けが降ふってきたときも、なにかの冗じよう談だんとしか思えなかった。この三日間、すべてが冗談で誰かが見ている映えい画がかなんかで、人ごとのような気がした。そうでも思わなければやっていられなかった。

　だって、自分にはなんの身に覚えもないのだから。

　その証しよう拠こに、天の助けは誰かと自分を間違えている。ほら見ろ、やっぱり間違いだ。あの金持ちのアーシスを殺したのも絶ぜつ対たい自分ではないのだ。あんまり迅じん速そくに死刑が決まったので、「もしかしたら寝ねぼけているうちに……？」と気弱になっていた部分も確かにあったが。

　カツンと靴くつ音おとがして、トプテルは振ふり返った。戸口に女が立っていた。

　濡ぬれているような赤い頭とう髪はつと、半ば鱗うろこ化かした肌はだを持つヒューマノイド型だ。冷たいまなざしで、一見はアーシスによく似にている。だが、当人はかたくなに否ひ定ていしていた。「私はあんな悪あく魔まどもとは違う」と。

　彼女こそトプテルを留りゆう置ち場じようからさらった、或あるいは救出してくれた相手だった。彼女は威い圧あつ的なまなざしで彼を見下ろし、

「気分はどう、トプテル・シギ」

「……気持ち悪い」

　トプテルは膝を抱える手に力をこめた。彼女にさらわれ、警けい察さつ署しよからものの百メートルしか離はなれていないアパートの一室に連れてこられた。そこに隠かくれ潜ひそんでいる。灯とう台だいもと暗しというやつだ。

「お腹なかがすいただけでしょ。助かったんで安心したのよ」

「……」

　彼女は抱えていた買い物袋ぶくろを下ろすと、トプテルの前で中身を広げた。様々な食べ物があるが、ほとんどは鉱山で支し給きゆうされる総そう合ごう食のバリエーションだ。

　確かに留置場ではまともに食べていなかったが、空くう腹ふくでもなかったので、トプテルはそれらには手をつけず彼女を仰あおいで、

「あんた、どういうつもりだ？」

　スナックバーをくわえながら女が振り返る。トプテルは不ふ審しんもあらわに、

「なんで俺おれを助けてくれた？　あんなむちゃくちゃな真ま似ねしてまで」

「あら」

　女が目を細めて笑った。彼女は急いでスナックバーをぷくぷくと飲みこんだ。

「ほんと、全然覚えてないのね」

「どういう意味だよ！」

　思わずカッとなってトプテルは叫さけんだ。誰も彼もが「覚えていないのか」と彼を責せめ立てる。別の自分がどこかにいて、なにもかもそいつの悪さなのではないか。

　女はトプテルの怒いかりを無む視しして、指でぐるぐると宙ちゆうに円を描かくと、

「あたしはヒューペルペン・４・エイミ、トールノ人よ。一いち応おう、初めまして」

「……それ偽ぎ名めい？」

「なんであんたに偽名使わなきゃなんないのよ」

　ふふん、と小バカにしてエイミは言い返した。相当の自信家なのか、そういう価か値ち観なのか、それとも隠さなくちゃならない理由はないということか。

（この女も「もう一人の俺」を知ってるのか？）

　やっぱりドッペルゲンガーがいるらしい。トプテルはもはやその仮か説せつを確かく信しんしつつあった。

　そして、気づく。

「あんた、アマペーのウェイトレスじゃねえか」

　どこかで見た顔だと思っていたが、半年前から町広場に面したカフェテリアで働いている女だ。エイミはぎくりとしたが、なに食わぬ様子を装よそおって、

「あら、そっちは覚えててくれたの。あたしに見とれてたわけ？」

「けっ、誰が蛇へびなんか。客といつも揉もめてるから、いやいや覚えちまったんだよ。店員が客の話に首突つっ込こんでどうするのさ。いつクビになるんだろうってな」

「な、なによっ、あたしだって知ってるわよ！　あんたいつも一人で来て、仲間連れの連中を羨うらやましそうに眺ながめてたじゃない！　あんたこそ友だちどころか、飯仲間だっていないくせに！」

「お、俺は狼おおかみだから一匹ぴきでいいんだよ！」

　一通り怒ど鳴なり交かわし、二人は睨にらみあった。所しよ詮せん狭い田舎いなか町だ、口をきいたことはないがほぼ町民全員の顔は知っている。そして、ちょっと変わったところがあれば、皆みながそれを知っているのだ。

　睨みっこを最初にやめたのはエイミだった。

「ともかく、あんたを助けたのはいくつか理由があるわ。一つ目は、あんたは記憶にないだろうけど、恩おん返がえし」

「……」

「二つ目は、こちらがメインよ。『大いなる力』の謎なぞを教えてくれる約束だったでしょう？　教えてちょうだい」

「おおいなるちから？」

　トプテルとエイミは見つめあった。十秒後、エイミがばしばしと柱を叩たたき、

「ああああ、それも忘わすれてるなんて！　もうっ、信じられない！　あたしたちの苦労はなんだったわけ!?　ねえ！」

「知るかよ！　あんたらが勝手に誤ご解かいしたんだろうが！」

　トプテルは猛もう然ぜんと反論した。まったくどいつもこいつも頭がおかしい！

「あんたが約束した相手は俺のドッペルゲンガーなんだよっ。アイゼンシラーを殺したのもそいつで、あの変なアーシスたちが捜さがしてるのも、みーんなドッペルさんだ！　分かったか、クソったれ！」

　潜せん伏ぷくしていることもなにもかも殴なぐり捨すて、トプテルは一気に喚わめいた。喚くと少しすっきりして、ざまあみろと勝ち誇ほこった気分になる。

　エイミは毒気を抜ぬかれたらしくトプテルを見つめた。それから、大きく頷うなずき、

「そう──そうね、それもアリかしら？」

「納なつ得とくするな！」

「ドッペルゲンガーってのは生き霊りようなんですってよ。本人以外は彼に会えるけど、本人が会ったときは死ぬときなんですって」

　口元に薄うすら笑いを浮うかべながらエイミは言う。うっ、とトプテルはひるんだ。

「じゃなかったら、次し第だいに本人と生き霊が入れ替かわってしまうらしいわ。どんどんあんたが薄くなって、影かげの方が濃こくなって、最後に溶とけてなくなるのはあんたの方かもね」

「やめろよ！　洒落しやれになんねえよ！」

　トプテルは頭を抱かかえて叫んだ。

　冗じよう談だんではなく自分は消えてしまうかもしれない。さっきだって死にかけたのだ。

　興こう奮ふんと恐きよう怖ふに震ふるえるトプテルに、エイミもからかいすぎたと反省したらしい。少々機き嫌げんが悪そうに、弁べん解かいがましく、

「でも、そんなのアーシスの迷めい信しんだわ。あたしたちが信じてやる義ぎ理りもないわよ」

「あんたが言ったんだろ……っ」

「あたしはアーシスなんか大っ嫌きらいだわ」

　エイミがスナックバーの空き袋ぶくろをトプテルに投げつけてきた。

「見てごらん、それはアーシスの食べ物よ。もちろん、あたしたちにも食べれるようになってるけど、あたしたちの祖そ先せんはそんなもの食べてなかったわ」

「……」

「今はすべてがアーシス風になってる。あたしたちが喋しやべってる言葉はアーシスのものよ。音声が出せない種族は発声器を装そう着ちやくすることで、コミュニケーションが不完全な種族はチップを埋うめこむことで、ようやく文明人と認みとめられる。この思想だって倫りん理り観だって、アーシスに反発する敵てき愾がい心しんですら、元はアーシスの価か値ち基き準じゆんなのよ。帝てい国こくのすべてがアーシスを基準にして作られてて、あたしたち異い星せい人じんはそれに否いや応おうなしに順じゆん応のうさせられている。文明保ほ護ご法なんていい例じゃないの、保護しなくちゃ消えてしまうのよ。あたしたちの文化や文明はすべて塗ぬり替えられて、アーシスの亜あ種しゆとして生まれ変わらされたのよっ。そんな屈くつ辱じよく的なこと許ゆるされると思う!?」

「……許されるもなにも、この帝国はアーシスが作ったんだから、しかたねえだろ。あんたの先祖も俺の先祖もアーシスに負けたんだ。弱い奴やつは強い奴に従したがうしかねえんだよ」

　トプテルは尻しり込ごみしながらも、仏ぶつ頂ちよう面づらで反論した。彼自身はアーシスに特に悪感かん情じようを持ってはいない。社会のすべてが敵だと感じることはよくあったが。

　アーシスが銀ぎん河がを侵しん略りやくし始めてから三千年だか四千年だかが経たっている。今の帝国が成立したのは一千年前だ。ケイダ人の寿じゆ命みようはたかが四、五十年なので、帝国が存そん在ざいする以前の銀河を懐なつかしむことなどまったく無意味に思えた。

　だが、エイミにとってはそれは無意味ではなかったらしい。彼女は大きな目を線のように細めると、

「あんたはこの町しか知らないんだったわね。帝国様式の薄うすい開かい拓たく星だったのが逆ぎやくによかったのよ。あんた、二流市民っての知ってる？」

「俺たちはみんな三流さ」

「茶ちや化かさないで。公式には二流も三流もないってことになってるけど、市民の階級は厳げん然ぜんと存在するのよ」

「……」

「特とつ権けん階級はアーシス。議員だって役人だってアーシスが圧あつ倒とう的に多いわ。一流市民はアーシスと最初から手を組んでた奴ら。ニーニー人やサカンダール人なんかね。その次はヒューマノイド型。アーシスに似てれば似てるほど優ゆう遇ぐうされるわ。そのあとは半ヒューマノイド型、非ひヒューマノイド型でも帝国に従じゆう順じゆんしている種族が続くわ。

　そこから下は二流市民よ。コミュニケーション不完全種族、侵略戦争で強敵だった種族、最後まで抵てい抗こうしていた種族、外部文明とつながっていた種族──彼らは仕事もろくなものはもらえないし、学校だって私立は審しん査さも通らないわ。部屋を借りるのだって、その手の区画にすべて放ほうりこまれてしまう。『すべての種族は公平である』？　帝国法の第一文よ。一体どこの世界の憲けん法ぽうかしらね」

　エイミがせせら笑った。彼女はまったくアーシスに見えるので、彼女の言葉と照らしあわせたら一流市民に当たる。だが、こうも反発しているということは、敵対種族だったのだろうか。

　しかし、すべての種族は公平であるが、皇こう帝ていを戴いただく帝国という形けい態たい上、また別に公的な階級があるのが現げん実じつだ。皇帝を頭に、王おう侯こう貴き族ぞく、市民、亜あ知ち性せい体たいとある。そちらはどうでもいいのだろうかと思ったが、面めん倒どうな話になりそうだったのでトプテルは黙だまっていることにした。だから代わりに、

「あんたは一流なの？　二流なの？」

　エイミの分類では自分の種族は一流の下ぐらいに当たるのだろうかと考えながら、トプテルは聞き返した。エイミは挑ちよう戦せん的な笑えみを浮かべ、

「あたしは三流よ」

「……」

「あたしは帝国に敵対する、いわゆる不満分子よ。帝国からは市民の抹まつ消しようを受けている、反帝国組そ織しきオデッサの幹かん部ぶなの」

「あー、つまりテロリストってことか」

　トプテルは投げやりに言った。とにもかくにも命の恩おん人じんだから、それなりに理り解かいしようと真しん剣けんに話を聞いていたが、所しよ詮せんテロリストだと分かって一気に興きよう味みが失うせた。オデッサなどという組織は知らなかったが。

　エイミは全身の鱗うろこを逆さか立だてた。

「テロリストとはなによ！　あたしたちは自分たちの文明アイデンティティを守る闘とう争そうを起こしているのよ！　あんたたちみたいに長いものに巻まかれる怠なまけ者の代わりに闘たたかってるんじゃない！」

「誰だれが闘えなんて頼たのんだっ、てめえらなんか聞いたことも見たこともねえぞっ。大体、あたしたちあたしたちって言うけど、ほかに誰がいるんだ、あんたしかいねえじゃねえかっ」

「いるわよっ、失礼ね！」

「どこに、何人！」

「い、今はここにいないけど、も、もう一人」

　まじまじと、トプテルは疑うたがいのまなざしでエイミを見つめた。彼女はいたたまれなさそうに視し線せんを逸そらす。

「……つまり、構こう成せい員いん二人？　その幹部？　しょぼい組織！」

「う、うるさいわね！　ちょっと前まではいっぱいいたのよ！　百人はいたの！　帝国の掃そう討とう作戦でみんな捕つかまって洗せん脳のうされちゃったのよ、それが帝国のやり方なの！

　このままじゃ、あたしたちはあたしたちでなくなってしまう、アーシスの亜流でしかない存在になってしまうわ。あたしたちは立ち上がらなければならないのよ！　あたしたち、アーシスでないすべての人種が！　帝国を倒たおさなければならないの！」

「知るかよ、んなこと！　俺おれは帝国しか知らねえんだ、ケイダ星文明なんて知らねえし、ほかのケイダ人なんて見たこともねえよっ」

　顔を近づけて主しゆ張ちようするエイミに、トプテルは喚わめき返した。そこへ、隣となりの部屋とを区切る壁かべが大きく音を立て、二人はびくっと振ふり返った。隣の住人が騒さわぎに腹はらを立てて蹴け飛とばしたらしい。

　二人は気まずいまま睨にらみあっていたが、エイミが先に折れた。彼女は沈ちん黙もくが苦手なようだった。

「……まあ、あんたみたいな世間知らずのガキに、理解しろとは言わないわ」

「悪かったなっ、ガキで。俺はそれどころじゃないんだ、自分の問題だけで手いっぱいなんだよっ」

「だから逃にがしてあげたでしょう。あとは『大いなる力』の秘ひ密みつさえ教えてくれれば、好きなところへ行けばいいわ」

「だから、なんなんだよ、その『大いなる力』ってのは」

「『大いなる力』は大いなる力よ」

　禅ぜん問もん答どうのような返事に、トプテルは口を曲げた。

「それを手にすれば宇う宙ちゆうをも征せい服ふくすることが可か能のうだと言われているわ。あたしたちはそれが欲ほしい。そして、あんたはその秘密をあたしたちに教えてくれると言ったわ」

「俺のドッペルゲンガーが、だろ。俺はそんなもの知らねえよ」

　トプテルはばかばかしくなってきた。命の恩人は革かく命めい家どころか、妄もう想そう家かなにからしい。

「いいえ、あんたは知ってる」

　エイミは断だん言げんした。真剣なまなざしで見み据すえられ、トプテルは口をつぐむ。

　彼女は神しん託たくを告げる巫み女このごとく、傲ごう然ぜんと彼の眉み間けんを指し、

「これはジマ人に伝わる真実よ。彼らは記き憶おくを遺い伝でんしていく種族で、あんたはジマ星最後の生き残りなの。さあ、思いだしなさい、トプテル・シギ」

　トプテルはひるんだ。「ジマ人」、その言葉を前にも聞いた。あの、ナオなんとかというアーシスの少女が口にした名前だ。

　それ以前にも、聞いたことがある。

（……を嚙かんじゃだめでしょう）

（なにも受け継つがないなんて）

（……の恥はじさらしが）

「おっ、俺はケイダ人だ」

「似にてるけど、あんたはジマ人よ」

　トプテルは頭を振った。耳の奥おくであの人の声が響ひびいている。

　彼を捨すてていった人たちの罵ののしり声が。

（ジマ人の恥さらしが！）

「俺は──」

　鈍にぶい頭ず痛つうにトプテルが身を屈かがめた途と端たん、頭上すれすれを銃じゆう弾だんがかすめ、安いタイル床ゆかをうがった。

「伏ふせて！」

　言うより速くエイミが彼を殴なぐり伏せ、自分も伏せる。間かん一いつ髪ぱつ、窓まどから銃弾が雨あられのように撃うちこまれ、床と壁かべを破は壊かいした。

　トプテルは息をするのも忘わすれて、身を縮ちぢめて嵐あらしが過すぎ去るのを必死で待った。永えい遠えんに銃声はやまないのではないかと恐きよう怖ふしたが、十数秒で襲しゆう撃げきは収まった。

　銃声がやむと同時に、ドアが蹴けり飛ばされる。現あらわれたのは、拳けん銃じゆうを手にした全身黒衣の人間が二人。トプテルは目を瞠みはった。

「この安やす普ぶ請しん！」

　襲撃者がトプテルに狙ねらいをつける前に、エイミが飛びかかった。その手には鈍く光る黒い剣けん。

　恐おそろしいほど切れ味のいい刃はが、敵てきを一刀両断する。相手はよける間もなく真っ二つに割われ、倒たおれた。

　もう一人がエイミに銃口を向ける。彼女は至し近きん距きよ離りの銃弾を神かみ業わざでよけ、剣を薙なぎ払はらった。相手の胴どう体たいが下半身と分かれ、ベッドまで吹ふき飛ぶ。

「……」

　啞あ然ぜんとその手て練だれを見つめていたトプテルに、エイミは返り血一つ浴びずに振り返ると、

「逃げるわよ！　すぐ仲間が来るわ！」

「け、警けい察さつ？」

「刑けい事じがこんな格かつ好こうしてるわけないでしょっ。あんたに死んでほしいヤツがほかにもいるようね」

　そう言い放ち、エイミは真っ二つにした襲撃者の服をむしり取った。露あらわになったのは血まみれのアーシスの顔。あるいは、アーシスによく似た人種の顔だ。

「アーシス？」

「早く！」

　エイミに急せかされ、トプテルは部屋から飛びだした。




　　　　※




　一方、高たか知ちら三人は殺人現げん場ばのホテルへと赴おもむいていた。

　ヌエイ警察署しよから徒と歩ほ三分の距離にある三階建てのホテルは、こんな田舎いなか町にしては瀟しよう洒しやな造つくりで、ドアマンもいた。おそらく鉱こう山ざんに視し察さつに来る、地位のあるビジネスマン向けなのだろう。

　レセプションで用よう件けんを伝え、現れたのは支し配はい人の男だった。五十近いであろう彼はアーシスだった。彼を見てナオシスタは満足げに頷うなずいた。

「知っておるぞ、おぬしはアーシスであろう」

「その通りです、捜そう査さ官。捜査官もアーシスのようですね」

　丁てい重ちように支配人は受け答えした。さすがは客商売、相手の突とつ飛ぴな言葉にも即そく座ざに対たい応おうできている。

「うむ、その通りじゃ。アーシスは銀ぎん河がでもっとも繁はん殖しよく力りよくの強い種族だから、どこに行ってもアーシスがいるのは当然なのだ。そうであろう！」

「そのようですな」

　あくまで客の話に逆さからわず、支配人は澄すました顔で一行を見回した。四人の中の三人までがアーシスであるのだから、ナオシスタがわざわざ指し摘てきするまでもない。高知は自分のことのように赤面した。

「ところで、捜査官は皇こう族ぞくのご親しん戚せき筋すじかなにかですか」

　口調を変えず淡たん々たんと、ずばり支配人は核かく心しんを突ついてきた。さすがは同族、鋭い指摘に高知は動どう揺ようしたが、ナオシスタはいけしゃあしゃあと、

「うむ、私の祖そ母ぼは皇こう太たい后ごうの従妹いとこだった。私は貴き族ぞくではないがの」

「ああ、なるほど」

　あっさりと支配人は納なつ得とくした。血がつながっていると肯こう定ていされた方が疑ぎ問もんはなくなるものらしい。

「では、いずれナオシスタ皇こう女じよ殿でん下かのようにお美しくなられるのでしょう。そっくりでございますから」

「……」

　支配人の言葉に、ナオシスタはしゃっくりを吞のみこんだような表ひよう情じようになった。それから、不機き嫌げんそうに口を曲げて黙だまりこむ。今まで別人別人と言われて腹はらを立てていたから、てっきり喜ぶかと高知は思っていたが、そうでもなかったようだ。

（女心は難むずかしいなあ）

　などと吞のん気きに考えながら、高知は急いで本題に入った。

「支配人、被ひ害がい者が泊とまっていた部屋を見たいんですが」

「ええ、もちろん。どうぞこちらに」

　支配人の案内で、彼らは問題の部屋に足を踏ふみ入れた。

　部屋は三階にあり、すでにクリーニングが施ほどこされて殺人が起きた痕こん跡せきはどこにもなかった。支配人は現場を指し、

「私が駆かけつけたとき、アイゼンシラーさまは部屋の真ん中で倒たおれておられました。犯はん人にんは真横に立っていました」

　高知は部屋を見回した。広いスイートルームだ。アイゼンシラーはよっぽど金回りがよかったと見える。部屋は角部屋で、一方は鉱山に続く林に面していた。

「あの窓まどが怪あやしそうじゃ」

「見てみましょう」

　高知は林側の窓を開けた。花台用のバルコニーがあり、そこを伝ってくれば登ってこれなくもなさそうだ。人目にもつきにくい。高知は身軽そうなトプテルを思い起こした。

　ナオシスタも隣となりから覗のぞきこんだ。

「逃とう走そう経けい路ろとしては最さい適てきだな」

「空を飛べたら一発ですね。マヤパン刑事、ヌエイに飛べる人間はいますか」

　振ふり返ってみたが、一いつ緒しよに部屋まで来たはずのマヤパンの姿すがたがない。支配人がバスルームを示しめした。

「マヤパン刑事はあちらです」

「え？」

　二人で覗きにいくと、マヤパンは湯船に入って頭からちょろちょろとシャワーを浴びているところだった。二人に気づくと、

「あのね、出かけるときは声かけてね」

「なにをしておるんじゃ？」

「ぼく、干ひからびやすいんだ。ウー捜査官と一緒なの」

「ほほう、干からびるとどうなる？」

「しわしわになるよ。でも、あんまり干からびると口から泡あわが出てきてね、繭まゆになるの。それで仮か死し状じよう態たいになるんだー」

「それはすごい！　是ぜ非ひとも見たいぞ、見せてやろうとは思わないか。どうじゃ、ほれほれ」

「あああ、やめて、栓せんを閉しめないで。干からびると気持ちよくなっちゃうんだよう」

「ほれほれ、これはどうじゃ。ここを拭ふいてやるぞ。乾かわいてきたであろう」

「い～や～あん」

　なにやら会話だけ聞いていれば色っぽい──実じつ際さいは水でぴちゃぴちゃ遊んでいるだけの二人を残し、高知は無言で部屋に戻もどった。それから、なにも見なかったように支し配はい人にんに尋たずねる。

「トプテルの様子はどうでしたか」

「呆ぼう然ぜんとしていました。自分が人を刺さしたのがよく分かっていない感じでした。私の印象ですが。彼がなぜ逃にげないのか、とても不思議に思いました」

　同じセリフをもう何度も言ったらしく、支配人は淀よどみなく答えた。

「彼はどうやってこの部屋に入ったと思いますか」

「玄げん関かんからです」

　意表を突く答えに、高知は目を円くした。
















「本当に？」

「はい。犯人は玄関から入り、レセプションにアイゼンシラーさまの部屋を尋ねました。係の者がはっきりと覚えていますし、記録にも残ってます。夜の九時です」

「じゃあ、被害者自身が彼を部屋に通したんですか？」

「はい。約束があるから通してくれと」

　高知は頭を抱かかえたくなった。これではトプテルが犯人だと言っているようなものではないか。さすがに警けい察さつも憶おく測そくや偏へん見けんで彼を逮たい捕ほしたわけではないらしい。

「どんな約束とは言ってませんでしたか」

「はい、仕事関係だとおっしゃっていました」

「被害者に変わった様子は？」

「ひどく緊きん張ちようされていました。厄やつ介かいなことになりそうだと」

　高知は眉び宇うをひそめた。なんだ、この展てん開かいは。

「それは……被害者本人が言ったんですか？」

「はい。夕食のあとラウンジでくつろがれているときに、私にそうおっしゃったんです。仕事でトラブルが起きてまいっていると。これからそのことで人に会わなければならないので憂ゆう鬱うつだとおっしゃってました」

　支配人は淡たん々たんと答えた。これももう何度も説明済ずみらしい。

「トプテルは、なにか盗ぬすんでたんですか」

「いいえ。私どもも警察には物取りではないと伝えたのですが、犯人にこれといって動機がないとかで、それに見せかけた強ごう盗とうだろうということになったそうです」

「？」

　高知は首をひねった。トプテルはアイゼンシラーなど知らないと言っていた。なのに、彼らは事じ件けんが起きる前から知りあいだったらしい。資し料りようではアイゼンシラーがコチカスラワを訪おとずれたのは今回が初めてだった。

　もちろん、トプテルが噓うそをついている可か能のう性せいは高い。アイゼンシラーとてホテルマンに真実を話していたとは限かぎらない。

　しかし、まるでトプテルが二人いるかのような、この展開は──

「被ひ害がい者はいつからこちらに？」

「十三日から二日間の予定でお泊とまりになっていました」




　バスルームで遊んでいるナオシスタとマヤパンを促うながして、ホテルを辞じした高知たちが次に向かったのは、鉱こう山ざん会社の寮りようだった。

　寮は町外れにある、六棟むねの四角い無味乾かん燥そうなアパートだった。かなりの人数が住めるようだが、鉱員たちは皆みな山に出で払はらっていたので、隣りん接せつする診しん療りよう所じよへと赴おもむくことにした。

　診療所にいたのはアーシスの医者が一人だけだった。彼はドアの隙すき間まからマヤパンを見ると、

「なんだ、警察には全部話したぞ。帰れ帰れ、こっちは忙いそがしいんだ」

「今日は警察じゃないよー。帝てい国こく捜そう査さ局の調査で来たのー。ぼくはお目付役」

「どこのどいつだ、てめえみてえな鈍どんくさいやつにお目付が勤つとまる奴やつらは」

　帝国捜査局の名にしぶしぶドアを開けたのは、自分の方が病気かもしれない青黒い肌はだをした男だった。そして、高知とナオシスタを見ると、吐はき捨すてるように、

「なんだ、子こ供どもかよ」

「なんじゃ、アーシスか」

　こちらも激はげしく落らく胆たんしてナオシスタが言う。彼女はつまらなそうに、

「もうアーシスは言い飽あきた。ほかに誰だれかいないかのう」

「俺一人だ。なんだこのガキどもは」

　ますます不ふ機き嫌げんになって医者は答えた。高知は控ひかえめな愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「訓練生です。捜査官の手伝いで来ました」

「なにイ？　どうりで生意気そうだと思ったぜ」

「おぬしは大人のくせに生意気そうじゃな」

　どうしても一言注ちゆう釈しやくをつけたいらしく、言わずもがなのことをナオシスタは口にする。慌あわてて高知は彼女を止めようとしたが、その前にマヤパンが黒目をぐるぐる動かして、

「ねえねえ、それどういう意味？」

「生意気というのは子供の専売特とつ許きよじゃ。この医者も今そう言ったぞ。でも、こやつは大人のくせに生意気な態たい度どを取っておるから、それは矛む盾じゆんしてみっともないという意味じゃ」

「丁てい寧ねいな解かい説せつすんじゃねえよっ」

　医者はナオシスタに嚙かみついたが、それもまた「大人げない」ことに気づいて、苛いら立だたしそうに頭をばりばりと搔かいた。

「トプテル・シギのことは、警察に何度も説明したぞ」

　そう言いながらカルテを検けん索さくする。ともかく捜査に協力してくれるようなので、高知はこれ以上ナオシスタに邪じや魔まされる前に急いで尋たずねた。

「彼は事件の前日にここを訪れましたね」

「ああ。四日前だ、鉱員仲間と喧けん嘩かして治ち療りように来たんだ。目の上にたんこぶこしらえてたんだ」

「喧嘩の原げん因いんはなんですか？」

「昼飯がどうのこうのって、つまんない話さ。よくあることだ、山に入ったヤツはみんな腐くさってるんだ、些さ細さいなことで喧嘩になる。そうして鬱うつ憤ぷん払ばらいしてるんだよ。喧嘩したヤツの方が晴れ晴れしてるもんさ」

「最近、鉱山でなにか不ふ穏おんな動きはなかったか」

　ナオシスタの問いに医者は肩かたをすぼめた。

「不穏？　気が荒あらい奴らばっかりだぜ、お行ぎよう儀ぎよくドリル握にぎろってんのか」

「会社となにか揉もめてはおらんかったか。噂うわさとかは」

「殺された被害者は、他星の鉱山でトラブルがあったんです」

　高知が補ほ足そくした。それを聞くと、医者は二人を値ね踏ぶみするように眺ながめた。彼らが警けい察さつとは異ことなる視し点てんから捜査していることに、ようやく気がついたらしい。

「いや……会社と労働者が仲いいなんて聞いたこたあねえが、特に変わった話はねえな。ＡＰ鉱が値ね上あがってるって話は聞いたけど、全部会社が吸すい取っちまうだろうって噂してたぐらいだ。トプテルみたいなガキが首を突つっ込こむ話じゃねえよ」

「トプテルはなにも言ってませんでしたか」

「言ってねえな。もう寝ねるって喚わめいてたから、湿しつ布ぷ出して、鎮ちん痛つう剤ざいと精せい神しん安定剤打ってやったんだよ。それでおしまいだ」

「ケイダ人の処しよ方ほうでか？」

　ナオシスタが身を乗りだした。

「トプテルは実はジマ人じゃ、処方が誤あやまっておったのではないか？」

「冗じよう談だん言うな、何なに人じんだろうと、適てき合ごうチェックしねえで処方するか」

　医者はわずらわしそうに彼女を睨にらんだ。

「この町には銀ぎん河がのあちこちから人間が集まるんだ、種族で判はん断だんするより個こ体たい検けん査さした方が早いんだよ」

「そうか……」

　しょんぼりするナオシスタ。だが、カルテを眺めていた医者が顔をしかめた。

「いや、待てよ。トプテルは山に来る前の養よう護ご施し設せつで、人じん格かく矯きよう正せい教育の履り歴れきがあるな」

　高知も眉び宇うをひそめる。人格矯正教育は刷すりこみ記き憶おく学習を発はつ展てんさせたもので、記憶野やへ直ちよく接せつ働きかけて志し向こう調整する為ため、別名を洗せん脳のう教育と呼よばれている。犯はん罪ざい者しやや社会に適合できない者に施ほどこされる更こう生せいプログラムゆえに、悪印象ばかりが先行しているが、れっきとした教育法として国も認みとめるものだ。

　トプテルが養護施設にいた間に何度も補ほ導どうされていたことを思いだす。手を焼いた養護施設が彼に矯正教育を施したのだろう。それは別べつ段だん、おかしな処置ではない。そして、実じつ際さいに補導はされなくなったのだから、効こう果かがあったのだ。

　ただ、厄やつ介かいなのは、

「それはどういう意味じゃ？」

　ナオシスタが不ふ審しんそうに尋ねる。

「養護施設の奴らがちゃんと適てき性せい検査してから処置したならいいが、ケイダ人で調整したなら投とう与よ薬やプログラムにズレが生じるんだ。アーシスとケイダ人ぐらいなら拒きよ絶ぜつ反はん応のうが出るからすぐ分かるがよ、姿すがた形かたちが似にてて、食い物も共通してたなら、大分近い種だったんじゃねえか。厄介な副作用が出ないとも限かぎらないぜ」

「厄介──どのような副作用ですか」

「そりゃ、人それぞれさ。性格が定まらなくなったり、第二、第三の人格が生まれたり、逆ぎやくに感情が暴ぼう走そうしたり。俺おれが見たときはトプテルに異い常じようはなかった。でも、ちょっとしたきっかけで、抑おさえこまれてた性せい質しつが歪ゆがんだ形で現あらわれる可か能のう性せいも、なきにしもあらず、ってとこよ」

　医者は肩をすくめてみせた。高知は自分の予想が当たって、暗あん鬱うつたる気分になった。

　つまり、四日前にこの医者がトプテルに処方した精神安定剤が、トプテルの別人格を引きだしたのではないか、ということだ。

　ナオシスタもそのことを察したのだろう、顔から血の気が失うせている。マヤパンだけが話についてこれないようで、目をぱちくりさせて、三人をきょろきょろと忙せわしなく見み比くらべた。

　医者は高知の端たん末まつにカルテのデータを渡わたすと、

「俺は、別にトプテルと親しいわけじゃねえが、自分の患かん者じやが犯はん人にんだなんて思いたくないね。どうしようもねえ奴やつらばっかだが、あいつは仕事はちゃんとやってたし、あの日も明日の仕事ができるかどうか心配してたんだ。

　でも、あいつがやったのが確かく実じつなら、理由がちゃんとあるはずだ。あんたらはただの物取り殺人で終わらせたくねえんだろ？　あいつのことも調べてやってくれよ」




　診しん療りよう所じよを出ると、太陽は傾かたむき始めていた。町が少し薄うす暗ぐらく感じる。

　カアーン、カアーンと鐘かねが遠くから鳴り響ひびき、周囲の山々に反はん響きようした。高知がどこの鐘かと視線を巡めぐらすと、マヤパンが、

「あれ、鉱山の終業時間の鐘だよ。じきにみんな戻もどってくるよ」

「ああ……」

　高知はナオシスタの様子を窺うかがった。さすがに強気な態たい度どはなりを潜ひそめ、元気を失ってしゅんとしている。それはそうだ、なにもかもがトプテルが犯人である方向を指しているのだから。

　高知の視線に気づくと、ナオシスタは急いで背せ筋すじを伸のばした。そして、何気なさを装よそおい、

「なんじゃ、なにか聞きたいことがあるのか」

「えっ。あの」

　心配していた高知の方が動どう揺ようしてしまう。彼女を気き遣づかう言葉はだめだ。プライドの高い彼女は気き丈じようであることでがんばっているのだから。

　そう、十歳さいの子こ供どもであるが、彼女は皇こう女じよなのだ。

「あの、ナオさまは、ＡＰ鉱こうのことをずいぶん気にしているようですね」

「うむ……」

　ナオシスタは左手の親指を右手でつまみながら、ことさら難むずかしげな表ひよう情じようを作った。

「万が一のことを考えておったのじゃ」

「はあ……」

「万が一、もし、ガドが本当にアイゼンシラーを殺したとしたら、たぶん、それはＡＰ鉱に絡からむことが原げん因いんじゃ」

　慎しん重ちように言葉を選びつつナオシスタは答えた。ニュアンスが以前とは変わっていることに気づき、高知も質しつ問もんを慎重に選んで尋たずねた。

「アイゼンシラーがドーバ星と同じことをコチカスラワでしようとしたのを、トプテルは阻そ止ししようとした──ということですか？」

「いや……高知、ＡＰ鉱の値ねが上がるといちばん得をするのは誰か、知っておるか」

「は？」

「私じゃ、私」

　皇女が自分を指で示しめした。高知は数度瞬まばたいた。

「帝てい国こくですか？」

「まあ、帝国も潤うるおうがな。ＡＰ鉱を産出する土地のほとんどは、アラント＝パナウラー社が所有しておる。ＡＰドライブはアラント博士とイヴ・パナウラーが共同開発したものだからじゃ。鉱山会社はＡＰ社から採さい掘くつ権けんを得て掘ほっておる」

「ああ、だからＡＰ鉱……」

　高知は納なつ得とくしかけ、ナオシスタの話の真意に遅おくればせながら気がついた。

　イヴ・パナウラー。同じパナウラーの名を持つナオシスタの祖そ先せんということか。

「もしかして、ナオさまが地主とか？」

「もとは父上がおばあさまから相続したものじゃ。父上が亡なくなったので、私が受け継ついだ。これは帝国の財ざい産さんとは異ことなる、私個こ人じんの財産じゃ」

「ははあ……」

　高知は啞あ然ぜんと相あい槌づちを打った。皇女や皇こう帝ていに個人財産があるなんて考えもよらなかった。帝国のすべてが彼らのもの──名目上でも──であるように、彼らのすべてが帝国のものだと、なんの根こん拠きよもなく思いこんでいた。

　だが、それだと話がおかしい。

「ナオさまが潤うのは、よろしいことなのではありませんか？」

「だからこそ問題なのじゃ」

　苦々しげにナオシスタは頭を振ふった。

「ＡＰ鉱が高こう騰とうして、いちばん得をするのは私であると同時に、いちばん損そんをするのも私であるのだ」

「は？　また謎なぞかけですか」

「なあに、それってどういう意味？」

　無む邪じや気きにマヤパンが口を挟はさんできたので、高知はむろん、ナオシスタもぎょっとした。すぐ傍かたわらにいたというのに、二人して刑けい事じの存そん在ざいを忘わすれていたのだ。

「なんじゃ、おまえいたのか」

「いたよ？」

　二人の驚おどろきの理由が分からないらしく、マヤパンはきときとと目を動かして二人を見る。彼は頭の回転が鈍にぶそうなので、ナオシスタが皇女であることに気づかなかったかもしれない。失礼だとは思いながら高知はそう願いつつ、焦あせって、

「ええと、今の話を──」

　さらなる墓ぼ穴けつを掘らないよう、マヤパンに確かく認にんしようとしたときだった。

　静せい寂じやくに包まれた町に機き関かん銃じゆうの音が轟とどろいた。悲鳴が上がり、銃声とガラスの割われる音が入り乱みだれる。広場にいた者たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃にげだした。

「ナオさま！」

　高知もとっさに少女を抱かかえ、路地に飛びこんだ。マヤパンも鈍い動きながら慌てて彼らのあとに続く。

　銃声は彼らのいる広場から少し離はなれた通りからだった。自分たちが狙ねらわれたのではないと高知は確認する。だが、驚きに心しん臓ぞうがばくばく言い続けていた。学校ではまだシミュレーションの襲しゆう撃げき訓練しか受けていないのだ。

「なんだ、どこの騒さわぎじゃ」

「えーっとね、第三通りかな。嫌いやだなあ、ぼくのアパートも第三通りにあるんだ」

　手足が震ふるえている高知に比くらべて、ナオシスタとマヤパンはけろりとした様子で広場を覗のぞきこんでいる。

「ちょ、ちょっと、危あぶないですから！」

「平気じゃ、慣なれておる」

「ぼくもー。昔はよくエイミと当局から逃げたよ」

「おう、気が合うな」

「本当だ」

　ナオシスタとマヤパンが笑え顔がおで、なにやら同どう志しの交こう歓かんをした。一人で緊きん張ちようしている高知は、吞のん気きな二人に呆あきれるを超こして羨うらやましくなった。警けい官かん、皇こう女じよ、捜そう査さ官。いちばん図太い神しん経けいが必要なのは誰だれだ？

　その問題に答えを見つけるのも虚むなしく、高知は腰こしを上げた。

「ここにいてください、見てきます。マヤパン刑事、ナオさまを頼たのみます」

「おう、今度は背せ中なかに気をつけろ」

　皮肉なんだか洒落しやれなんだか分からない皇女の言葉に意気が挫くじけつつ、高知は広場に出た。

　銃声はすでにやんでいた。第三通りから人ひと影かげは消え、古アパートの外がい壁へきに弾だん痕こんがびっしりと残っていた。二階の窓まどに集中している。

　辺へん境きようでは荒あらっぽいことは日にち常じよう茶さ飯はん事じだと聞くが、今のも町の住人には日常なのだろうか。そんなことを考えつつ警けい戒かいしていると、件くだんのアパートのドアが乱らん暴ぼうに開け放たれ、血まみれの剣けんを握にぎった女が血相を変えて飛びだしてきた。アーシスに似にていたが、あれはトールノ人だ。

　そして、そのあとに続いて出てきたのは、

「トプテル!?」

　高知は驚いた。トラックで逃げたから、てっきり町の外にとんずらしたものと考えていたが、警察署しよから百メートルも離はなれていないアパートにいたとは。

　二人は高知のいる方へまっしぐらに走ってきた。わずかに遅おくれ、アパートから黒覆ふく面めんの人間が一人飛びだしてくる。ヒューマノイド型だ。そして、トプテルに向かって銃を構かまえる。

「危あぶない！」

　高知は叫さけんだ。が、黒覆面は不自然に体を曲げると、その場で勝手に転てん倒とうした。まるで透とう明めい人間に叩たたき伏ふせられたような動きだった。

「えっ？」

　振ふり返ったトプテルが高知に激げき突とつした。二人でもんどり打つ。

「どこ見てやがる！」

　理り不ふ尽じんな言いがかりをつけたトプテルが、高知の顔を認みとめて「あっ」と小さく叫んだ。

「あんた、捜査局の……！」

「や、やあ」

「トプテル！」

　先に逃げたトールノ人が叫んだ。高知とトプテルは揃そろって振り向き、第二の襲撃者が間近に迫せまっていることを知る。襲撃者はやはり全身を黒い布ぬので包み、その手に握られたナイフがトプテルの喉のどを標的に捉とらえていた。高知はトプテルの腕うでを摑つかんだまま硬こう直ちよくした。こんなまだ陽ひがあるうちから！

　そこに、襲撃者と高知たちの間に飛びこんできた者がいた。ナオシスタだ。

　少女は両腕を広げ、小さな体で襲撃者を阻はばもうと対たい峙じした。昂こう然ぜんと相手を睨にらむ。

「やめい！　ガドになにをする！」

　凜りんとした声を張はり上げる。高知は驚きよう愕がくした。無む茶ちやだ！　彼女は災わざわいが自分だけには降ふりかからないと信じているのだ！

「ナオさま！」

　夢む中ちゆうで彼女を引き倒たおし、抱きしめた。その弾はずみで、彼女の胸むな元もとからペンダントヘッドがこぼれ、夕日を反はん射しやした。

　そのせいかどうか。襲撃者の動きが止まり、一いつ瞬しゆんひるんだように見えた。

「……」

　なにか呟つぶやく。高知は耳を疑うたがった。

　皇こう女じよ殿でん下か。そう呟いたのか？

「今……」

　赤黒い剣が振り下ろされ、襲しゆう撃げき者が飛び退のいた。

「トプテル、逃にげな！」

　剣を振りながらトールノ人が叫ぶと、尻しりもちをついていたトプテルが、弾はじかれたように走りだした。トールノ人も鮮あざやかな動きで黒覆面の攻こう撃げきをよけ、相手を蹴けり倒して逃げる。

「ガド！」

　ナオシスタが追いすがろうとしたが、高知はそれを許ゆるさなかった。渾こん身しんの力で立ち上がろうとする少女を押おしとどめる。

　ひっくり返った襲撃者が追おうとしたが、ようやく警察署から警官が出てきたのを見て、身をひるがえして逆ぎやく方向に逃げだした。

「高知！　離せ、ガドが行ってしまう！」

「危ないです！　彼は狙ねらわれてる、危き険けんだ！」

「私はガドを助けるのじゃ！」

「あれはあなたの知ってるガドじゃない！」

　高知の怒ど号ごうに、暴あばれていたナオシスタが動きを止めた。恐きよう怖ふに似た表情で彼を見つめる。高知は激はげしい後こう悔かいにひるんだが、もうあとに引くことはできなかった。

「あなたのガドは記き憶おくを遺い伝でんすると言ったでしょう。ガドの前の人はなんて名前でしたか」

「ヒギンスじゃ……」

「ガドはヒギンスだったんですか」

「……違ちがう」

「彼はヒギンスの記憶を知ってただけで、ヒギンス当人じゃなかった。そうですね？」

「……そうじゃ」

「だったら、もう分かってるんでしょう？　最初からあなたは分かってたはずです、あなたは頭がいいんだから。トプテルはガドの記憶は持ってるかもしれないけど、ガド自身じゃないことを！」

「いやじゃ！　ガドは生まれ変わると言ったんじゃ！　生まれ変わるから、自分は大だい丈じよう夫ぶだって！　ナオシスタさまはお行きくださいって……！　だから、だから私は一人で脱だつ出しゆつ艇ていに乗ったんじゃ！」

　猛もう然ぜんと食ってかかったナオシスタも、もはや自分の言葉になんの効こう力りよくもないと分かっているのだろう、顔を真っ赤にして、ぼろぼろ涙なみだをこぼした。

「生まれ変わらなければ許ゆるさないっ。私を騙だましたなんて許さない……！　私は、私は……」

　それ以上はもう言葉が出てこず、ナオシスタは乱らん暴ぼうに目をこすると、高知にしがみついて声を上げて泣いた。高知は少女を泣かしてしまった苦い思いと、だからといってこれ以上はごまかしきれずにいた思いを解かい放ほうできた安あん堵ど感に戸と惑まどいながら、動くことができずにいた。




　警けい官かんたちがアパートの検けん証しようと高知たちの保ほ護ごを行っている間、マヤパンはぼーっと広場に佇たたずんで一連の動きを眺ながめていた。

「ちょっとマヤパン」

　囁ささやきが聞こえたので振ふり返ると、酒場の二階の窓からエイミが顔を少し出しているのが見えた。ぼおっとしているのであまり耳はよくないと思われがちだが、実はマヤパンは地じ獄ごく耳みみで、百メートル向こうの内ない緒しよ話も聞き取れてしまう。もっとも、聞こえたからといって当人はほとんど関心がないのだが。

　マヤパンは短い足でちょこちょこと酒場の裏うら手てに回った。いようがいまいが誰も気にしない、ダメ刑けい事じ呼よばわりされているだけあって、誰にも見つからずに二階へと上がる。

　物置になっている二階にはエイミが待っていた。町の外へ逃げたと思いきや、ぐるりと回って戻もどってきたらしい。彼女のいつもの戦法だ。

　エイミを見つけると、マヤパンはぱああと顔を輝かがやかせた。

「エイミ！　いつも通り逃げ足速かったね。格かつ好こう良かったよ」

「あんたのそれが皮肉だったら、あたしも怒り甲が斐いがあるけどね」

　エイミは外を警けい戒かいしながら言い返した。マヤパンは手をぴらぴら振って、

「でも、エイミには逃げ足があって、ぼくには隠かくれ蓑みのがあったから、ここまで生き延のびれたんだし」

「あんたとあたしだけ残ったってどうしょうもないのよっ。栄光のオデッサは最大時は百人いたのよ！　それが、なにが悲しくてヘビとカエルしかいなくなっちゃうのよ。

　そんなことより、トプテル・シギは何者かに狙ねらわれてるわ。いきなり襲おそいやがって、あいつら。もうあのアパートに帰れなくなっちゃった」

　悔くやしそうにエイミは体に巻まきつけた尾おの先を震ふるわせた。マヤパンは首を傾かしげた。

「誰？」

「あたしが知るわけないでしょ！　襲ってきた一人はアーシスだったけど、雇やとい主が分かるわけでなし」

「そいつらも『大いなる力』が欲ほしいのかな」

「バカね、トプテルを殺しちゃったら永えい遠えんに謎なぞは失われちゃうじゃない。いえ、待って」

　自分の言葉になにか気づいたようで、エイミは部屋の中をうろつき回って考えこんだ。マヤパンはその動きをじっと見つめて待つ。

「私たちに『大いなる力』を渡わたしたくない連中かもしれないわ」

「ぼくたちにい？　開店休業の、もう誰も覚えてない、没ぼつ落らく甚はなはだしいオデッサに、誰かが脅きよう威いを感じてるの？」

「あんた、ぼさっとしてるわりには、えらく的てき確かくで辛しん辣らつよね」

　エイミは相あい棒ぼうを睨にらむと、その平たい頭にぐりぐりと拳こぶしを押しつけた。

「あああ、痛いたい痛い。卵たまごが落ちちゃうからやめてよう」

「自分勝手に産さん卵らん始めたのが悪いんでしょっ。どこの子かも分かんない子まで押しつけられちゃって！　あんた、革かく命めい闘とう士しだっていう自覚あるの!?」

「あるよう。だから、エイミの言うとおり刑事にもなったし、情じよう報ほう横流ししてるし、お給料ももらってるし。ねえ、早く革命しようよ」

　無邪気にマヤパンは言う。エイミは彼の鼻先を爪つま弾はじきした。

「二人っきりでなにができるのよっ。トプテルは『大いなる力』のこと覚えてないし！　まったく助け損ぞんだわ」

「当人もそう言ってたもんねえ」

　そう言ってマヤパンはくすくす笑った。

「なによ、気味悪いわね」

「トプテルって、エイミに似ているよね」

「どこがよ！」

「牢ろう屋やに入ってるとき、トプテルがすっごく悲しそうな顔してたの。エイミが泣きながら逃にげてきたときとおんなじ顔してるなあって」

　マヤパンの言葉に、エイミは鱗うろこを逆さか立だてた。青白い鱗の先が赤く色染そまる。

「な、なに、そんな子こ供どものときの話引っ張りだしてるのよ！　とろいくせに変なことばっかり覚えてるんだから、この頭はっ」

　再ふたたびエイミはマヤパンの頭に拳を落とした。

「痛い痛い。卵が潰つぶれちゃうよう」

「それより、あんたと一緒にいたアーシスは誰なのよっ」

　照れ隠かくしか、ことさら突つっ慳けん貪どんにエイミは尋たずねる。どんなにエイミに苛いじめられても、すぐにマヤパンは笑え顔がおに戻って答えた。

「男の子はね、帝てい国こく捜そう査さ局の訓練生。昼間言ったでしょ。女の子はね、ナオシスタ皇こう女じよ」

「……ええ!?」

　エイミは目を剝むいて仰ぎよう天てんした。マヤパンの胸むなぐらを摑つかみ、

「あんた、こんなとこに帝国皇女がいるわけないでしょう！　しかもあんな子供じゃない！　ナオシスタ皇女は二は十た歳ちの成人アーシスよっ」

「やめてやめて、卵が落ちちゃう」

「いっそのこと割わっちゃいなさいよ！」

　苛いら立だたしげに怒ど鳴なり、それでもエイミはゆっくりとマヤパンから手を離はなした。

「本当だよう。だって、皇こう帝ていと通話してたもん。お忍しのびで来てるんだって」

「じゃあテレビで見てたのは影かげ武む者しやなわけ？　大体なんで皇女がこんな田舎いなかに来るのよっ。アイゼンシラーとつながってたのは皇女の方なの？」

「えーっとね、ナオシスタ皇女のお付きの人がガドで、その生まれ変わりがトプテル・シギなんだって。で、助けにきたんだって」

　ちょっと端折はしよったマヤパンの説明だが、さすがに長いつきあいのエイミは彼の言いたいことをすぐ理解し、再び考えこんだ。

「ジマ人が皇女の従じゆう者しや……？　ということは、帝国も『大いなる力』を知ってて、手元に置いてたのかしら。やるわね、あいつらも。だったら、あたしたちを襲った奴やつらは、『大いなる力』が敵てき対たい勢せい力りよくに渡わたることに怯おびえた帝国の回し者だわ。皇女とは意見が合わないのかしら」

「ナオ、アイゼンシラーが死んで得したけど損そんしたって言ってたよ」

「なによ、それ」

　エイミは憮ぶ然ぜんと言い返した。

「ナオだなんて皇女のこと気安く呼よんで、あんたなにしてたわけ？」

「仲良くなったんだよう。ナオとぼく、おんなじだったんだ」

　嬉うれしそうにマヤパンが言う。エイミは冷たいまなざしで、

「あんた、あんな子供と同レベルで嬉しいの」

「うん。でも、エイミの方がいっぱいおんなじだよ。子供のときからずっと一緒だったもん。赴ふ任にん先にもずっと一緒に来てくれるし」

「あんた一人じゃ頼たよりなさすぎるからよ！　子供のときからあんたの面めん倒どう見てたから、それがあたしの日にち常じようなのっ……本当に、もう、早くまともな活動しないと。このままだとオデッサが消えちゃう。こんなことじゃ、まーちゃんたちに顔向けができないわ……」

　手近な柱を軽く殴なぐりながら、エイミはやりきれなさそうに呟いた。マヤパンは少し困こまったように体を傾かたむけて、

「じゃあ、ナオを誘ゆう拐かいしちゃおうよ」

「……あんた、友だちになった相手に、よくそんなこと言えるわね」

「だって、エイミ喜んでくれるでしょ？」

　マヤパンは自分こそが嬉しそうに目を細めて言った。エイミはなにか言おうとしたが、

「あっ、ナオたちが呼んでるや。じゃあ、またねえ」

「ちょっと、マヤパン！」

　エイミが呼び止めるのを無む視しして、マヤパンは急いで物置部屋から出ていった。







　　　５　誘ゆう拐かいしよう！







　警けい察さつに状じよう況きようを説明し終えた高たか知ちが取調室を出ると、ナオシスタはロビーの安っぽい長椅い子すで横になって眠ねむっていた。泣き疲つかれたのか、目の回りを真っ赤にして身を縮ちぢめて眠っている。

（危あぶないなあ。誰だれかに誘拐されたらどうするんだろう）

　警察署しよの中とはいえ、子供が一人でふらふらするのは危き険けんきわまりない。皇こう女じよであればなおさらだ。もっとも、こんな無む防ぼう備びな姿すがたを見て、銀ぎん河が皇女などと思う者はいないだろうが。

　大体一人とはいうが、Ｒセシルが絶たえず上空から監かん視ししているし、忍びであるルーヤの例もある。高知が知らないだけで何人見えない護ご衛えいがいるやらだ。

　広場でトプテルを撃うとうとした襲しゆう撃げき者を倒たおしたのはルーヤだった。あのあと、二人が警察に質しつ問もんを受けて一息ついたところで、車の陰かげから彼女が声をかけてきたのだ。

　ルーヤは逃とう亡ぼうしたトプテルを追つい跡せきし、潜せん伏ぷく場所を突つき止めたと同時に、向かいの塔とうに潜ひそむ狙そ撃げき手しゆを発見したという。彼女は姿を見せないまま、

「狙撃手も捕とらえました、すぐに警察に渡わたします。アパートに踏ふみこんだ二人はトールノ人が斬きり倒しました。あと一人は逃にげられました」

「そうか、ご苦労であったな」

　涙なみだを拭ぬぐったナオシスタはすでに皇女の顔を取り戻もどしていた。険けわしい表ひよう情じようで、

「どんな奴やつらだ」

「四人はアーシスです。逃げた一人もアーシスと思われます」

「アイゼンシラー殺しへの報ほう復ふくか……？」

　自分でもその可か能のう性せいは低いと思っている口調で、ナオシスタは呟つぶやいた。高知も、元々敵てきが多いと言われていたアイゼンシラーの為ために報復行こう為いがあるとは考えにくかった。

「警察の尋じん問もんで彼らの目的は分かると思います。結果を待ちましょう」

　そうして結果を待っているのだが、果たしてここの警察でどこまで尋問がうまくいくかは疑ぎ問もんだった。しかし、トプテルを狙ねらう者の出しゆつ現げんで、彼が冤えん罪ざいである可能性は出てきたということだ。これをもはや無視はできまい。

　ただ、気になるのは、

（彼らはナオさまのことを知ってた）

　襲撃者の一人はナオシスタを見て「皇女殿でん下か」と呟いたのだ。影かげ武む者しやロボではなく、十歳さいの本当の皇女の姿を知っていた。それはつまり、皇こう帝てい家の事情に詳くわしい者たちということだ。

（トプテルがガド・ハイダの生まれ変わりだと聞いた皇帝家に近い誰かが、当時のことを口くち封ふうじする為に殺しにきた、とか？）

　アイゼンシラー殺しも彼を抹まつ殺さつする為に仕組まれた罠わなである可能性はないだろうか。それはいくらなんでも考え過すぎか。

（……いやだな）

　ナオシスタの周りで、ナオシスタの知らない殺さつ伐ばつとしたことが行われようとしているのは、嫌いやだ。彼女は皇女だが、まだ十歳の親を失った子供なのだ。可か哀わい相そうなことをしないでほしい。

　そう考えつつも、自分の方がナオシスタにかなり可哀相な目に会わされていると高知は思いだした。

（ぼくもいい加か減げん人がいいよなあ）

　踏ふみ殺されて備び品ひんにされてもなお、相手のことを気遣ってしまう自分に苦く笑しようしながら、高知は眠りこけるナオシスタを揺ゆすった。

「ナオさま。風か邪ぜ引きますよ」

「ん……」

　少女が寝ね返がえりを打って、背せを向ける。かなり疲れていたようだ。子供はオンとオフしかないから、疲れていても限げん界かいまではしゃいで、突とつ然ぜん動かなくなる。元気だなあと感心していた高知だが、やはり子供は子供だとほほえましく思った。自分とてまだ十七歳だが。

「ガド……」

　ナオシスタが呟いた。夢ゆめを見ているらしい。
















「ガド……来い……一いつ緒しよに行く……」

　苦しげな声こわ色いろに、高知は眉び宇うをひそめた。

　ガド・ハイダ・ウルテンは、十五年前の事故でナオシスタを身を挺ていして守った英えい雄ゆうだ。自分の命と引き替かえに、彼女を救った。彼は自分の死に目的があり、恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうに打ちのめされながらも、目的を遂すい行こうする為に誇ほこり高く死んだだろう。

　だが、残された者はどうすればいい。彼の命を背負わされ、その死を嘆なげき悲しみ、自分の不ふ甲が斐いなさを責せめ、呪のろい、それでも生きていかなければならない。生きるという本来個こ人じん的なものである目的を他人に押おしつけられ、そこにどんな誇りを見いだせばいいのか。

　それをたった十歳の少女が、どうにか自分の中で納なつ得とくさせようとしてもがいている。ようやく摑つかみかけた妥だ協きよう点を打ち砕くだいたのは高知だ。だが、トプテルをガドの代理に仕立てても、それは間ま違ちがっている。トプテルが不幸になるだけだ。

（ぼくがケイマリリにしようとしてることも、同じことなんだろうか。ケイマリリもぼくの行動を重荷に感じるだろうか）

　今の高知にはガドの気持ちがよく分かる。わがままなのは彼でありガドの方だ。恨まれても、それでもケイマリリの為になりたい。だからこそ、ナオシスタには立りつ派ぱに自分の足で立ってほしい。ガドの決けつ断だんに負い目を感じないでほしい。

「ナオさま。ナオさま、起きてください」

　いったん宇う宙ちゆう船に引きあげてもらった方がよいのではないか。そう考えていると、ナオシスタがうっすら瞼まぶたを開いた。高知を見て、にっこりと笑う。彼はどきりとした。

「高知か。怪け我がはもういいのか」

「え？　ぼくは怪我なんか」

「おまえが生き返って、よかった……」

　高知の手を小さな熱い手で握にぎり、ナオシスタは再ふたたび瞼を閉とざした。

　怪我──高知を踏み潰つぶしたことを言っているのだと気づくのに、少し時間がかかった。そのことについて、皇こう女じよはまるきり責任もすまなさも感じていないのだと考えていたので、思いつかなかったのだ。

（やっぱり気にしてたんだな）

　彼女の価か値ち観ではサイボーグ化なんてどうということもないのだろう。生きてさえいれば。

　生身を失ったのは残念だし、理り不ふ尽じんな待たい遇ぐうに腹はら立だたしく思うときもあるが、それでも生きている。生身は今の医学なら取り戻もどせる。待遇も最初に思っていたほどは悪くないし、ナオシスタは根はいい子だ。ただ、世間の感覚とずれているだけで。

　世の中取り返しがつかないことばかりだなんて思いたくない。自分自身のことなら、自分で気持ちの切り替えはできるはずだ。高知はそう自分に言い聞かせた。

　しかし、この状じよう況きようをどうしたものか。Ｒセシルを呼よぶべきものかと悩なやんでいるところへマヤパンがいつもの足取りでやってきた。

「高知訓練生ー、ウー捜そう査さ官が呼んでるよー。目を覚ましたんだって」

「えっ」

　高知は慌あわてふためいた。正せい規きの帝てい国こく捜査局捜査官のお目覚めだ。課か程てい３の実地研けん修しゆうで来たという噓うそがばれる！

　だが、偽にせ者ものだと騒さわがずにまず呼んでいるということは、なにかうまい具合に誤ご解かいしてくれているかもしれない。高知はどぎまぎしながら、平静を装よそおってナオシスタの手を外し、

「分かりました、今行きます。ナオさま、捜査官が起きたそうです」

「んん……眠ねむい」

　むずかるナオシスタに当とう惑わくしていると、マヤパンが奥おくの部屋を指した。

「あっちに仮か眠みん室しつあるよ。使っても大だい丈じよう夫ぶだよ、いつもぼく使ってるもん」

「アーシスでも寝れますか？」

「ぼく、アーシス流に慣なれてるよ」

　高知は逡しゆん巡じゆんしたが、こんなところで眠りこけられているよりはよっぽどいい。救いの目をマヤパンに向けた。

「ぼく、見ててあげるよ。転てん卵らんの時間だし」

「ありがとうございます、すみません」

　礼を言うと、高知は仮眠室にナオシスタを寝かせ、急いでウー捜査官の元へと走った。

　捜査官は半水すい棲せい生物だったので、屋上の水すい槽そうの中で彼を待っていた。その特とく徴ちよう的なヒゲを見て、

「えっと、ナマズ捜査官ですか」

「ばかやろう、ウーだ」

　口をへの字に曲げてウー捜査官は訂てい正せいした。チチギイズム人はヒューマノイド型だが、頭部はナマズそっくりであった。全体的に平たくて肌はだはぬめりのある光こう沢たくを持ち、唇くちびるは厚あつく、特とく徴ちよう的な二本のヒゲまである。高知は顔を真っ赤にした。これではナオシスタの蘊うん蓄ちく癖ぐせを非ひ難なんはできまい。

「アーシスは同じことしか言わん。ボキャブラリーが貧ひん困こんすぎるぜ」

「す、すみません」

　謝あやまる高知を尻しり目めに、ウー捜査官はすでに夜のとばりが落ちた天を仰あおいだ。こぼれんばかりの星月夜だ。

「おめえが捜査局が送りこんできた助っ人か」

「は？　はあ……」

「俺おれが買い被かぶられたのか、それとも落ち目なのか。こんなときに訓練生を回されるなんざな」

　そうウー捜査官は自じ嘲ちようする。なにやら自分の世界に入っているらしい。

「知ってるだろうが、俺は敵てきに攻こう撃げきされてしばらく動けん。おめえに手足となって働いてもらうぞ」

　どうやらどこかで記き憶おくと情じよう報ほうが混こん乱らんしているらしく、彼は高知を「負ふ傷しようして動けない自分の為ために捜査局が送ってきた助手役」と信じこんでいるようだった。それならそれで都合いいが、一体なんの「敵」に攻撃されたと思っているのやら。

「俺が寝ねてる間、いろいろ調べたようだな。どうだった」

「は、はい」

　高知はアイゼンシラーの鞄かばんにあったＡＰ鉱こうのデータを中心に、うまく皇女のことをよけながら説明した。ウー捜査官は水槽に長々と体を横たわらせ、ヒゲを撫なでながら、

「ふん。あの野や郎ろう、やっぱりイカサマしてやがったか。高こう騰とうが収おさまったって言ったな？　そこまで調べりゃ訓練生にしちゃあ上等だ」

「ありがとうございます」

　実じつ際さいは皇こう帝ていその人の愚ぐ痴ちから聞き拾った話なので、高知は内心複ふく雑ざつな心しん境きようで礼を言った。それから、ずっと気になっていたことを尋たずねる。

「あの、ＡＰ鉱の値ねが下がると、いちばん得をするのは誰なんですか」

「ばかやろう、消費者に決まってるだろうが」

「じゃあ、値が上がって、いちばん得をしたのは誰ですか。損そんしたのは」

「そりゃあれだな。投機屋の連中も儲もうけたし、奴やつらの顧こ客きやくもたんまり儲けただろう。ＡＰドライブを作ってるメーカーは大打だ撃げきだ。消費者も泣きを見た。だが、忘わすれちゃなんねえのは、実際にいちばん儲けたのは鉱山を不動産として持ってる会社よ」

「アラント＝パナウラー社ですか」

「……よく調べたじゃねえか」

　ウー捜そう査さ官が不ふ機き嫌げんも露あらわに言ったので、高知は慌あわてて手を振ふった。

「捜査官の資し料りように載のってありましたからっ。捜査官の資料は細大漏もらさず、大変手本になりました」

　載っていたかどうか覚えていないが、高知の賛さん嘆たんでウーも機嫌を直したらしい。ヒゲを上下に揺ゆらして、

「まあ、そういうこった。驚おどろくなよ、アラント＝パナウラー社は皇帝家の持ち会社なんだぜ。帝国に入る税金と別に、丸儲けしてやがる」

「つまり、アイゼンシラーは皇帝家とつながりがあった、ってことですか？」

「ばかやろう、おめえ頭でっかちで、なんにも分かっちゃいねえな。アイゼンシラーはガチガチのアーシス至し上じよう主しゆ義ぎ者だったんだ。いわゆるユニク・アーシス協会、ＵＥ協会のメンバーよ」

「ＵＥ協会？」

　ウー捜査官はいったん水槽に頭まで沈しずめ、ぶくぶくと口から泡あわを吐はきだした。

「おめえもアーシスだろ。アーシスさまはどんな人種より偉えらい、どんな人種より格かつ好こういい、どんな人種より賢かしこい。だから、バカな異い星せい人じんの上に君くん臨りんする義ぎ務むがあるんだ、バカな奴らはバカだから、少しぐらい乱らん暴ぼうに扱あつかわないと分からないんだ、アーシスの邪じや魔まをするなら殺してしまった方が価か値ちが出るんだ──そういう連中さ。政せい治じ家や実業家にうじゃうじゃいやがる。帝国万ばん歳ざい、アーシスの皇帝万歳ってな」

「……」

「俺は、アイゼンシラーを殺したのは反アーシス組そ織しきの連中だと思ってる。あのケイダ人のガキはそいつらに操あやつられてたに違ちがいねえ。ギロチンに送られて証しよう拠こ隠いん滅めつって寸すん法ぽうだったのに、逃げられちまったから、口くち封ふうじに殺し屋が来たってわけさ」

　得意げにウー捜査官は自説を披ひ露ろうした。高知は控ひかえめに、

「トプテル・シギを襲おそったのは四人ともアーシスでしたけど」

「なにイ？　ばかやろう、そういう大事なことは最初に言え！」

　理り不ふ尽じんに怒ど鳴なられ、高知は首をすくめた。ウー捜査官はぶつぶつと、ああでもないこうでもないと一人で議ぎ論ろんし始める。高知は大人しく待っていたが、結論がなかなか出ないので、

「あの、ところで、メモにあった『大いなる力』ってのはなんですか」

　また怒おこられないよう、控えめに尋ねる。同じことをＲセシルに調べてもらっているが、とんと連れん絡らくが来ない。銀ぎん河が皇こう女じよの端たん末まつたる彼の性せい能のうはそんなに悪いはずないと思うのだが、手間取っているようだ。

　ウーは顔をしかめた。そうするとガマ口財ざい布ふによく似にていた。

「そいつは俺も気になったところだ。どこかで聞いたことあるんだが」

「本当ですか」

「ばかやろう、そんな陳ちん腐ぷな名前、石投げりゃ当たるほど落ちてらあ。ふん、アイゼンシラーが恐きよう怖ふしてただと？　ちょっと待て」

　べらんめえ口調でウーは高知を叱しかりつけると、一対ついのヒゲの先せん端たんを水面に突つき立てた。それを直径にして水面に光の円が生じ、文字が浮うかび上がる。「回線接せつ続ぞく」とある。どうやら彼のヒゲは通信システムを組みこんであるようだ。

　円の中に狐きつね面づらの毛深い男が映うつしだされた。毛を剃そり、瞬まばたきしない目をうまくごまかせたら、アーシスにもこんな男はいそうだ。テレサ人である。

　相手は用心深く辺りを窺うかがいつつ、小声で、

「どうした、捜査官。なにか新しん展てん開かいか」

「よう、ヤパ。ちょいとおめえに聞きたいことがあってな」

「早くしてくれ、外が騒さわがしい。そろそろここを移い動どうする」

　ヤパと呼よばれた相手は口早に言う。大分焦あせっているようだ。ウーは高知を見た。

「ドーバ星鉱こう山ざんの労組委員長代理だ」

「おい、誰だれか近くにいるのかっ」

「俺の助手だ、心配するな。おめえ、『大いなる力』ってのを知ってるか。アイゼンシラーがえらく気にしてたらしいんだが」

　ヤパはひどく神しん経けいを尖とがらせていた。一いつ刻こくも早く通信を切って逃げだしたいと言わんばかりに、腰こしを浮うかせながら、

「そいつはアレだろ、スニャフが洩もらしてたヤツだ。『大いなる力』がありゃあ、アーシスなんか一気に叩たたきのめせるのにって」

「なんだ、そりゃあ」

「だから伝説だよ。とてつもない兵器だかなんだか知らないが、宇う宙ちゆうのどこかにあって、そいつを手に入れれば宇宙を支し配はいできるって話だ」

　ヤパ自身は伝説など信じていないらしく、どうでもよさそうに遠くを覗のぞきこみながら説明した。陳腐な名前にふさわしい、陳腐でありきたりな伝説だ。市場を左右する神の手のようなものを考えていた高知は、拍ひよう子し抜ぬけした。

　だが、ウー捜査官は引っかかるものを感じたらしく、

「そいつはどこの伝説だ？」

「知らん、スニャフがどこかの大会で吹きこまれてきたんだ。俺は、上に立つ奴やつが現げん実じつから目を逸そらすようになったらおしまいだって、怒鳴ったんだ。見ろ、スニャフの野や郎ろう、あんなつまんねえ死に方しやがって。おかげで俺まで逃げ隠かくれしなくちゃなんねえじゃねえか。おい、俺はいつまで逃げてりゃいい？」

「ばかやろう、だから捜査局が保ほ護ごするって言ってるだろうが」

「俺は山のみんなを見み捨すてる気はない。早く解かい決けつしてくれ。じゃあな、また連絡する」

　慌ただしくヤパは通話を切った。ウーのヒゲが水面から離はなれると、光の円も消しよう滅めつする。

「と、いうことだ」

「はあ……」

「俺も思いだしたぜ。何年かに一度、おんなじ噂うわさが流れるんだ。怪かい談だんみたいなものだな」

　つまらなそうにウーは水しぶきを上げてみせた。

「おめえは生まれてねえだろうが、三十年ぐらい前にジマ星って惑わく星せいが破は壊かいされてな。表向きは抗こう争そうに巻まきこまれたことになってるが、『大いなる力』を手に入れようとした連中の仕し業わざだって噂が、まことしやかに流れてるわけだ。あれ以来だな」

　ジマ星。高知はぎくりとした。その名をここで聞くとは思わなかった。

「そのジマ人が『大いなる力』を持ってたんですか？」

「ばかやろう、持ってたら今ごろは帝国がひっくり返ってらあ。つまんねえ妄もう想そうだ」

「でも、アイゼンシラーはその噂を信じてたということですよね？」

「ああいう連中は頭のネジが飛んでるからよ。常じよう識しきじゃ計れねえ」

　この場合の「常識」はアーシスの常識に拠よるが、ウーがそれを意図した皮肉だったのかどうかは分からなかった。

　もし、ジマ人が「大いなる力」を持っているとアイゼンシラーが信じていたら、そしてトプテルがジマ人だと知っていたら、恐怖しただろうか。だから、トプテルと会うことにした。力を渡わたすよう話を持ちかけるつもりだったのかもしれない。

　だが、逆ぎやくに殺されてしまった。それを脅きよう威いと判はん断だんしたアイゼンシラーの仲間が、トプテルを殺しにきたのでは？

　考えこむ高知に、ウー捜査官は不ふ機き嫌げんそうにヒゲで水すい槽そうを打ちつけた。

「ばかやろう、考えこむんじゃねえ。答えがすぐに出ねえときは、まだ情じよう報ほうが足りねえんだ。若わかいうちは足で考えろ。とっとと行け、俺はしばらく陸生に戻もどれんから、考えといてやる」




　屋上を下りた高知は廊ろう下かの隅すみに隠かくれ、通話を入れた。もちろん相手はケイマリリだ。

　三回コールののち、相手が出る。

「……高知？」

　囁ささやくようなケイマリリの声。高知は一いつ瞬しゆんで耳みみ朶たぶまで紅こう潮ちようした。音声だけで画が像ぞうを送ってなくてよかった。

「ケイマリリ？　ごめん、さっき急に切れちゃって」

「ううん、平気よ。高知、なんだかとても遠いところにいるみたいな声だわ」

　彼を気き遣づかう言葉に、高知はますます焦った。ケイマリリはまだ彼がタヅ星にいると思っているのだ。

「えっと、実は事じ故この相手が、危き篤とくの友だちのとこに行く途と中ちゆうだったんで、一いつ緒しよに来てるんだ」

「まあ……それで急いで事故を起こしたのね。お友だちの様子はどうなの」

「うん、予よ断だんを許ゆるさなくて……だから、もうちょっと時間がかかりそうなんだ。ぼくから約束したのに、本当にごめん……！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、高知。あなたらしいもの」

　ケイマリリが控ひかえめに笑う気配がしたので、高知は安あん堵どした。

「人が困こまっているのを見ると放っておけないものね、あなたは」

「そんな大たい層そうなもんじゃないよ……強く自じ己こ主しゆ張ちようできないだけで」

「謙けん遜そんするのは悪い癖くせだと思っているけど」

　窘たしなめられて、高知はまた別の意味で顔を紅潮させた。

「ごめん」

「私はあなたの優やさしさを利用したわ」

「そんなことないよ……もっと、君はぼくを利用していいんだ」

　最後の方はごにょごにょと、自分でもはっきりしない言葉が口の中で尻しりつぼみになってしまった。

　どう取りつくろったらいいか分からない、だが、このままがずっと続いてほしいような、わずかな沈ちん黙もくが流れた。高知は動どう揺ようした。前の通話の最後、彼の告白はケイマリリに届とどいたのだろうか。今までの会話からは推すい測そくできない。悪い方にも都合いい方にも推おし量はかれてしまう。

　沈黙を破やぶったのはケイマリリだった。

「どうしたの。元気ないみたい」

「いや……ちょっと疲つかれてるだけだよ。君の声を聞いて、元気が出てきた」

「嬉うれしいことを言ってくれるわ。本当に、なにか私で役に立つことはない？」

「うん……そうだ、ケイマリリ、皇こう帝てい家について詳くわしいよね」

「ええ。どうしたの、急に」

　突とつ然ぜんの話題転てん換かんにケイマリリが不思議そうに聞き返した。高知は慌あわてて補ほ足そくする。

「詳しくは言えないんだけど、今、ＡＰ鉱こうについて調べてるんだよ」

「あら、課題？　熱心ね」

　くすくすとケイマリリが笑った。高知もつられて頰ほおを緩ゆるめたが、彼女には見えていないのだと思いだし、顔を引き締しめる。

「あのさ……ウレイク皇帝と、ナオシスタ皇こう女じよって、仲悪いのかな」

「悪いわ」

「えっ」

　ケイマリリの即そく答とうに高知は思わず驚おどろきの声を上げてしまった。すると、端たん末まつの向こうの彼女が再ふたたび笑う気配があって、

「答えてほしくない答えがあるなら、質しつ問もんなんかしないことよ」

「ご、ごめん」

「私がしているのは派は閥ばつとしての話、ＡＰ鉱の話だと思ったから。皇帝と姪めい皇女個こ人じんの話じゃないわ」

「派閥があるのかい？」

「ウレイク皇帝は平和主しゆ義ぎ者しやだから、拡かく大だい政せい策さくの続行を望む重じゆう鎮ちんからは煙けむたがられているのよ。特に前の皇太子は交戦派だったから、彼を偲しのぶ声も多いの」

　高知は眉び宇うをひそめた。先の皇太子はナオシスタの父親で、ウレイク皇帝の異い母ぼ兄だ。

「でも、前の皇太子が亡なくなってから、十五年経たってるんだろう？」

「だから、ナオシスタ皇女に白羽の矢が立っているのよ」

　ケイマリリもその話には不ふ快かいを感じているようで、声が少し尖とがった。

「マグダ皇太子が亡くなられた事じ故こも不ふ審しんな点が多いし、棚たなぼた式に即そく位いしたウレイク皇帝は正せい統とうでないとして、ナオシスタ皇女を皇帝にという声もあるわ」

　つまり、平和を錦にしきの御み旗はたにして譲ゆずらないウレイクより、十歳さいの子こ供どもでしかないナオシスタの方が御ぎよしやすい、ということか。高知はケイマリリに感づかれないようため息をついた。自分たちが操あやつられやすい立場にいるからこそ、あの二人は常つねに相手を確たしかめあっているのだ。たった二人しかいない家族なのに。

（待てよ……）

　ウー捜そう査さ官が話していたＵＥ協会なら、ウレイク皇帝よりナオシスタを擁よう立りつするのではないだろうか。そうやって彼女に資し金きんが集まってきたら、皇帝の派閥はいい顔をしないだろう。

　そこでようやく高知は合点がいった。

　ナオシスタが言っていた、いちばん得していちばん損そんすること。純じゆん粋すいに利り益えきが上がって得することと、その為ために皇帝派から睨にらまれて損をすること、だ。これが元でますます叔お父じ皇帝と引き離はなされることに、少女は怯おびえているのだ。

（あのとき、ぼくたちはなんの話をしていた？　そう、ガド・ハイダがアイゼンシラーを殺す理由だ）

　トプテル・シギはともかく、ガド・ハイダ・ウルテンがアイゼンシラーを殺したとしたら、その理由はＡＰ鉱こうの高こう騰とうを抑よく制せいする為だ。親愛なる皇女の為に──そうナオシスタは結けつ論ろんづけたのだ。

　トプテルはガドではない。だが、洗せん脳のう教育で人じん格かくが分ぶん離りしていたとしたら、もう一方の見知らぬトプテルはガドの記憶を持ち、行動を起こしたのかもしれない。彼が自らホテルに行き、アイゼンシラーに会っているのは事実なのだから。

（となると、やはり真しん犯はん人にんはトプテルということに……？）

　高知が唸うなっていると、ケイマリリが心配そうに、

「高知？　聞こえている？」

「き、聞こえてるよっ」

　ケイマリリがいることをすっかり失念していたことに驚おどろき、高知は声が裏うら返がえってしまった。ワンテンポ間が空き、ケイマリリが声を上げて笑う。まったく、穴あながあったら入りたい。

「なにか難むずかしい勉強をしているのね」

「ごめん、なにも説明できなくて」

「いいのよ。私たち捜査官訓練生だもの、機き密みつは厳げん守しゆよ。手伝うのは吝やぶさかでないわ」

「ありがとう……」

　そこで、再ふたたび会話が途と切ぎれた。事じ件けんについて考えていた間は忘わすれていたことを思いだしてしまう。

　あの告白は彼女の耳に届いたのだろうか。

　口を開き、だが勇気がなくてなにも言えず、もじもじと足を動かす。あのときの勢いきおいはどこに行ってしまったのだろう。

「あの、ケイマリリ」

「なあに？」

「ぼくは……ぼくは、その……た、卵たまごを……」

　卵、と言ったところで脳のう裏りにマヤパンのカエル姿すがたが浮うかび、高知はどっと脱だつ力りよくした。自分の想そう像ぞうに挫くじけてどうするのだと叱しつ咤たしたが、その前にケイマリリが、

「ごめんなさい、高知。実家の迎むかえがきたわ」

「えっ！　も、もう行っちゃうのかい？」

「引っ越こしの準じゆん備びを手伝ってもらうのよ。じゃあ、またね」

　忙せわしなく通話が切れる。高知は壁かべに頭を打ちつけて自分の不ふ甲が斐いなさを呪のろった。ああ、まったく、どうして勇気が出ない！

　やっぱり通信ではだめだ、会って伝えなければ。高知は気合いが入るよう肩かたをいからせ、仮か眠みん室しつへと向かった。さっさと結けつ論ろんを出してタヅに戻もどらなくては！

「ナオさま、トプテルの寮りように行きますよ！」

　意気揚よう々ようドアを開けて、

「……あれ？」

　狭せまい仮眠室には誰もおらず、肩すかしを食くらう。

「ナオさま？　マヤパン刑けい事じ？」

　隠かくれるところもない部屋だ。高知は廊ろう下かに出た。薄うす暗ぐらい廊下には誰もいない。隣となりの部屋の明かりがドアからこぼれていたが、しんと静まり返っている。

　高知が戻ってこないので、二人で先に行動を開始してしまったのだろうか。まさか。

（いや、あの二人ならやりかねないぞ）

　常じよう識しき外れの人間が二乗だ。高知は頭が痛いたくなった。きっと「いいぞいいぞ」と軽いノリで行ってしまったに違ちがいない。その情じよう景けいすら目に浮かぶ。

　ベッドのぬくもりを確かく認にんしようとして、メモに気づく。案の定、そこには「トプテルに会ってくる。心配するな」というメッセージがあった。おそらく皇こう女じよの筆だ。

「まったく……」

　捜さがすのも手間なので、高知はハシリスクのＲセシルに連れん絡らくを取ることにした。彼ならすぐ皇女の居い場ば所しよが分かるだろう。教えられた番号に通話する。

　だが、回線は開かなかった。

「あれ？」

　出てもらえないのではなく、最初からつながらない。もしかして間違ったチャンネルを教えられたのだろうか。

　高知の胸きよう中ちゆうに不安がよぎった。その視界の隅すみ、ベッドの下になにか落ちていることに気づく。それを拾って、高知は不安が的中したのを呪のろった。

　ナオシスタの魚ぎよ紋もんペンダントだ。それを握にぎりしめると、部屋を飛びだした。




　　　　※




　銀ぎん河が帝てい国こく帝都惑わく星せいオリシス、帝国中央議会議事堂──




　広大な帝国全土の行く末を諮はかる国こく策さく会議が二度目の休きゆう憩けいに入り、若わかき青年皇こう帝ていウレイクは控ひかえの間にこもって、一人で黙もく々もくと食事を取っていた。

　元々の造ぞう作さくはいいので、肖しよう像ぞうにすれば精せい悍かんでそれなりの格かつ好こうがつくものの、動きだすと途と端たんにボロが出る。無ぶ遠えん慮りよに食事している姿は、そこら辺にいる二十六の若わか造ぞうに過すぎなかった。十五まで王位継けい承しようとは無む縁えんな生活を送っていたときそのままだ。

　陰かげで威い厳げんがないだの、不ふ適てき格かくだの、いろいろ言われていることは知っていたが、当人は至いたって気にせず、自分の好きなようにふるまっていた。どうせ寄よせ集め帝国の棚たなぼた玉ぎよく座ざだ、威厳もしきたりも格かく式しきも糞くそ食らえだ。

「陛へい下か。お食事中失礼します」

　顔見知りが部屋に入ってきた。ウレイクと同年代のアーシスの姿をしているが、実じつ際さいは発光不定形生命たるヨガマ人、グオ・ウフディポゴテンだ。コミュニケーションを円えん滑かつにする為ため、議事堂にいるときは擬ぎ態たい映えい像ぞうを体にまとっているのだ。ときおりノイズが走って体の輪りん郭かくがブレるので、それと分かる。

　ウレイクはフォークを握にぎった手を上げ、側近に声をかけた。

「よう、グオ。どうだい、一いつ緒しよに食事でも」

「いえ、遠慮させていただきます。何度も申し上げてますが、我われ々われは食事は非ひ常じように個こ人じん的なものであると認にん識しきしております。会食なんて鳥とり肌はだが立ちます」

　慇いん懃ぎんながら失礼極きわまりない放言を吐はくグオ。ウレイクは笑った。

「アーシスは食事をともにすることで、お互たがいを理り解かいした気になる生き物なのさ。で、その鳥肌が立つ光景をわざわざ眺ながめに来たのかい？」

「ナオシスタ殿でん下かのことです」

　愛あい想その一つもなくグオは言った。

「コチカスラワに行かれたようです」

「みたいだねえ。やめとけと言ったんだけど、あれも言いだしたら聞かない」

　姪めいが自分の言葉に背そむいたのが実に嬉うれしそうに、ウレイクは答えた。

「そろそろ反抗期かな？　大体おまえたちがあんなグラマーなロボットを影かげ武む者しやにするからだぞ、ナオシスタが怒おこるのも当然じゃないか。俺おれは貧ひん乳にゆうが好きなのに」

「そんなことを言うから、ロリコンだの変へん態たいだのと噂うわさが立つんです」

　ぴしゃりとグオは切って捨すてた。

「ガド・ハイダ・ウルテンの記憶を継つぐ者を助けにいかれたのは知っています。しかし、殺人の容よう疑ぎがかかっていて、しかも被ひ害がい者しやがＵＥ協会のメンバーだったのは問題です」

「ナオシスタがＵＥ協会と接せつ触しよくしているとでも？　おまえたちは気を回しすぎだよ、ナオは政せい治じになんか興きよう味みを持ってない。実は俺も持ってない」

　ウレイクは手をぴらぴらと振ふってみせた。グオが口元を歪ゆがめる。

「あなたやナオシスタ殿下はそのつもりでも、周囲は決してそう見てはくれないということです。皆みな見たいように見る、この際さい事実は必要ないのです」

「俺とおまえもいいように噂されているそうだよ。いやだねえ」

「最近、再ふたたび『大いなる力』の噂が流れているようです」

　ウレイクの指し摘てきをあっさりと無む視しして、グオは続けた。皇帝は大おお仰ぎように首を傾かしげて、

「大いなる力？　はて？」

「ジマ人のアレです」

「あー、兄上が仰おつしやっていたアレか。なんだ、その手て垢あかまみれの名前は。兄上は『知の至し高こう』と呼んでいたぞ。あの人は少し文学的なところがあったよね。それなのに、自ら戦せん艦かんを馳はせて戦っていたなんて、妙みような人だったよ」

　彼は目を細めて、故こ人じんを懐なつかしむそぶりをした。

「ＵＥ協会が欲ほしがっているのかい？　また無意味な。ツアオぐらいならあれがなにか知っておるだろうに」

「敵の手に渡わたるくらいなら、永えい遠えんに失ってしまおうというつもりかもしれません。トプテル・シギは殺されかけました。ナオシスタ殿下が助けられたようですが、皇女殿下こそが『大いなる力』を欲してると、『誤ご解かいする』輩やからもいるかもしれません」

　冷たく伝えるグオにウレイクは肩かたをすくめた。

「いやだねえ、みんな人を利用しようとして。そんなに俺とナオを仲なか違たがいさせたいのかね」

「それというのも、あなたがいつまで経たっても結けつ婚こんをせず、世よ継つぎも作らないからです。だから、愚おろか者どもがよからぬことを企たくらむのです」

　擬態映像ながらグオはきちんとまなじりを吊つり上げてみせる。それまで芝しば居いがかった仕草で笑い飛ばしていたウレイクも、さすがに疲つかれてきたようで、フォークを皿に置いてげんなりと頰ほお杖づえをついた。

「俺は結婚なんかしないよ。父上の後宮だけでもうこりごりだ。男の争いは間ま抜ぬけだけど、女の争いは醜みにくくて容よう赦しやないぞ。ピンポイントでいちばん重要なところを攻こう撃げきしてくるからな。おかげで俺が皇帝なんかになる羽目になった」

「なったからにはお役目を果たしていただきます」

「俺はナオさえいればいいよ。ナオを皇太子にすればいい。ああ、早くナオに会いたいなあ。必死に俺を愛してくれるから、可愛かわいいんだ」

　また遊び癖ぐせが復ふつ活かつしたらしく、うっとりと手を組んでウレイクは言う。グオはおのれの主君を睨にらんだ。

「そうして、アーシス至し上じよう主しゆ義ぎ者しやどもに帝国を食わせろと？　我われ々われはあなたを信じて、ついていく覚かく悟ごを決めたんです。もっとしっかりしていただかないと」

「だから、ちゃんとやっただろう？　五銀ぎん河が友好条じよう約やくも結んだし、ＵＥ協会とやらもじきに駆く逐ちくする。そうだろ、グオ特とく殊しゆ警けい察さつ長官」

　ウレイクが目を細め、薄うすく笑った。グオは口元を引き締しめると、敬けい礼れいした。




　　　　※




　ヌエイ警察署しよの仮か眠みん室からかき消えたナオシスタは、案の定、マヤパンと二人で夜の山道を歩いていた。

　眠ねむりこんでいた彼女を起こしたのはマヤパンだった。彼の掌てのひらの冷たい感かん触しよくに起こされたのだ。

　マヤパンが言うには、

「あのね、トプテルが会いたいって連れん絡らくが来たよ。捕つかまりたくないから一人で来てほしいって」

「高知はだめか？」

「うん。捜査局は怖こわいって」

「そうか」

　ナオシスタは立ち上がった。行かないわけがない。

　ただ、高知に黙だまっていくことには、彼女自身意外なほど抵てい抗こう感があった。

「高知はどこじゃ。一言断ことわっておかないとまずいであろう」

「えー、どうかなあ」

「私たちがいなくなったら、高知は大おお騒さわぎして警察を動員するかもしれんぞ。そうなったら、トプテルとおちおち話してもいられんだろう」

「うーん、そうだねえ。でも、高知訓練生、長通話してたよ。あとにしてあげた方がいいんじゃないかなあ」

「長通話？」

「うん。恋こい人びとにだと思うよー。でれでれしてたもん」

　ケイマリリにだ。ナオシスタはピンときた。恋人などという立りつ派ぱなものでもなさそうだが、あのサカンダールの姫ひめに通話をしているに違ちがいない。マヤパンの言う「でれでれ」した様子が脳のう裏りに浮うかんで、ナオシスタは渋じゆう面めんになった。

「……高知はバカじゃ。必死になって生身を取り戻もどそうとして、それをサカンダールの姫に捧ささげようとしておる。本当にサカンダールの姫が高知を愛しておったら、結けつ婚こんなどせんだろうに。結婚を了りよう承しようしたら、それは愛などないということじゃ」

「そうなの？」

　話が理解できているとも思えないが、マヤパンが聞き返す。ナオシスタは彼に答えるというよりも、自分自身に言い聞かせるように頷うなずいた。

「そうじゃ、異い星せい人同士の結婚とはこと難むずかしいのじゃ。価か値ち観も生活環もまったく違うのだから。同族ならばなんの支し障しようもないのに、わざわざ難しい選せん択たくをしおって」

「じゃあ、高知訓練生はナオと結婚すればいいね」

　あっけらかんとマヤパンが言って、ナオシスタは顔を一気に紅こう潮ちようさせた。

「わ、私は関係ないことじゃっ。アーシスなどいくらでもいるのだし」

「だって、ナオは高知訓練生のこと好きでしょう」

「好きと気に入っているはアーシスでは意味が違うのだっ」

　素す直なおにそう答えてから、ナオシスタは合点がいった。

　高知に黙っていくことに抵抗感があったのは、彼に嫌きらわれたくないからだ。

　きっと自分でも想像している以上に、高知のことを気に入っているのだろう。高知には打算がない。彼女が皇こう女じよであることを利用しようなんて考えてもいないし、権けん威いに盲もう従じゆうしているわけでもない。セシルやルーヤたちのように唯い々い諾だく々だくというのともまた違う。時折相手が皇女だと忘わすれているようでもあるし。

　だから、気に入っているのだ。ナオシスタは高知を連れてきたことに満足した。むろん彼を踏ふみ殺したことなんか、あっさり記き憶おくの海の底まで沈しずめてしまったが。

「第一、高知はケイマリリにプロポーズするのだし」

　プロポーズ。その言葉に再ふたたびナオシスタは口を曲げた。ひどくざらつく、口触ざわりの悪い言葉だ。

「……そうだな、プロポーズの邪じや魔まをしても悪いであろう。行くぞ、マヤパン」

「行こー」

　それでも、一言ぐらいあるべきだろうと、ナオシスタはメッセージを書き、そうしてマヤパンと二人でこっそりと警察署を抜ぬけだした。

　夜も更ふけた町は静まり返っていた。居い酒ざか屋ややレストランはまだ開いていて、明かりとともに楽しげな声や物音が通りに洩もれていたが、それも二、三軒げんだけだ。小さな町の夜は早い。

　人気のない通りを抜け、鉱こう山ざんへと続く道を行く。途と中ちゆう、本道を外れて草木の生い茂しげる山道へと踏ふみ入った。

　コチカスラワは開かい拓たくされてから百年足らずの若わかい星だ。それ以前は生せい態たい系けいのない惑星だった。植しよく生せいは地球系を中心に植林されたもので、森も完全には育っていない。動物界のバリエーションも少なく、虫の鳴き声がわずかに聞こえるが、鳥などの声は聞こえなかった。生命の乏とぼしい静けさは、静せい寂じやくというよりも虚うつろと言った方が的てき確かくだ。

　それは不思議な感覚だった。無と密みつの中間、あるけれどない世界だった。まるで書き割わりのような空くう虚きよさ。

　その証しよう拠こに、闇やみが怖こわくない。二つの衛えい星せいの光でほの明るいせいだけではないだろう。

（離り宮きゆうを一人で歩いているときほども怖くないな）

　そう思うと楽しくなってきて、ナオシスタは浮かれながらなだらかな山を登った。高知を置いてきた後ろめたさも、また楽しさに一味を添そえていた。

「こっちこっち」

　マヤパンは木の柵さくで塞ふさがれた坑こう道どうの入り口へとナオシスタを連れていった。廃はい坑こうだ。

「なんじゃ、もう採さい掘くつできなくなった山があるのか」

「ここは試ためし掘ぼりなんだって」

　二人は柵の下の隙すき間まをくぐり、真っ暗な坑道に潜せん入にゆうした。ライトで照らしながら、円形のトンネルを奥おくへ向かう。

「鉱脈が見つかったら、上から山を削けずってくんだよ。すごいんだよ、渦うずがぐるぐるで」

　マヤパンが嬉き々きと説明する。固有生態系がないから、坑道なんて面めん倒どうな真ま似ねをせずに山を端はしから削けずっているらしい。ＡＰ鉱はなにより価か値ちのある物質なので、たとえ星が変形しても、ついには表ひよう層そうが剝はがされ星として存そん続ぞくできなくなっても、採掘は続けられるだろう。それが帝国のやり方だ。

　ナオシスタは顔を上げた。坑道の奥おくに人ひと影かげが見えたのだ。

「ガドか？」

　彼女は歩を速めた。が、相手がライトをつけ、照らしだされた顔がトプテルでないことに失望する。

「残念だったわね、お姫ひめさま」

　相手が紅あかの乗った唇くちびるで笑った。その顔に見覚えがあった。

「トプテルと一緒にいたトールノ人ではないか。トプテルはどうした？」

「ここにはいないわ」

　素そっ気なく答える彼女に、ナオシスタはさらに落らく胆たんした。会いたいと言っておきながら、途中で気が変わったということか。

「知っておるぞ、トールノ人」

「あら、なにを？」

「……いや、知っておるだけだ。おまえはトプテルの仲間か」

「そうね。運命共同体だわ」

「そうか」

　ナオシスタは瞼まぶたを伏ふせた。

「現げん世せのトプテルには現世の仲間がおるのだな」

　ならば、過か去こに過すぎない自分がまた仲間になれと強要するわけにはいかない。ガドはトプテルになったが、トプテルはガドではない。そういうことだ。

「では、おまえからトプテルに伝えてほしい。これで私がトプテルに関かかわるのは最後だ」

　私にだって新しい仲間がいるのだから。そう心の中でつけ足す。

　トールノ人が顎あごで先を促うながす。なにやら高飛車な女だと思いながら、道々ずっと考えてきた言葉を口にした。

「助けが要いるなら助けてやる。私にはその力がある、黒も白になる。ただし、これっきりだ。そう伝えてくれ」

「ふん、銀ぎん河が皇女っていうのは本当らしいわ」

　了りよう承しようする代わりにトールノ人は吐はき捨すてるように言った。

「成長が止まる病気なの？　近光速飛行でもしたの？」

　その言葉にナオシスタは目をぱちくりとさせた。

「なんじゃ、私のことを知っておったのか。ガドから聞いたのか？」

「あんた、マヤパンのことバカだと思ってるでしょ」

　振ふり返ると、マヤパンがなぜか嬉うれしそうに目を細めて笑っていた。確たしかにマヤパンの前で、銀河皇女らしい話をしたかもしれない。はっきりとは覚えていないが、彼相手なら聞かれても不都合ないと思いこんでいた節がある。

「そういえば、そうかもしれん」

「はっきり言うんじゃないわよっ」
















「それはすまなかった。では、トプテルに伝えてくれ、私は帰る。仲間が待っておるでな」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　身をひるがえしたナオシスタの腕うでを、トールノ人が慌あわてて摑つかんだ。彼女は首を傾かしげた。

「なんじゃ？」

「なんじゃって、あんたを呼びだしたのはこのあたしよ、あたし！」

「トプテルとの仲をとり持ってくれるのか？　でももういいのだ、過去は過去に過ぎん。ではさらばじゃ」

「だからさらばじゃないわよ！」

　癇かん癪しやくを起こしてトールノ人が喚わめく。その甲かん高だかい声が坑こう道どうに反はん響きようして、ナオシスタは顔をしかめた。マヤパンも耳──耳があるのか分からないが、頭を押おさえて、

「エイミ、わんわんこだまがするよ。痛いたいよ」

「エイミ？　こやつがおまえのエイミか」

「うん」

　マヤパンが大きく頷うなずいた。エイミが怒いかり心頭で壁かべを叩たたく。

「マヤパンの、ってどういう意味よ！　あたしがこいつの面めん倒どう見てやってるのよ！」

「分かったからそう怒ど鳴なるでない、耳が痛いぞ。して、私になんの用じゃ？」

「あたしたちはあんたを誘ゆう拐かいしたのよっ、ナオシスタ皇こう女じよさま。まだ分からないの、頭の中身も子こ供どものままなわけ？」

「誘拐」

　ナオシスタはオウム返しに言った。はて、自分からここに来たつもりだが、いつの間に誘拐されていたのだろう。

　マヤパンを振り返ると、彼も逃げ道を塞ふさぎながらこくこくと頷く。ナオシスタは当とう惑わくした。

「それは困こまった」

　ナオシスタは腕を組んで唸うなった。それから、マヤパンを見て、

「こら、マヤパン。おぬし刑けい事じなのに誘拐などしてどうする」

「刑事の方が誘拐しやすいよ？」

　悪びれもせず、しかもピントのずれた返事をするマヤパン。やっぱり頭のネジが一本ずれている。ナオシスタは呆あきれた。

「なんじゃ、誘拐する為ために刑事になったのか」

「ううん、刑事になって内ない部ぶ情じよう報ほう探る為だよー。その方が活動しやすいし、逃げやすいし」

「あたしたちは反帝てい国こく組そ織しきオデッサのメンバーよ」

　これ以上は二人の気が抜けた会話に我が慢まんしていられないと、エイミが話に割りこんだ。

「オデッサ？　聞いたことないぞ」

「昔はそれなりの勢力だったのよっ。そんなことより、あんたはあたしたちに誘拐されたの。分かったわねっ」

「うむ、分かった。しかして、なにが目的じゃ？　金か？　自由か？　仲間の解かい放ほうか？　主しゆ張ちようを訴うつたえたいのか？」

　滅めつ多たにない経けい験けんに、ナオシスタはおもしろくなって矢や継つぎ早ばやに尋ねた。これが本当に悪党相手だったら、彼女ももっと別の対たい応おうをしただろうが、マヤパンを見るかぎり少々楽しんでもよかろうと判はん断だんしたのだ。少し言葉を交かわしてみて、エイミもひどいことはできなそうなタイプだと分かる。

　それに、誘拐は常つねに想定している事じ態たいだ。いざとなればＲセシルを呼べばいい。

　案の定、エイミは面食らって、

「ちょ、ちょっと待ちなさい、主しゆ導どう権けんはこっちにあるのよっ」

「それはすまんな。ちと舞まい上がっているようだ」

「あんたね、ちょっとは怯おびえなさいよ。あたしたちはね、非ひアーシス種族の地位向上を訴うつたえたいのよ」

「ほう？」

　興きよう味みをそそられて、ナオシスタはエイミを期待に満ちたまなざしで見つめた。

「アーシスでない種族は虐しいたげられてるの。種族は平等だとか言いながら、完全な種族差別ができあがってるのよ！」

「ふむふむ」

「二流、三流市民はろくに仕事にもつけず、結けつ婚こんは忌いまれて、公こう職しよくに就つくなんて夢ゆめのまた夢。こんな状じよう況きようを許ゆるしてはおけないわ！」

「ほうほう」

「帝国の上じよう層そう部ぶは利り権けんを貪むさぼる輩やからばかりで、真実の問題なんて見向きもしない！　あたしたちは今こそ立ち上がるわ！　真の平等な国家を築きずく為に！」

「うむ、すばらしい」

　エイミの熱ねつ弁べんにナオシスタは心から感かん嘆たんして拍はく手しゆした。思わぬ称しよう賛さんにエイミは鱗うろこを反らせる。

「な、なによ、おだてても無む駄だよ」

「いや、まさにそれは帝国の問題点じゃ。よくぞ提起してくれた。それをそのまま訴状にするがよい、私が皇帝にじきじきに届とどけてやろう」

「あら、本当？　だったらついでに、皇帝に退たい位いして主権を国民に譲ゆずるよう、説得してちょうだい」

「いや、それはダメじゃ」

　勢いで約束させようとしたようだが、ナオシスタは真顔で断ことわった。

「叔お父じ上うえは皇帝だからこそ格かつ好こういいのじゃ。皇帝でなくなったら、無む駄だ飯めし食いのただの未み熟じゆく者ものになってしまう」

「あんた、けっこう辛しん辣らつね……」

「私ならいつでも退位してもいいのだがのう。うまくいかないの、世の中は」

「勝手にまとめるんじゃないわよ！　あたしたちはあんたを誘拐して、皇帝に退位を迫せまるの！」

「それは無理じゃ。気の毒だが」

　実にすまなそうにナオシスタは告げた。エイミがひるむ。

「な、なによ、どういう意味よ」

「私一人で皇帝を退位できると思ったら大間ま違ちがいじゃ。叔父上は承しよう諾だくするだろうが、周りが許ゆるさん。叔父上に薬を打ちこんで監かん禁きんするのが関の山だ」

「……」

「それに、よしんば叔父上が退位したところで、別のアーシスが皇帝になるだけだぞ？　叔父上は融ゆう和わ政せい策さくを取っておるが、ほかの者はどうかのう。今回を機に弾だん圧あつが始まって、ますます悪いことになるやもしれん。悪いことは言わぬ、やめておけ」

　憐れん憫びんたっぷりにナオシスタは忠告した。エイミの薄うす暗くらがりでもはっきりと分かる深しん紅くの髪が逆さか立だつ。体の半ばを覆おおう鱗も逆立ち、本格的に怒らせてしまったとは分かったが、なぜ怒るのかナオシスタには理り解かいしかねた。事実を忠告しているのだから逆に感謝してほしいものだ。

　エイミは手を上げたが、きょとんとしているナオシスタを打つことはできなかったようで、地じ団だん駄だ踏んだ。

「ああ、もう！　やっぱり話しあいなんか無理なんだわ、力が必要なのよ！　『大いなる力』を手に入れて帝国をひっくり返してやる！」

「大いなる力？　おまえたち、正体を知っておるのか」

「えっとね、宇う宙ちゆうを征せい服ふくする力なんだって」

　ここぞとばかりにマヤパンが口を挟はさんだ。そういえばセシルから連れん絡らくが来ないな、とナオシスタは訝いぶかりながら、

「ほう、そんなものがあるのか。どこに？」

「知らなーい。でもね、トプテルが知ってるよ。トプテルは知らないけど、ジマ人が知ってるんだって」

「マヤパン！　あんたはそうなんでもかんでも喋しやべって！」

　聞かれればなんでも答えるマヤパンを、エイミは怒ど鳴なりつけた。ひゃっ、とマヤパンが首をすくめる。

　ナオシスタは数度瞬まばたきした。それから、

「もしかして、昔ガドが言っておった『知の至し高こう』のことか？」

「あんた知ってるの!?　まさか、帝国はもう『大いなる力』を手に入れてたとか……？」

　愕がく然ぜんとするエイミに、ナオシスタは困こまって首を傾かしげてみせた。

「いや……あれは……」

「エイミ、危あぶない！」

　ナオシスタの声を破やぶってマヤパンが叫さけんだ。いつもとは打って変わった鋭するどい声にナオシスタもエイミも面食らうが、マヤパンは全身でエイミに体当たりを食らわした。エイミが吹ふき飛び、転がったマヤパンの背中を光の線が貫つらぬく。

　じゅっと、有機物の焼ける嫌いやな臭においが広がった。







　　　６　襲しゆう撃げきとファスナー







　廃はいされた坑こう道どうの中で、トプテルは膝ひざを抱かかえ、うずくまっていた。

　襲しゆう撃げき者しやから、そして警けい察さつから這ほう々ほうの体ていで逃にげたはいいが、街かい道どうを封ふう鎖さされて逃げ場を失い、結局坑道に隠かくれるしかなかった。きっとここもじきに見つかるだろう。見つかる前に逃げなければ。山を越こえて隣となり町まちに出て。

　出て、それからどうする？

　殺さつ人じん犯はんで脱だつ獄ごく犯で、しかも誰だれとも分からない連中に命を狙ねらわれている。そんな子こ供どもに未来はあるのだろうか。

　考えれば考えるほどトプテルは絶ぜつ望ぼうした。どうしてこんなことになったか分からない。自分に非はないはずだ。まったく覚えのない殺人の犯人に仕立てた警察がすべて悪いだけだ！

「ちくしょう……」

　トプテルは床ゆかに爪つめを立てた。きりきりと指先を覆おおう爪が軋きしみ、変形しそうになる。

　本当は自分が殺したのかもしれない。

　彼のドッペルゲンガーが、自分の意い志しとは無関係にあのアーシスを殺したのかもしれない。

　いや、本当は分かっている。きっとそうなのだ。

　もう自分が信じられない。そのうちドッペルゲンガーが自分になるのだ。自分はもうすぐ消えてしまうかもしれない。

（だったら、もしかしたら、今ごろドッペルゲンガーの方が捕つかまって、処しよ刑けいされてるかもしれないぜ）

　都合よく事じ態たいを推すい測そくしてみたものの、なんの慰なぐさめにもならなかった。

　こんなことなら、最初の天の助けが降ふってきたとき、人違いでもいいから助けを求めるのだった。後こう悔かいも先に立たない。

　いっそのこと、星外に逃げるか。かなり不安だが、あのエイミを頼たよって。秘ひ密みつ結けつ社しやに入るような思想はないが、エイミとて熱ねつ弁べんを奮ふるっていたもののどこか上うわ滑すべりしていた。誰かの受け売りを喋しやべっているだけだろう。だったら、なんとかなりそうな気がする。

　しかし、その為ためにも「大いなる力」がなにか、思いださなければならない。

（もしかしてあのアーシスも、襲おそってきた奴やつらも、「大いなる力」を狙ってるのか？）

　それに思い至いたったとき、砂すなを踏ふみしめる、じゃり、というかすかな音をトプテルの耳が捉とらえた。彼は腰こしを浮うかし、全身を緊きん張ちようさせた。灯ともしていた携けい帯たいライトを、明かりが漏もれないよう握にぎりしめる。

「……」

　じゃり、じゃり。まだかなり距きよ離りがある。警けい戒かいしながら忍しのび寄よってくるのが分かる。トプテルの耳はひどくいい。この音からして、おそらくは二足歩行のヒューマノイド型だ。

　エイミだろうか。落ちあう場所を指定しておけばよかった。

　それとも、殺し屋か。

　トプテルはゆっくりと、足音とは逆ぎやくの方向に動きだした。初めは相手を窺うかがいながら、次し第だいに速く。

　エイミかもしれない。だが、敵てきの可か能のう性せいもある。だったら逃げる。とにもかくにも坑道の中ではやばい。

　ＡＰ鉱こうがこの星で発見され、各地で試し掘くつが行われた。ヌエイ周辺でも大規き模ぼな鉱こう床しようが見つかり、それに合わせて試掘用の坑道が何本も掘ほられ、それらは複ふく雑ざつに入り組んでいる。その全ぜん貌ぼうを知る者は試掘計画者しかいない。

　トプテルもこの試掘坑道の全貌を知っているわけではなかったが、何度も潜もぐりこんだことはある。大体は見当がつく。

　外へ。外へ出なければ。

　相手の足音が走り始める。トプテルは罵ののしりたいのをこらえた。向こうは彼が逃げだしたのに気づいて、追いかけている！

　坑道は採掘機の形そのままの、直径二メートルの円えん筒とつ状じように延えん々えんと続いていた。ほとんどが一本道だ。まるではらわただ。トンネルが今にも蠕ぜん動どうを始め、彼を押し潰つぶすのではないか──そんな不安がトプテルを駆かり立てる。

　闇やみの中にトンネルの分ぶん岐きが現あらわれた。横を貫つらぬく坑道とＴ字に交わっている。トプテルは逡しゆん巡じゆんした。どっちだ？

　暗闇に光が差し、トプテルはとっさに飛び転がった。間かん一いつ髪ぱつ、彼のいた場所を光線が貫く。

　光を浴びた壁かべが灼しやく熱ねつの色を帯びた。トプテルはぎょっとして、全速力で逃げだす。三秒遅おくれて、膨ふくらんだ壁が爆ばく発はつした。けたたましい轟ごう音おんと震しん動どう、そして、砂さ礫れきに襲われ、彼はすっ転んだ。

「ち、畜ちく生しようっ、ＡＰ鉱に当てやがったな！」

　トプテルは喚わめいた。鉱床としての価か値ちはないが、この辺の山には至るところにＡＰ鉱が分ぶん布ぷしている。エネルギーを照射すれば爆発するのは当然だ。

　未いまだ壁は熱を帯びて赤く光り、トンネルに充じゆう満まんした砂さ塵じんを照らしだしている。一直線のはずの坑道が曲がってみえるのは、ＡＰドライブと同じ作用が起こり、空間が歪んでいるせいだ。あれに巻きこまれたらただではすまない。

　追ってきた相手が激はげしく咳せきこむ。トプテルは本格的に逃げだした。

　あれはエイミの声ではない。そして、彼を殺そうとしている。

　逃げる。闇の中を。

　銃じゆう声せいがして、壁に弾だん丸がんが跳はねる金きん属ぞく質しつの音がした。トプテルは舌した打うちした、歪みの中ちゆう和わ剤ざいを持っていたのか。

　敵はレーザーでは危険だから、銃弾を使う気になったらしい。この暗闇ではライトは格かつ好こうの標的だが、消すわけにはいかなかった。それでも、敵は弾丸銃の扱あつかいはうまくないと見え、弾は掠かすりもしなかった。どちらかというと跳ちよう弾だんの方が危険極きわまりない。

「！」

　前方でトンネルが途と切ぎれ、明るい空間が見えた。出口だ！

　トプテルは坑こう道どうを飛びだし──激しく落らく胆たんした。そこは洞どう窟くつだった。かなり広く、高い天てん井じようには一部穴あなが空いていて、月が覗のぞいていた。洞窟の奥には水が溜たまって行き止まりになっている。

　トプテルは血走った目で洞窟を探った。逃げ道は──ある。しかも六本。この洞窟が試掘のジャンクションになっているのか。

　どれに行くか迷まよっているうちに、今来たトンネルから足音と気配を感じた。とっさに手近の坑道に逃げこんだが、肩かたを撃たれ、トプテルは悲鳴を上げた。転倒しながらもすぐさま立ち上がり、逃げる。

　肩の筋きん肉にくに力を入れ、体たい液えきの流出を減げん少しようさせる。柔じゆう軟なんな彼の組そ織しきは銃弾ごときでは致ち命めい傷しようを負わせることは難しい。知性体や循じゆん環かん中ちゆう枢すうをやられればおしまいだが。

　トプテルは激げき痛つうに顔を歪めた。足音はぴったりとついてくる。脚あしには自信があった。アーシスなどよりよっぽど速いはずだ。なのに、なぜ引き離せない。肉体を強化しているのか。

　このままではいずれ追いつかれる。

（代われ）

　誰かが耳の裏で囁ささやく。同じ声が幾いく重えにも響ひびく。

（代われ、おまえには無理だ）

（俺おれならどうにかできる。その知ち識しきがある）

（早く、死にたいのか）

　ちくしょう、とトプテルは口の中で罵ののしり、その声をかき消した。

（こんなところでドッペルさん出現か？　おまえのせいでこんな苦労させられてるのに、英えい雄ゆう気取りでなに言ってやがる！）

　そう強く念じると、声はいったんは収おさまった。だが、撃たれた右肩が燃もえるように熱くなり、互たがいの脚あしがぶつかってうまく走れなくなると、再ふたたび、

（俺はおまえだ。おまえは俺だ）

（俺は死にたくない。おまえは死にたくない）

（代われ！）

「だ、誰が……っ！」

　明かりが見える。トプテルはヒュウッと隙すき間ま風のような掠れた息を吐き、外に飛びだした。

　が、

「え……っ!?」

　トプテルは愕がく然ぜんとした。なんてことだ、また洞窟に戻もどってきてしまった！

　どこかに分ぶん岐きがあったのだろうか。思い返そうとしたが、意い識しきが朦もう朧ろうとしてきて、うまく記き憶おくをたどれない。左壁を目印に進んできて、注意は散さん漫まんになっていた。

　さっきここに出てきた坑道はどれだ。分からない。記憶が引きだしの奥おくに入ったまま、出てこない。

　銃声とともに脇わき腹ばらをえぐられる衝しよう撃げきが走った。トプテルは膝ひざをつく。足音にも気配にも気づかなかった。もはや辺りを警戒する余よ裕ゆうもなかったのだ。

　這はって逃げるが、目の前に広がるのは黒々とした水をたたえる池だ。その真ん中に桃もも色いろに光る月の姿すがたがある。

　そして、苦く痛つうに歪ゆがんだ自分の顔も。

（トプテル、代われ）

　水に映うつった自分が喋しやべりかける。ちくしょう、こいつがドッペルゲンガーか。同じ顔していやがる。

　トプテルは水面みなもから剝はがすように顔を背そむけた。坑道から黒い覆ふく面めん姿のヒューマノイド型が現れるところだった。

　目が合うと、敵は銃をトプテルの頭部に向けた。

「『大いなる力』はどこだ」

　くぐもった声。だが、発音から分かる、これはアーシスだ。アパートを襲おそった奴やつらの仲間だろう。

　トプテルは脇腹を押さえながら、歪んだ笑みを見せた。

「な……なんだ、てめえも、そいつが狙ねらいか」

「……」

「い、いいぜ、教えてやっても。でも、今は無理だ。俺は、まだ、思いだして、ねえ。それまで、待ってくれよ」

　息を切らしつつ、なんとかそう言う。これは賭かけだった。本当に「大いなる力」が欲ほしければ、彼を殺すはずがない。

　アーシスがトプテルを凝ぎよう視しする。トプテルはわずかな希望を抱いた。

　そして。

「ほかに渡わたってなければそれでいい」

　感情の抜けた声。トプテルは賭けに負けた。全身が凍こおりつく。

　洞窟に銃声が轟とどろいた。




　　　　※




　ナオシスタとマヤパンを捜さがして警けい察さつ署しよを飛びだした高たか知ちは、まだ開いていた居い酒ざか屋やに二人を見なかったか聞いて回った。

　だが、所しよ詮せんは酔よっ払ぱらいどもだ、チビ二人を覚えている者はいなかった。

（まったくあのお姫ひめさまときたら！）

　命を狙われているトプテルに会うことが、どんなに危き険けんか分かっていないらしい。しかも、Ｒセシルとの連れん絡らく端たん末まつを置いていくとはどういうことだ。

（これで誘ゆう拐かいなんかされてみろ、帝てい国こくがひっくり返って大おお騒さわぎだ）

　そして、自分もどうなるのか分からないと気づき、高知は身み震ぶるいした。

（まあ、ルーヤもいるんだろうし──大だい丈じよう夫ぶだって）

　通りを路地から空き家から片かた端はしから調べていた高知が、ルーヤのことを思いだしたところで、

「高知さま」

　わざとじゃないかと思うタイミングで頭上から声がして、高知はゴミ箱の蓋ふたを持ったまま飛び上がった。空を仰あおぐが、建物のひさしが見えるきりで姿はない。

「ルーヤ？」

「はい。残りの一人を捕ほ獲かくしました。町外れに連れてきておりますが、ナオシスタ殿でん下かはどちらに？」

　高知は頭を抱かかえたくなった。彼女が知らなければ誰が知っているというのか。

「それが、行方ゆくえ不ふ明めいなんだ。勝手にトプテルに会いにいっちゃって。ほかに護ご衛えいはいないの？」

「わたくしが知っているかぎりはわたくし一人です。セシルさまに居場所を聞かれてはいかがでしょう」

「さっきからやってるんだけど、回線がつながらないんだよ」

　高知は自分の端末とナオシスタのペンダントを掲かかげてみせた。それでルーヤも事じ態たいがかなりまずいことになっているのを察したようで、わずかに緊きん迫ぱくした声こわ色いろで、

「そのペンダントがなぜ高知さまの手に？」

「ナオさまが置いてっちゃったんだ。セシルさんとつながらないんだよ」

「実はわたくしもハシリスクと連絡が取れないのです」

　ルーヤが声をひそめた。

「なにかハシリスクに起きたのかもしれません。故こ障しようは考えにくいので、襲しゆう撃げきされた可か能のう性せいもあります」

「銀ぎん河が皇こう女じよの宇う宙ちゆう船せんが？」

　思わず声が高くなってしまい、高知は慌あわてて手で口を塞ふさいだ。

「トプテルを狙ってる奴かい？」

「それはありえません」

「でも、皇女の船だと知らなければ──」

「知っています。彼らはナオシスタ殿下のシンパです、口を割わらせました」

　高知は沈ちん黙もくした。さっぱりワケが分からなかったからだ。

「……ええと。つまり、ナオさまの側近ってこと？」

「違います。正しくはナオシスタ皇女を皇こう帝ていに擁よう立りつしようとしている派は閥ばつの者たちです。殿下は迷めい惑わくがられていますが」

「ああ……」

　ケイマリリの言っていた話を思いだす。ナオシスタを皇帝に立てて、いいように操あやつろうとしている不ふ穏おんな輩やからがいると。

「そいつらが、なんでトプテルを殺そうとするんだ？　ガドの生まれ変わりなのにナオさまを裏うら切ぎったように見えるからか？」

「トプテルは『大いなる力』の謎なぞを知ってます。よそに渡わたすなら永えい遠えんにその謎を封ふうじようとしています」

「ははあ」

　ようやく高知は納なつ得とくした。鳴かぬなら殺してしまおうホトトギス、ということか。

　そういえば、夕方広場で襲われたときのことを思いだす。襲しゆう撃げき者しやは飛びだしてきたナオシスタを見て、動きを止めたのだ。ひどく驚いた様子だった。無理もない、彼らが旗印にしようとしている相手だったのだから。

　高知は緊きん張ちようを解といた。

「じゃあ、トプテルに会いにいってもナオさまには危き険けんがないんだね？　やれやれ」

「ですが、ハシリスクと連絡が取れないのが気になります」

「通信系けいのトラブルの可能性もあるよ」

「はい。ですが、楽観です」

　あくまで淡たん々たんと告げるルーヤ。楽観は責せき任にん放ほう棄きだ。そう学校で習ったのを思いだす。

　高知は考えた。ルーヤは彼の指し示じを待っている。

　自分は彼女より立場が上なのだろうか。そんな疑問が思いついたが、それは後回しにして、高知は決断した。

「トプテルを捜そう。そこにナオさまもいる。捜せるかい？」

「はい、お任せを。ヌエイ周辺は調べがついてます、鉱員のトプテル・シギが隠れるとしたら試し掘くつ坑こう道どうが最さい適てきです。右手の山にあります」

　即そく答とうするルーヤに高知は感かん嘆たんした。さすがは忍しのび、地形はすでに把は握あく済ずみか。

「先行します、目印をつけていきますので、ついてきてください」

「え？　一緒に行くんじゃないの？」

　思わず高知は尋たずねた。ナオシスタのことを考えれば、鈍どん足そくの自分を置いて先に行かせるべきだと、すぐに気がついたが。

　高知の言葉に、それまでなんの感かん情じようの揺ゆれも見せなかったルーヤの声こわ色いろが、当とう惑わく混まじりになった。

「あの……わたくしは、アーシスの方々にひどく嫌いやがられる容よう姿しをしていますので」

「別に気にしないよ」

「いえ……わたくしが気にしますので。それでは先に失礼します」

　逃げるようにルーヤは口早に言い、それから気配がしなくなった。

（アーシスが誰だれでも嫌がる姿すがた？）

　高知は首を傾かしげてみたが、その答えが脳のう裏りの真ん中で芽め吹ぶきそうになり、慌あわてて意識を逸そらした。正せい解かいが出たわけではないが、それの気配をチラと捉とらえただけで、なにかとてつもなく嫌な予感がしたのだ。

（考えないようにしよう、うん、ルーヤも気にしてたんだから、当人を尊そん重ちようしよう！）

　そう自分に言い聞かせ、高知はルーヤのあとを追うことにした。その前に、自分がゴミ箱の蓋ふたを握にぎりしめたままであることに気づき、急いで元に戻もどす。

　ルーヤの目印は分かりやすかった。分ぶん岐き点になるとパン屑くずが落ちていた。意外と古風だなと考えながら、高知は走った。

（なんだか、このままお菓か子しの家に連れていかれそうな気分だなあ）

　山道に入ると、月明かりにまだ新しい靴くつ跡あとが複ふく数すう見えた。高知は屈かがみこんだ。

（アーシスが二人。この扇状のはマヤパンだな。爪つま先さき立だちなのはトプテル？　あとこれは誰だろう……）

　そのときだった。

「！」

　背せ中なかに衝しよう撃げきが走り、高知は目を瞠みはった。おぞましい感かん触しよくがした。

　日にち常じよう以上の強い刺し激げきを受けると、感覚デバイスが遮しや断だんされるようになっていると、木曜博士は言っていた。だから痛いたみはなかったが、異様なイメージが──ザクロを手で割るようなイメージが脳のう裏りに湧わく。

　確かく信しんに近い予感に、高知はげんなりしながら背中を見ると、大きな鉈なたが彼の背中を割っていた。どくどくと赤い緩かん衝しよう液えきが流れだしていて、高知は貧ひん血けつを起こしかける。

「ああああ、またか……」

　首を落とされなかっただけでもよしとしよう。ぺたりと尻しりもちをつく彼に、

「動いてる!?　アーシスじゃないのか！」

　驚きよう愕がくとわずかな恐きよう怖ふを孕はらんだ声。仰あおぐと、目の前に高知の二回りも大きい人間が立っていた。頭部、胴どう部、尾び部、三対の腕わん脚きやく部を持つ、ヒューマノイド型だ。全身を覆おおう甲こう羅ら状の黒い肌はだが、双ふた子ごの月の光を浴びててらりと輝かがやいた。

「タカマハスラ人……？」

　ぽかんと見上げる高知の頭を、タカマハスラ人の長い腕が殴なぐりつけた。折れそうなほど細い腕に似つかわしくないパワーで、高知は吹き飛び、転がった拍ひよう子しに鉈がさらにざっくりと背中に食いこむ。やはり痛みはないが、音だけで泣きそうになる。

　倒たおれた高知をタカマハスラ人が踏ふみつけ、鉈を抜き取った。そして、殻からに覆おおわれた表情のない顔で、ためらいなく高知の首を落とそうとする。

「うわ……っ！」

　高知は仰ぎよう天てんして、慌ててタカマハスラ人の足から逃のがれた。そして、走りだす。いくら強化生体組そ織しきでも、首を落とされたらおしまいだ。

　なぜ自分が襲おそわれているのか分からなかった。トプテルの仲間と思われた？　いや、彼を狙ねらっているのはアーシスだ。

　背中の緩衝液の流出はもう止まっていた。だが、体のバランスが取りにくい。

「こやつ！」

　タカマハスラ人が追いかけてくる。速い！

　がくん、と膝が崩くずれて倒れた。見ると、左足のふくらはぎに鉈がざっくり食いこんでいる。満身創そう痍いというにはハードすぎる怪け我がだ。

　タカマハスラ人が迫せまる。高知は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように身動きできなかった。

「あ……あんたは、誰だ」

　タカマハスラ人が歩みを止とめた。キチン質の顔が嘲ちよう笑しようした気がした。

「我らはオデッサ。世界を正しく導みちびく革かく命めい闘とう士しなり」

「え……？」

「帝国の犬め、覚かく悟ごしろ」

　聞き返す暇ひまもなく、もう一本の鉈なたが振り上げられる。高知は身をすくめた。

（やられる……！）

「なにをしているんだね、千高知」

　吞のん気きな声が二人の緊きん迫ぱくを破やぶった。タカマハスラ人がとっさに飛び離はなれる。

　声は高知の胸むな元もとからした。聞き覚えがある声の主を思いつくのに、三秒かかった。

「木曜博士!?」

「取りこみ中かい、なにやら死にかけているようだが」

　期待に目をきらきら輝かせているであろう弾はずんだ声で、木曜博士は言う。ナオシスタのペンダントで通話してきたのだ。

「死にそうで殺されそうなんです！　助けてください！」

「よし、じゃあ両手を突きだして、『ロケットパーンチ』と叫べ！」

「えええ!?」

「早く！」

　急き立てられて、高知は破やぶれかぶれになって握にぎりしめた拳こぶしをタカマハスラ人に向かって突きだした。タカマハスラ人がその意図を察し、両腕を交差して身み構がまえる。

「ロケットパーンチ！」

　一体自分はなにに改造されたのかと情なさけなく、それでも死ぬのはごめんだと必死になって高知は叫んだ。木曜博士のイントネーションまで真ま似ねして。

　タカマハスラ人が足を踏ん張る。その途と端たん、彼の頭上に白い塊かたまりが出現し、重力に引かれて落ちた。テレポートだ。

　塊は頭からかぶったタカマハスラ人にべっちゃりと絡からみつく。

「な、なんだ、これはっ」

　タカマハスラ人はまとわりつくそれを剝はがそうとしたが、もがけばもがくほど絡みつき、ついにはがんじがらめになって転倒した。真っ白いサナギができあがる。

　高知は「ロケットパンチ」の姿し勢せいのまま、呆ぼう然ぜんと見つめていたが、

「ふうむ、なかなか強力だな」

　感心した口調の木曜博士の声に我われに返った。

「はっ、博士！」

「どうだね、うまくいったかね」

「こ、これのどこがロケットパンチなんですか！　トリモチじゃないですか！」

「なにを言っておる、自分の手をさらして反はん撃げきする間ま抜ぬけがどこの世界にいる」

　しゃあしゃあと答える博士。高知は反はん論ろんの言葉を失った。

「そ、それはそうだけど……だったら、なにも叫ばなくても」

「足止めの為ためだ。パンチと言われたら身構えるのが人のさがだからな。おっと、まだ触さわるでないぞ。いい武ぶ器きではあるが、まだ分ぶん離り薬やくが完成していないんだ」

「そんな不良品、使わないでください！」

　高知は脱だつ力りよくしてその場にへたりこんだ。緊迫と怒いかりと呆あきれと安あん堵どがごちゃ混ぜになって、体から力が抜けてしまった。

「どうした、高知。死にそうか？　もうすぐ死にそうか？」

「だから、嬉うれしそうに聞かないでください……助かりました、ありがとうございます」

　高知は律りち儀ぎに礼を述のべた。常じよう識しきが通じる相手ではないが、有能な人なのだ。そう思う。

　なんとか気力を振ふり絞しぼり、

「それより、なにかあったんですか。セシルさんと連絡が取れなかったんですが」

「ああ、セシルは壊こわれたぞ」

　まるで天気でも説明するように、あっさりと木曜博士は答えた。ワンテンポ置いてから、高知は仰ぎよう天てんした。

「ど、どうして！」

「電でん脳のう戦で負けて、クラッシュしたんだよ」

「平気なんですか!?」

「俺おれの作品じゃないからなあ。工こう房ぼうの奴やつらは三時間で復ふつ帰きできるとかほざいていたが、俺たちなんか三十分で君をフルサイボーグ化できたぞ。奴らは手が遅おそい、そして、俺たち天才過ぎ！」

　天才天才、と木曜博士の後ろで合唱が聞こえた。彼ら兄弟は天才という言葉に異常なこだわりがあるらしい。

「一体なにがあったんですか」

「帝てい国こく議ぎ事じ堂どうコンピューターにハッキングかけただろ？　おいたするなって手を叩たたかれたんだよ。時間差で攻せめてくるとは、敵てきもなかなかやる。セシルもまだまだ改良の余よ地ちがあるな、これで三勝四敗だ」

　つまり、帝国中ちゆう枢すうコンピューターにやられたらしい。こんな事じ態たいに陥おちいることが予よ測そくできたなら、最初から皇帝にナオシスタがコチカスラワに来ていることを伝えて謝あやまればよかっただろうにと、頭が痛くなる高知だった。彼らの優ゆう先せん順位のつけ方が理解できない。

「ハシリスクの機能もシャットダウンされて、復ふつ旧きゆうに今まで時間がかかったんだ。ところで、なんでナオシスタ殿でん下かの魚ぎよ紋もんを君が持っている？」

　木曜博士の指し摘てきに高知は飛び上がった。そうだった！

「ナオさまがペンダントを外して、一人でトプテルに会いにいってしまったんです。それで追いかけてたんですけど、いきなり襲われて」

「誰に？」

「いえ、それが……」

　タカマハスラ人は「オデッサ」と名乗っていた。確かそれは、十数年前に潰かい滅めつさせられた反はん帝国組織の名だ。タデアンカー星占せん領りよう事件で一いち躍やく有名になったが、メンバーは全員逮捕され、今は過去の存在である。

　その亡霊か？　単なる騙かたりか後継組織かもしれないが、反帝国主義者なら狙いは銀河皇女だ。

「まずい、早くナオさまを……」

　高知は重たい腰を上げ、歩きだそうとした。が、想そう像ぞう以上にダメージを食らっているらしく、バランスを崩して自分の足に蹴けつまずいた。痛みがない分、どうにも理解がついていけない。

「あ、あれ？　おかしいな」

「なんだ、かなりダメージを受けているじゃないか。よし、腹はらを出してみろ」

「はあ……」

　応おう急きゆう処しよ置ちの方法でも教えてくれるのかと、高知は服をめくった。そして、右の脇腹から背中の肉がごっそりとなくなっていることに目め眩まいがする。すでに透とう明めいな物質に覆おおわれ、血こそ流れていないが、やはり気持ちのいいものではない。

「そっちじゃない、左だ、左」

「ひ、左……？」

　くらくらしながら左の脇腹を見て、高知は目を剝むいた。

　左の脇腹にはファスナーがついていた。

「それを開け、ほら、早く」

　頭が真っ白のままファスナーを開くと、中には暗くら闇やみが詰つまっていた。そして、にょきと白いものが顔を出し、彼の体からこぼれ落ちる。内ない臓ぞうが飛び出たかと思ったが、それは木曜博士だった。

　彼は満足げに辺りを見回し、

「よし、うまくつながったな。こんなこともあろうかと、ベッドとつなげておいてよかった」

「なななな、なんなんだ、あんたは！　人の腹から出るとは非ひ常じよう識しきな！」

「なにって、君に出口をつけておいた方が、すぐに駆かけつけることができるじゃないか」

　薄うすい体を揺ゆらめかしながら、木曜博士はしゃあしゃあと言い放った。つまり、すぐさま手しゆ術じゆつができて楽しめるようにということだ。

「だったらセシルさんと同じように、テレポートしてくればいいじゃないか！」

「俺はあれをやるとちぎれちゃうんだよ」

　実に残念そうに答える木曜博士。高知が口を金魚のようにぱくぱくと動かし、だがなにも言うべき言葉が見つからずにいると、

「待て待て、もうじき日が変わるぞ」

　脇腹のファスナーから、もう一人博士がでろりんとこぼれ落ちてきた。

「ここからは金曜博士の領りよう分ぶんだ。木曜はさあ帰れ帰れ」

「まだ木曜だ。俺の領分だ」

　頭をくっつけ合って、二人の博士は睨にらみあう。どちらでも同じじゃないか……とげんなりしていたら、続けて、

「待て待て、金曜は俺だ」

「いや、俺だ」

「どう考えても俺だろう」

「邪じや魔まをするな、俺だ」

　わらわら残りの博士がファスナーから飛びだしてきた。そして輪になって「俺だ俺だ」と騒さわいでいる。

（ああああ、なにかとても汚けがされた感じ……）

　脇わき腹ばらを押おさえながらこのまま倒れてしまおうかと、高知は本気で考えた。Ｒセシルもナオシスタもいない今、六曜博士の暴ぼう走そうを止める人間はいないらしい。
















　すると、博士の一人がひょいと高知を覗のぞきこんだ。

「どうした、高知。気分が悪いのか」

「悪そうだ。これは大変だ」

「ハシリスクに連れて帰ろう、そして手術だ」

「手術だ手術。今度はどんな機能をつけるかな」

「飛ばそう、飛ばそう」

「俺たち天才！」

「いや、ぼくはナオさまを捜さがしてて……」

「天才」の合唱の中、高知は息も絶たえ絶だえに──実じつ際さいには絶え絶えになる必要もなかったのだが、長年染しみついた認にん知ち反はん応のうとして死にかけながら訴うつたえた。

「お、そうか。ナオシスタ殿下か」

「では、応急措そ置ちで間に合わせよう」

「誰だれが融ゆう合ごうする？」

「俺がするぞ」

「いや、俺がしてやる」

「どう考えても俺だろう」

　なにをするのも六人がいっせいに、しかも似にたことを騒ぐので、聞いている方は耳鳴りがしてくる。止めるべきか無む視しして自力で行くべきか高知が迷まよっていると、どうやって結けつ論ろんが出たのか、

「よし、では俺で決まったぞ」

　博士の一人が近づいてきたかと思うと、長細い体がさらに長く包帯状になり、高知の腹ふく部ぶに柔やわらかく絡からみついた。まさに包帯だ。

　巻まき終わると、博士の体は透すけて、高知の体と一体化してしまった。怪け我がの部分は見た目には分からなくなり、心なし体が重くなる。

「高知、立ってみろ」

　ほかの博士に指し示じされておそるおそる立ち上がると、今度は目眩もせず、しっかりと二本の足で立てた。五人の博士たちは満足そうにいっせいに頷うなずいた。

「我々の成分で欠けつ損そん部分は補ほ充じゆうした。あとは船に戻ってからだな」

「あ、ありがとうございます……あの、今の博士はどちらの……」

「火曜博士じゃないか」

「いや、日曜博士だろ」

「土曜博士じゃないことは確たしかだ。俺が土曜だ」

「いや待て、俺が土曜だ」

　火に油を注いだようで、博士たちが再ふたたび口々に言い立てた。高知は感かん謝しやもしたが閉へい口こうもして、

「じゃ、じゃあ、ぼくは、ナオさまを捜しにいきますから」

「待て待て、俺たちを置いてくな」

　博士たちは急いでファスナーの中に飛びこんだ。そこから顔をわずかに出して、辺りを窺う。まるでカンガルーの子こ供どもだ。

「さあ、行きたまえ」

「……」

　押し合いへし合いして外を観察しようとする博士たちを高知は奥に押しこむと、ファスナーを閉じた。やっとこれで元通りだ。そこへ、

　ずん……

　大地がかすかに跳はね、そして沈しずんだ。また自分の具合が悪くなったかと疑うたがったが、すぐに否ひ定ていした。爆ばく発はつだ。

（まずい）

　山道を駆かけ上ること五分、山やま肌はだに坑こう道どうの入り口が見えた。柵さくが取りつけられてあるが、侵しん入にゆうするのは容よう易いだ。

「高知さま」

　ルーヤの声が樹じゆ上じようから降ふってきた。

「先ほどから中で銃じゆう声せいが聞こえます」

「さっきの爆発は？」

「ＡＰ鉱こうの熱反応かと。先行します」

　風を切って黒い影かげが木から飛び降おり、目にもとまらぬ速さで坑道に飛びこんだ。よっぽど姿を見られたくないらしい。

　高知は携けい帯たい端たん末まつで明かりを作り、坑道に入った。一いつ寸すん先さきも見えない闇やみのトンネルに、ぽつんと小さな明かりが灯ともっている。深海に潜ひそむ提灯ちようちんアンコウのような光だ。

「こちらです」

　ルーヤの声が響ひびく。高知はその光を目指して走りだした。




　　　　※




「マヤパン！」

　撃うたれたマヤパンにエイミがしがみついた。彼の背中はくすぶり、煙けむりを上げている。卵のいくつかが破は裂れつして、中身と液えき体たいが流れだしてしまっていた。当人はぐったりとして動かない。

「ばか、しっかりしなさいよ！　マヤパン、マヤパン！」

「動かさん方がよいっ」

　錯さく乱らん気味にマヤパンを揺さぶるエイミを、ナオシスタは止めようとした。が、襲しゆう撃げき者しやの気配を捉とらえ、顔を険けわしくして二人を庇かばうように立ち上がった。

　闇やみの中から照明の届とどく範はん囲いへと、敵が踏ふみ入ってくる。ナオシスタは昂こう然ぜんと頭を上げ、誰何すいかした。

「なにやつじゃ！」

「ナオシスタ皇こう女じよ殿でん下か」

　流りゆう暢ちようなイントネーション。それだけでアーシスだと分かる。アーシスが作ったアーシスの為ための言葉を、最もうまく喋しやべれるのはアーシスだ。

　知らない男だった。黒い髪かみに黒い瞳ひとみをした、背の低い男。闇に同化する黒い服を着ていたが、今は覆ふく面めんは取っていた。トプテルを襲った輩やからの仲間か。

　だが、単に知らない男では済すませられない。この十歳さいの姿を銀ぎん河が皇女だと分かる人間は限かぎられている。

　ナオシスタは現あらわれた小男を睨にらんだが、彼は慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「ご無事でなによりです。卑いやしき身ではございますが、お助けにまいりました」

「なに……？」

　ナオシスタは面食らった。彼女としては襲われているはずだったのだ。それが、助けにきた？

　当とう惑わくする彼女に、男も当惑して、

「殿下は誘ゆう拐かいされたのでございます。さあ、こちらに早く」

　確かにこの場面だけ見れば、誘拐された彼女を救いにきたという構図が成り立つ。では、トプテルを殺そうとした理由は？

「いや……私は自分の意い志しで、この者たちの話を聞きにきただけじゃ。おまえは誰だ」

「私はスティーグ・ラッセル参議の配下の者でございます」

　その名を聞いてナオシスタは冷静を取り戻した。

「ラッセル参議か。あのアーシス至し上じよう主しゆ義ぎ者しやめ、私を見み張はっておったな」

「殿下は次の皇こう帝ていになられるお方ですから」

「叔お父じ上うえがおられる！　私は皇帝になどならんっ」

「しかし、ウレイク皇帝には跡あと継つぎがおられない。殿下が第一継けい承しよう権けんを持たれておられるのは事実でございます。さあ、こちらへおいでください、その者たちは下げ賎せんな輩です。いえ、出自のことではございません。自分たちの至いたらなさを社会に責せき任にん転てん嫁かして吠ほえているだけの、自分たちの弱さを認みとめようとしない卑しい輩なのです。話など聞く価か値ちはありません」

「あたしたちは責任転嫁なんかしてない！　あんたらが自分たちのやり方を強ごう引いんに押しつけただけじゃないか！」

　マヤパンを抱だきしめながら、エイミが憎ぞう悪おに満ちたまなざしで怒ど鳴なった。だが、小男は彼女を見ることもせず、淡たん々たんと、

「お耳を貸かされますな、殿下。巨きよ大だいな帝国には一定の規き律りつが必要なのです。この世は競争社会です、これは競争に敗れた者の遠吠えです。自ら努力もせず、不満ばかりを並ならべる。規律の中で勝つことができないから、新たな自分に有利なルールを作って、その中で勝者になろうとしている鉄てつ面めん皮ぴです」

「くっ……」

　エイミが返す言葉を失う。彼女は論ろん争そうに慣なれていないようだ。

　すると、エイミの腕の中のマヤパンが身じろぎして、うっすらと目を開いた。

「い、今の、どういう意味……？」

「マヤパン！」

「例えて言うなら、ババ抜きをしていて、負けそうだから途と中ちゆうで『ババを持っていた者が勝ち』というルールにしようとしている、そういうことだ」

　小男の説明にマヤパンは納なつ得とくしたらしく頷うなずいた。それから、エイミを見て、

「ごめんね、エイミ……仲間増ふやそうと思ったのに、卵、潰つぶれちゃった……」

「ばっ、ばか……！　あんたが無事ならかまわないわよ！」

　焼けてぐじゅぐじゅに潰れたマヤパンの背中を抱きしめ、エイミは叫んだ。再びマヤパンが目をつむって沈ちん黙もくする。

　ナオシスタは小男を睨むと、

「いくらおまえが立りつ派ぱなことを言っても、この者たちを殺すのもルール違い反はんだ。手を引け、そしてラッセルに私にかまうなと伝えよ！」

「そうもいかないのです、殿下」

　小男が光の中に入ってきた。その手に握にぎられる黒々とした銃じゆうに、ナオシスタはあとずさる。自分には向けられないと分かっているのに。

「私にも私なりに信しん条じようがあります。この者たちが帝国を転てん覆ぷくしようと企たくらんでいるならば、反旗の芽は摘つまなければなりますまい。帝国の安あん寧ねい秩ちつ序じよを守るのが私どもの仕事です」

「いや……こやつらは私が説得しておる最中じゃ。改心しつつある」

「だ、誰が帝国皇女の説得なんか！　あたしたちは『大いなる力』を手に入れて、帝国なんか滅ほろぼしてやる！　滅ぼしてやるわ！」

　エイミが叫んだ。背負っていた剣けんを抜き、小男を貫つらぬこうと走りだす。

「ばかもの！」

　ナオシスタは叱しかりつけ、胸むな元もとのペンダントを握りしめようとして──ない!?

　小男が侮ぶ蔑べつの笑えみでもって引き金に手をかけた。

　銃声が轟とどろく。ナオシスタは瞠どう目もくした。エイミもたたらを踏ふむ。

　光線銃を使っていたのに、銃声？

　笑っていた小男の顔がそのまま凍こおりつき、目から光が急速に失われた。そして、前のめりに倒たおれる。

　背中にみるみるうちに鮮せん血けつが広がっていく。

「セシル！　セシル、聞こえぬのか！」

　焦しよう燥そうにかられてナオシスタは声を張はり上げた。だが、彼女の忠ちゆう実じつなロボットは現あらわれなかった。ハシリスク＝Ｒセシルとをつなぐペンダントがなければ、向こうも位置を探さぐれないし、声も届とどかない。落としたのか？　いや、誰かが──おそらくマヤパンが外したのだ。

　はっとナオシスタは顔を上げた。トンネルの奥おくから新たに現れた、プラスチックのようにつるりとしたボディのヒューマノイド型──ババール人だ。

　エイミが剣を落とした。その顔に驚きよう愕がくが広がる。

「ま……まーちゃん？」

「おぬしの知りあいか？」

　だがエイミは、怯おびえたようにあとずさった。腕うでの鱗うろこが開いている。

「そんな……そんな、どうしてまーちゃんが、ここに……」

「栄光のオデッサ」

「まーちゃん」が喋しやべった。エイミが震ふるえる。

「なんてザマだ。もはや見る影かげもない、おまえたちには失しつ望ぼうした」

「ま──待って！　あたしたちはオデッサを再さい興こうしようと懸けん命めいに……！」

「エイミ！　それはまーちゃんじゃないよ！」

　マヤパンの声。泣きそうだったエイミが振り返る。その隙すきを狙ねらって、ババール人の手が銃を構えた。狙いはエイミ──違う。ナオシスタは身を強こわばらせた。自分だ。銃口が彼女を狙っている。身動きできない！

（猿芝居め！）

　彼女を誰かが突き飛ばした。そして、二度目の銃声。突き飛ばした相手のシルエットに、ひどく覚えのある三角耳が見えた。ジマ人の特とく徴ちようの、三角耳。

　襲撃者が逃げる。

「待て！」

　ナオシスタは腰こしを浮うかした。が、襲撃者が潜ひそんでいた辺りの壁かべが赤く光ったと思うと、膨ぼう張ちようし、爆ばく発はつを起こした。突とつ風ぷうがトンネルを駆かけ抜ぬけ、エイミが悲鳴を上げた。ナオシスタも身を縮ちぢめて頭を抱える。

　幸いにも落らく盤ばんは起こらなかった。非ひ常じように硬かたい岩がん盤ばんのせいか、トンネルの形状が円形だったのがよかったのか。

「な──なんという無茶な奴やつじゃ」

　巻まき上がる粉ふん塵じんに咳せきこみながら、ナオシスタは視し界かいが晴れるのを待ち、様子を窺うかがった。襲撃者の姿はもうなかった。

　爆破跡あとを見て、ナオシスタは眉み間けんにしわを寄よせた。なんであろう。深いトンネルは闇やみに包まれ、先が見えない。見えないはずだが、闇そのものがなにか異い様ような蠢うごめきを見せている。

　なにもないはずなのに、闇が渦うずを巻き、トンネルを吞のみこもうとしているような──

「それに近づいてはなりません」

　苦しげな息での忠ちゆう告こくに、ナオシスタは振り返った。トプテルが上半身を起こし、苦しげな息で彼女を見み据すえていた。

　いや。彼はトプテルであったが、ナオシスタが今日言葉を交わした愛あい想そのない少年とは違った。世の中すべてを敵に回した、絶ぜつ望ぼうと怒いかりに満ちた感情は消え、ひどく冷静な、なにもかもを──世の中のことわりのすべてを了りよう承しようしたような面おももちで、彼女を見つめている。

　このまなざしを知っている。ナオシスタは息を吞んだ。そして、彼女こそ怯おびえた声こわ色いろで尋たずねた。

「……ガド、か？」
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「ガド、なのか……？」

　囁ささやくように尋たずねる。だが、トプテルは寂さびしげにほほえむと、首を横に振ふって否ひ定ていした。

「いえ。俺おれはトプテルです。あなたのガドの記き憶おくもあるけれど」

　失望しかけたナオシスタが、後半の言葉に顔を上げた。

　トプテルはトンネルの奥おくを指し、

「それに近づいてはいけない。ＡＰ鉱こうが反はん応のうしてます、そこから先は拡かく張ちよう次元です。生身で触ふれれば、一いつ瞬しゆんで分ぶん解かいされてしまう」

「ＡＰドライブか……今逃にげた奴やつは誰だれじゃ」

「分かりません。彼女の仲間、ということにしたかったようですが」

　トプテルがぼんやりと座すわりこむエイミを一いち瞥べつする。誘ゆう拐かい犯はんの仲間割れ、人質殺害、罪はすべてエイミとマヤパンへ──そういう構図か。

（ということは、敵は私の動きも、こやつらの動きもすべて最初から見ていたということか……）

　トプテルは撃たれたアーシスの男を見て、

「そのアーシスは、俺を襲おそった奴の仲間のようですが……」

「襲った？」

　見ると、彼は腹はらと足と肩かたの三カ所に怪け我がをしているようだった。ナオシスタは血の気が引いた。

「私をかばって怪我したのか!?」

「いえ、これはさっき、襲われたときのものです」

　トプテルが苦く笑しようする。

「もう一人のトプテルが強情だったので、要いらぬ怪我をしてしまいましたが」

「だ──大だい丈じよう夫ぶなのか」

「平気です、心配なさらずに。エイミ、マヤパンが刑けい事じ用ようの救急パックを持ってないか」

「あっ……そ、そうね」

　我に返ったエイミが急いでマヤパンの服をまさぐった。トプテルはそれを受け取ると、マヤパンの背せ中なかにゼリー状じようの固こ定てい剤ざいを貼はり、自分の怪我にも手て際ぎわよく貼っていった。

　とても、ギロチン台でただ喚くしかなかった子こ供どもの手際とは思えなかった。やはり、もう一人トプテルが存そん在ざいしたのだ。

　ナオシスタはスカートをぎゅっと握にぎりしめ、立ちすくんだ。それに気づいたトプテルが宥なだめるようにほほえむ。

「筋きん肉にくを絞しぼれば、このくらいの銃じゆう弾だんは平気だったでしょう？　あなたのガドも」

「……最初から、私が分かっていたのか？」

　彼女がおそるおそる尋ねると、トプテルは頭を振った。否定しているようにも肯こう定ていしているようにも見えた。

「俺は、矯きよう正せい教育がきっかけでトプテルから分ぶん離りした人じん格かくです。俺──俺たちにはジマ人の記憶がすべて伝えられています。でも、その量があまりに膨ぼう大だいなので、生まれると同時に記憶を意い識しき化かに沈しずめたんです。トプテルという新しい子供を守る為ために」

「……」

「だから、もう一人のトプテル、主格のトプテルはジマ人のこともあなたのこともなにも知らない。俺は記憶を操あやつる者であり、語り部べです。ナオシスタ姫ひめ、あなたのことはガドからの記憶で知ってます。彼は最後まであなたのことを心配してました」

「そうか……」

　ナオシスタは瞼まぶたを伏ふせた。

　トプテルにとってガドはやはり他人なのだ。それが分かっただけで、ナオシスタは満足だった。

「アイゼンシラーを殺したのはおまえなのか」

「それは……」

　語り部がちらりとエイミとマヤパンを見た。エイミはマヤパンを抱だきしめたまま、凝ぎよう然ぜんとトプテルを見つめている。すべてを見み極きわめようとしているまなざしだ。

　トプテルは三角耳を遠えん慮りよがちに伏せて、

「俺は、いちばん鮮せん明めいなガドの記憶にいちばん引きずられています。だから、ナオシスタ姫、あなたのことも常つねに気にかけていた。できるかぎりの情じよう報ほうを集めて──俺はトプテルが眠ねむっているときに行動できます。あなたがまだ十歳さい足らずであることも知っていたし、叔お父じ皇こう帝ていと仲なか違たがいさせられそうになっていることも知ってます。だから、最近のＡＰ鉱の高こう騰とうは、とても不安だった」

「……」

「ナオシスタ姫を擁よう立りつする為に、ＡＰ鉱を高騰させて彼女の財ざい力りよくを高めている──昨今の軍ぐん艦かん製せい造ぞうも、皇帝と戦う為に皇おう女じよが造らせているものだという噂うわさもありました。俺の中のガドの部分がひどく心配して、市場を操っているという噂のアイゼンシラーがこのヌエイに来たと知って、いても立ってもいられず、直ちよく接せつ話を聞きにいったんです」

　すまなそうにトプテルはうつむいた。

「それはいつの話じゃ」

「四日前、薬を飲んで寝ねたあとです。トプテルを寝かせる為に、喧けん嘩かをふっかけさせたんです。アイゼンシラーはカフェにいるところを捕つかまえました。彼は俺をとても警けい戒かいしていたので、俺は自分がガドの生まれ変わりだと告げたんです。ガドはマグダ殿でん下かの従じゆう者しやでしたから、少しは気を許ゆるしてもらえるかと。

　彼はとても驚おどろいて──でも、会えたことをとても喜んでくれたんです。彼はマグダ殿下の崇すう拝はい者しやでしたから。だから、もっと話がしたいから、夜にホテルに来てくれと言われました」

　なるほど、とナオシスタは納なつ得とくした。だからトプテルは堂どう々どうとホテルの正面玄げん関かんから入ったのだ。当人に招まねかれたのだから。

「それで、どうなった」

「アイゼンシラーは俺を信じてはいませんでした。ジマ人の噂は知っていたようですが。彼は、俺が『知の至し高こう』を使って帝国を滅ほろぼすつもりだと信じこんでいました。ドーバ星でのトラブルで、ひどく神しん経けい質しつになっていたせいだと思いますが、いくらそんなつもりはないと言っても聞いてもらえず、俺は殺されそうになって──そこで助けてくれたのが、マヤパン刑事だったんです」

「なんと？」

　ナオシスタはマヤパンを振ふり返った。彼はエイミの腕うでの中でぴくりとも動かない。

　代わりにエイミが、声を抑おさえて、

「あたしは前からトプテルに目をつけてたのよ。半年前にこの町に来たときから、妙みような子供がいるって。一人なのに大おお勢ぜいの人間がいっぱいいるって、感じたの」

「おまえもＥＳＰなのか？」

　ナオシスタは驚いた。ＥＳＰ能のう力りよく保ほ持じ者しやはこの帝国ではやはり珍めずらしい。エイミは鼻で笑ったが、頰ほおの鱗うろこが白っぽくなっていて、疲ひ労ろうの色が濃こかった。

「ライセンスを持てるほどじゃないわ。親に捨すてられるには充じゆう分ぶんだったけど。マヤパンも共同体を追いだされたし……オデッサが拾ってくれなかったら、あたしたちは行き倒だおれてたわ」

「……」

「あたしはトプテルを調べて、行動を見み張はってたのよ。それでジマ人のことと、『大いなる力』のことを知ったわ」

　エイミが顎あごでトプテルを指した。

「あんたがアイゼンシラーのとこに行くって知って、あたしは焦あせったわ。『大いなる力』をアーシスのバカどもに奪うばわれちゃうって。だから、話しあいを邪じや魔ましようって、アイゼンシラーの部屋を見張ってたのよ。そしたら、あいつがいきなり、トプテルを殺そうとしたから……」

「マヤパンが念力で殺したのだな」

　口ごもったエイミにナオシスタが言葉を続けた。彼女は返事をしなかったが、沈ちん黙もくが答えを雄ゆう弁べんに語っていた。代わりにトプテルが、

「彼は俺を助けてくれたんです。彼がいなかったら俺は殺されてました」

「だが、おまえが逮たい捕ほされても、マヤパンは証しよう言げんしなかったのだぞ」

「俺たちが話しあって決めたんです。ＥＳＰで人を殺したのが分かったら、彼は死ぬよりも辛つらい目に会あう。だから、俺が捕まって、知らぬ存ぞんぜぬを決めこむ。そうすれば悪いことにはならない──と、俺の常じよう識しきで思ったんですが、ここの常識とはかなりずれていたようです」

　それはそうだろう、知らぬ存ぜぬで突つっぱねれば、普ふ通つうなら確かくたる証しよう拠こが出るまで刑は確定しない。犯はん人にんでない以上、いつかは釈しやく放ほうされるだろう、と。しかし、辺へん境きようの杜ず撰さんさを甘あまく見ていたのが命取りだった。

「ナオシスタさまが助けにきてくださるとは、夢ゆめにも思いませんでした。ありがとうございます。ガドも、生きてたらどんなに喜ぶか……」

「死んでしまったから、こんなことになったのじゃ」

　ナオシスタはうつむいた。トプテルが苦笑する。それは世間の道理がまったく分からない子こ供どもでは絶ぜつ対たいに作れない、酸すいも甘いも知り尽つくした老年の笑えみだった。

「トプテル……！　あんた、あたしたちと約束したの、忘わすれてないでしょう!?　助けてくれたお礼に『大いなる力』の秘ひ密みつを教えてくれるって！」

　エイミが泣きそうな声で怒ど鳴なった。彼女も緊きん張ちようの糸が切れかかっている。トプテルは口を開き、なにか言いかけたが、そのままうつむいてしまった。首元を押おさえ、ぜいぜいと今までとは異ことなる荒あらい息を洩もらす。

　ナオシスタは彼に駆かけ寄よった。

「どうした、トプテル」

「……少し、声を出すのが、苦しく……」

　そう呟つぶやくと彼はうずくまってしまった。ナオシスタは驚おどろいて、

「怪け我ががひどいのではないか？　エイミ、鎮ちん痛つう剤ざいは──！」

　救急パックに鎮痛剤がないかエイミに尋たずねようとして、彼女もまた地に手をつき、浅い呼こ吸きゆうで辛そうにしていることを知る。鱗は完全に白くなっている。

「へ……変ね……なんだか、喋しやべりづらい……」

　怪我をしていない彼女の呻うめきに、ナオシスタはある予感に顔を強こわばらせた。明かりを手にすると、急いで先ほど確たしかめたのとは反対方向の坑こう道どうを調べにいく。

　果たして、数十メートル進んだ辺りで、トンネルは闇やみの渦うずに塞ふさがれていた。先ほどの爆ばく発はつは一カ所ではなく、二カ所同時だったのだ。閉とじこめられた！

　ナオシスタは奥おく歯ばをぎりっと軋きしませた。

　退たい路ろも進路も絶たたれた。怪我は応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこしたが、すぐにでも設せつ備びのあるところへ送らなければ。

　それに、もう酸さん欠けつになり始めている。

　全員が酸さん素そ炭たん素そ系けい生物だったのが消費を速めている。筋きん肉にくの発達しているトプテルから倒れた。さっきは彼の筋肉に感かん謝しやしたばかりなのに。彼女自身はまだ異い変へんを感じないが、限げん界かいはある。

（どうすればいい）

　ナオシスタは辺りを探さぐった。この壁かべは一ひと筋すじ縄なわでは壊こわせない。いや、なんの道具も持っていない彼女たちには、何一つ手を出せない。マヤパンが救急パックを持っていたのだけでも僥ぎよう倖こうだった。これ以上はなにも出てこない。鉱こう山ざんになら中和剤があるだろうが、ここは廃はい坑こうだ。

　横よこ穴あなを掘ほろうにも、並なみ大たい抵ていの衝しよう撃げきでは落らく盤ばんしなかった固い岩盤だ。素す手ででは傷きずすらつけられない。

　ナオシスタは胸むな元もとを摑つかんだ。いつもはその手にペンダントの感かん触しよくがある。だが、今はない。

「セシル！」

　呼よんでも、忠ちゆう実じつな彼女のロボットが現あらわれるはずもなかった。あとは、

（高たか知ち）

　彼に伝言を残してきたことを、今さらながら思いだす。そうだ、高知があの伝言を見たら、捜さがしにくるだろう。心配するなとは書いたが、あれの性せい格かくなら、きっと。ルーヤは命令されて初めて動ける。ルーヤを使えば、必ず見つけてくれるだろう。

　必ず来るだろうが、その前にトプテルたちが死んでしまったら？

「高知……」

　思いのほか自分の声が掠かすれていて、ナオシスタは驚おどろいた。自分はとても緊きん張ちようしていて、そして、恐きよう怖ふしている。

　親しくなった者たちが目の前で再ふたたび死んでいくことに、恐怖している。

　脳のう裏りに炎ほのおの光景がよみがえる。いかん。ナオシスタは自分を叱しつ咤たした。それを今思いだしてはいけない、体が動かなくなる。炎の記き憶おくは乗り越こえたはずだ。

　だが、カウンセリングと矯きよう正せい教育で「正された」理り性せいが、体に刻きざまれた記憶に対してなんの抵てい抗こうができるだろうか。あのときも息が苦しかった。皆みながばたばたと倒たおれていった。

　記憶のフラッシュバックが起こる。

「……っ」

　炎の竜たつ巻まきが目の裏うらによみがえる。

　あの日、十五年前、ドームは炎で埋うめ尽つくされようとしていた。天てん井じようの空調めがけて炎が渦を巻まき、急速に成長して竜巻へと姿すがたを変えた。それが何本も見えた。

　ドームはわずかな間にすべてを炎に吞のみこまれた。そこに住んでいた人々を、家を、研究所を、彼らの生活を、夢を、未来を。

（父さま。母さま）

　幼おさなかった彼女は走った。父と母を捜して、炎が渦巻く小さな彼女の世界を、声を掠らせながらひたすら走った。空調はまだ無事だった。だが、それが逆ぎやくに炎を勢いきおいづかせていた。

　父と母は見つからず、ガドが彼女を見つけだしてくれた。そして、脱だつ出しゆつポッドに乗せてくれた。

（いやじゃ、ガドも一いつ緒しよじゃ）

　あの日の自分の声が耳を刺さす。

　あの脱出ポッドは皇こう族ぞく用ようだったのだ。だから一人乗りだった。それでも彼女はガドに一緒に乗るようせがみ、泣き落とし、怒いかり、命令し、果ては自分も降おりようとしたが、ガドは許ゆるさなかった。一人乗りに二人乗れば、生命維い持じ装そう置ちが働かずどちらも死ぬだけだった。だから。

（酸素が足りない）

　あのときも足りなかった。今もまた。

　ナオシスタは目を固くつむった。脚あしが震ふるえて、動かない。

　ガドは死んでしまった。今もまたガドは死のうとしている。今度はよみがえらない。いや、分かっている、あれは生まれ変わりでもなんでもない。でも、もう好きになった人間が死ぬのはいやだ！

「た……高知！　高知、早う来い！　早う来てくれ！」

　記憶に抗あらがうように、ナオシスタが叫さけんだときだった。

　ばりん、となにかが割われる音がした。ガラスが真っ二つに折れる音にも聞こえたし、煎せん餅べいを割った音にも聞こえた。とても硬かたくて堅けん固ごな、だが簡かん単たんに折れるものを割った──そんな音だった。

　そして、空間がひだのように揺ゆれて、目の前に巨きよ大だいなものが出しゆつ現げんした。

「わっ」

　ナオシスタは尻しりもちをついた。それはあまりに大きかったので、トンネルを塞ふさぎ、それでも幅はばが足りずに岸がん壁ぺきの中に体たい軀くのほとんどが埋めこまれてしまっていた。

　空間の波が収おさまる。ナオシスタはぽかんと、目の前に現れたヒューマノイド型ロボットの胸きよう部ぶを見上げた。そう、ロボットだ。金きん属ぞく表面の一部しか見えていないが、分かる。なぜなら、これは彼女が工こう房ぼうに作らせたロボットアーマーではないか。

「あ、あれ？　はまっちゃったぞ」

　外部スピーカーから声が聞こえる。ナオシスタは顔を輝かがやかせた。来た！

「高知か！」

「え？　わっ！　ナオさま、なんでそんなところにいるんです！」

　慌あわてふためく高知の声。筐きよう体たいが身じろぎし、がりがりと岩盤を削けずった。

「もうちょっとで踏ふみ潰つぶすところだったじゃないですか！」

「おまえが勝手にテレポートしてきたのであろうが」

「でもですねっ、こうやってぼくも踏み潰されたことだし！　いや、ご無事ですか？」

　ようやく自分の目的を思いだしたようで高知が尋たずねた。

「私は無事じゃ。しかし、怪け我が人にんがおる」

「なに、怪我人とな」

「すわ治ち療りようだ、治療」

「解かい剖ぼうしてみよう」

「ギネスを自じ己こ更こう新しんするぞ」

「早くしろ、高知」

　わあわあと、まさに異い口く同音がスピーカーから飛びだした。六ろく曜よう博士も一いつ緒しよらしい。いつもは騒さわがしいだけだが、やはり頼たよりになる医い師しだ。

「は、早くしろと言われても、ちょっと大きすぎて、動きが取れなくなっちゃいました」

　なにやら間が抜ぬけたことを言う高知。がりがりと岩を削るだけで動くに動けないでいる。緊きん張ちよう感が一気に抜けて、ナオシスタはその場に座すわりこんだ。

「ナオさま？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だと言うておろう……そのロボットアーマーのパワーならば岩盤を崩くずすことができる。イメージトレーサーの使い方が分からぬか？」

「いやもう、坑こう道どうが閉へい鎖さされてたので博士に相談したら、工房の人たちにむりやりコレに詰めこまれたんです。だから、基き本ほん動作ソフトしかライティングする時間がなくて。それからタカマハスラ人に襲おそわれたので、捕つかまえておきましたけど」

「それはあとじゃ。早うせい」

「は、はい。ええと、これかな？」

　ガチャガチャとなにかを動かしているが、全長八メートルのロボットはまるで溺おぼれているみたいだ。その不ぶ格かつ好こうさにナオシスタは呆れて、

「よい、外に出てこい。私が代わろう、その方が早い」

「す、すみません」

　空気の抜ける音とともに胸部が左右に割れ、高知が身を乗りだした。申しわけなさそうな気弱な表ひよう情じようも、今は安心できる。

（これが私の今の仲間だ）

　ナオシスタは彼に手を差しだした。高知が迷まよわず手を握にぎって引っ張ぱり上げる。その勢いのまま彼女は高知の首にしがみついた。

「ナ、ナオさま？」

「すまなかったな。ありがとう……」

　当とう惑わくする高知の耳元で囁ささやき、ナオシスタは腕うでに力を込こめた。




　　　　※




　坑道を破は壊かいして外に出ると、夜中だというのに山は煌こう々こうと明るかった。仰あおぐと、頭上百メートルにまでハシリスクが降こう下かしてきていて、その発する光が山を照らしていた。
















　初めてその威い容ようを見た高知は、感かん嘆たんするよりも呆あきれてしまった。内部を見たときも個人所有にしては大きな宇う宙ちゆう船せんだと思っていたが、彼が見ていたのはほんの一部だったのだ。ハシリスクは全長一キロメートルはあろうかという巨大宇宙船だった。空母とすら言っていいかもしれない。

　船からスタッフも降おりてきて、坑道の怪我人を運びだした。すでに六曜博士が──五人になってしまったが──治ち療りようを開始していた。命は助かると博士が保ほ証しようしたので一安心だったが、自分の身の上を考えると彼らの言葉はあまり信用ならない。

「なんじゃ、セシルはまた壊こわれたのか」

　色とりどりの光を明めい滅めつさせているハシリスクを仰ぎながら、ナオシスタが憮ぶ然ぜんと言った。すでに魚ぎよ紋もんペンダントは彼女の胸むねの上だ。

「また、ということは、もしかしてよくあることなんですか」

「うむ、二週間に一度はクラッシュしておる。やはりインタフェースに改良の余よ地ちがあるのう。じじい姿すがたがダメか？　若わかい女の方がいいかのう」

　腕を組んでナオシスタは唸うなる。その前に、帝てい国こく議事堂にハッキングをかけるなどということを日にち常じようで行わなければいいのだと、声を大にして言いたい高知だった。

「博士ども、トプテルたちの様子はどうじゃ」

　トプテル、とナオシスタが呼よんだことに、高知は内心驚おどろいた。当人に会ってトプテルはガドではないと認にん識しきしてくれたらしい。だったら、彼女がこの星に来た意い義ぎはあったのだろう。

　六曜博士はスタッフに指し示じを出しながら、

「圧あつ縮しゆく酸さん素そを送りこんでます」

「少しすれば無事に知ち性せい機き能のうが回かい復ふくします」

「残念ながらあっさり元に戻もどってしまうよ」

「トプテルはちょっと記き憶おく野やにダメージが出るかもしれんぞ」

「よし、融ゆう合ごうしよう！」

　融合融合、と諸もろ手てを上げて踊おどる六曜博士。どうも融合するのも楽しいらしい。

「融合はしないでいい。ええい、さっさと仕事をしろ！」

「あ、あの、ぼく博士と融合されちゃってるんですけど」

　どんな副作用があるのかどぎまぎしながら高知は尋ねた。ナオシスタは肩かたをすくめて、

「あやつらの経けい験けんはすべてベッドに送りこまれるからな。おまえの隅すみ々ずみまであやつらに見られているだけのことだ」

「すみずみ……」

　なにやら卑ひ猥わいな響ひびきがして、高知は目め眩まいがした。

「ゆ、融合したら、もう分ぶん離りできないんですか？」

「安心しろ、そのうちベッドからもう一人生えてくる。デルペカ人は六人セットが基本だ」

「いや、そーゆー心配じゃないんですけど……それより、皆みなさんかなり重体なんですね」

　山やま肌はだに大がかりな医い療りよう設せつ備びが組み立てられていくのを眺ながめて、高知は心配しつつ言った。単に大おお袈げ裟さなだけかもしれないが、

「ナオさまがお元気なので、大だい丈じよう夫ぶだと思ってたんですが……同じヒューマノイド型だと耐たい性せいも同じだと思いがちですね」

　どんな人種でも先入観なく見なければならない捜そう査さ官かんとしては失しつ格かくの思いこみだ。そう高知は自じ戒かいした。が、ナオシスタが怪け訝げんそうな表ひよう情じようで、

「なにを言っておる。私は多少の酸素不足でも防ぼう御ぎよプラントが作動するから平気だぞ」

「……は？」

「最新型の高知よりスペックは劣おとっておるが、質しつは私は帝国最高のものを使っておるからな。最新型というのは、往おう々おうにして故こ障しようするものだし」

「あ、あの、ちょっと待ってください」

　高知は混こん乱らんして頭を押さえた。だが、ゆっくり考えても、導みちびきだされる答えは一つ。

「あの、もしかして、ナオさまもサイボーグ化されてる、って、アリですか？」

「なんじゃ、知らなかったのか」

　知らなかった高知の方が間ま違ちがっていると言わんばかりの口調で、ナオシスタは答えた。がつんと高知は見えざる手に殴なぐられ、ぐにっと聞こえぬ足音に踏ふみ潰つぶされ、ぐったりとその場にうずくまった。

　エイドラ公園で踏み殺されてから今日一日、驚くことばかりであったが、コレがいちばん驚いた。どうりで人を踏み殺しておいても平然としているし、謝しや罪ざいもいい加か減げんだったはずだ。彼女にとってはフルサイボーグ化はごくごく常識で一いつ般ぱん的なものだったのだ。

「それは……十五年前の、事じ故こで？」

「そうだ。どうした、気分が悪いのか」

　きょとんとした面おももちでナオシスタが彼を覗のぞきこむ。高知は大きくため息をつき、それから苦く笑しようした。

「お仲間ですね」

　そう言うと、なぜかナオシスタは破は顔がん一笑した。そのはにかんだ笑え顔がおが眩まぶしくて、高知は赤面してうつむいた。

　こんな子こ供どもにどぎまぎしてどうするのだと、自分を叱しつ咤たしていると、麓ふもとから大おお勢ぜいが登ってくるのが見えた。警けい官かんたちだ。八本足で這はうように走ってくるのは署しよ長ちようだ。

　署長は高知の前に到とう着ちやくすると、吸きゆう気き口こうから妙みような色の液えき体たいを漏もらしながら、

「く、訓練生、この騒さわぎはなんですか。この宇う宙ちゆう船せんは」

　どうやら巨きよ大だい宇宙船が降こう下かしてきたので、町では大騒ぎになっているらしい。

「や、あそこにいるのはトプテル・シギですか。マヤパンも？」

「え、ええとですね、これは」

　高知が取りつくろおうと言葉を探さがしていると、それをナオシスタが手で制せいした。妙みように白い手だ。

「待て、高知訓練生」

　口調どころか声こわ色いろまで大人びて、高知がどうしたのかと振ふり返ると、そこにはナオシスタとはまったくの別人がいた。彼はぎょっとあとずさった。

　昂こう然ぜんと頭を上げて佇んでいたのは、高知より少し背せの高い、胸むねも尻しりも美しい曲線を描えがく黒くろ髪かみの美女だった。いや、まったくの別人ではない、彼がよく知る「メディアに登場する二十歳のナオシスタ皇おう女じよ」その人ではないか。ナオシスタ当人が影かげ武む者しやと決めつけたロボットである。いつの間にすり替かわったのだ？

　目を白黒させる高知に、十歳のナオシスタの面おも影かげを色いろ濃こく残した美女が嫣えん然ぜんとほほえんだ。

「美しい深しん窓そうのお姫ひめさま」そのものの微び笑しように度ど肝ぎもを抜ぬかれ、言葉も出ない。

「あ、あなたさまは、ナオシスタ皇女殿でん下か！」

　署長が驚きよう愕がくの声を上げて平ひれ伏ふした。さすがにこの姿すがたには彼らも見覚えがあるらしい。警官たちも慌あわてて署長に倣ならった。その態たい度どは高知には仰ぎよう々ぎようしく感じられたが、皇族というものに対する認にん識しきは人種個こ人じんさまざまだ。特に権けん威いなどに弱い人間は。

「な、なぜ、銀ぎん河が皇女殿下がこのような辺へん境きように？」

「上空に見えるのは私の船じゃ。高知訓練生から聞いておるであろう、トプテル・シギは皇こう帝てい家けにゆかりある者であると。だから、私が来たのだ」

「なんでも言いつけてくだされば、皇女殿下のお手を煩わずらわせるようなことは、ございませんでしたのに」

　署長は怯おびえながら答えた。三日で死し刑けい執しつ行こうするような警察だ、叩たたけばいくらでも埃ほこりが出るだろう。

「いても立ってもいられなかったのじゃ。安心せい、おまえたちの仕事の邪じや魔まをしにきたのではない」

「は、こ、これは恐きよう縮しゆくの至いたりで……」

　署長は体たい軀くを半分にまで縮ちぢめて恐縮した。偽物皇女は高知を見ると、

「今回の事じ件けんだが、たった今、高知訓練生の調ちよう査さ報ほう告こくを聞いて真実が分かった」

「おお、それは本当ですか」

「えっ。は、はい」

　矛ほこ先さきを向けられ、高知は慌てて頷うなずいた。皇女が言葉を続ける。

「トプテル・シギは私の従じゆう者しやだった者の子供だ。それを知ったアイゼンシラーが彼を利用する為ために近づいた。アイゼンシラーは帝国を揺ゆるがそうと企んでおり、トプテルに協力するよう要よう請せいしたが、彼が拒きよ絶ぜつしたので、これを殺そうとしたのじゃ。

　そこに、偶ぐう然ぜん通りかかったマヤパン刑事が彼を助けようとして、誤あやまって殺してしまったのだ」

「えっ」

　思わず高知は声を漏もらしてしまった。署長も自分の部下が犯はん人にんなどと言われて狼ろう狽ばいして、

「マ、マヤパン刑事が？　本当に──い、いや、それでは、正せい当とう防ぼう衛えいで……い、いや、それならそうと、初めから言えば……トプテルも黙だまっている必要は」

「マヤパン刑事はＥＳＰ能のう力りよく保ほ持じ者しやじゃ。ＥＳＰで人を殺したとあれば、厳きびしい処しよ分ぶんは免まぬがれん、それでトプテルが身代わりになることを決めたそうだ。なんとかなるだろうと楽観していたが、少し甘あまい考えだったようじゃ。ここの法ほう律りつは帝国のものより随ずい分ぶん手厳しいようだのう。辺境ならばいたしかたないか？」

　あからさまに潜ひそませたナオシスタの皮肉に、署長の一いつ対ついの触しよつ角かくがうなだれた。

「し、しかし、マヤパン刑事はなぜホテルに？」

「無ぶ粋すいな奴やつじゃな。恋こい人びとに会う為ためであろう」

　ころころと笑って皇女は指し摘てきした。署しよ長ちようたちは今度こそ本気で仰ぎよう天てんしたようで、治ち療りよう中ちゆうのエイミに視し線せんが集中する。

「そういうことじゃな」

「それにしても、この状じよう況きようは……」

　一人の死し亡ぼう者しやと三人の重じゆう傷しよう者しや、そして一つのサナギ──もちろん「ロケットパンチ」で高知が倒たおした者たちだ──を見て、署長が困こん惑わくして尋たずねた。

　しかしながら、皇女は澄すました顔でサナギを指し、

「これは別べつ件けんで私を狙ねらった暗殺者だ。マヤパン刑事とトプテルが盾たてになって私を助けてくれたのだ。そのことはあとで正式に文書にして送ろう。彼らには本当に世話になった」

「はっ……で、では、どのようにマヤパンを処分すれば……」

　これ以上皇女の機き嫌げんを損そこねては大変だと、すがるように署長が問う。

　皇女はニッと勝ち誇ほこったように笑った。それで高知は悟さとる。

　これは確たしかにナオシスタ皇女だ。

　彼女は右手を上げ、凜りんと張はった声で告げた。

「では、こうせい。ＥＳＰ犯はん罪ざい者しやは帝国法にのっとれば、知ち性せい中ちゆう枢すう摘てき出しゆつののちにＥＳＰ研究所の検けん体たいとして五十年の禁きん固こ刑けいであるが、正当防衛によるものとして罪つみを三等軽けい減げん、マヤパン刑事に死刑を命ずる！」

「ナオさま──皇こう女じよ殿でん下か！」

　高知は非ひ難なんの声を上げた。警けい官かんたちもどよめく。厳しい処分だが三等軽減はかなりの恩おん赦しやだ。彼らのどよめきが非難なのか感かん嘆たんなのか分からなかった。

　しかし、ナオシスタなら無罪にもできるはずだ。食ってかかろうとした高知を、皇女は再ふたたび制せいして、

「ただし、マヤパン刑事は抱ほう卵らん中ちゆうである、彼の子供たちには罪はない。抱卵が終わるまで刑の執しつ行こうは延えん期きされるものとする！　以上！」

　その補ほ足そくに皆みながぽかんとする。ナオシスタは身をひるがえしたが、途と中ちゆうで振ふり返り、

「そうじゃ、ＥＳＰ研究所に送るのなら、私がついでに船に乗せていってやろう。署長、よきように計らえよ」

「は？　は、ははあ……っ」

　釈しやく然ぜんとしない様子ながらも、署長は慌あわてて額ぬかずいた。警官たちもそれに倣ならう。

　署長たちを置いて医い療りようテントに向かうナオシスタのあとを、高知は急いで追った。

「ナオさま。ナオさま、今のは──」

「……」

　無言で彼女はテントの中に入る。非難したことで怒ったのだろうか。彼女がまさかそんな大おお岡おか裁さばきをするとは思わなかったから、つい非難めいた声を上げてしまったのだ。

　フェニタガムベ人は成人になったら一生卵たまごを生み続ける。托たく卵らんもされる。卵を抱だいているかぎり、マヤパンは処分されないのだ。しかも、ナオシスタがさらっていくのだから。

　テントの中に入ると、ぴたりと皇女は足を止めた。

「高知」

「は、はいっ」

「首のコックを抜ぬけ」

「コック？」

　ワケが分からないまま髪かみを上げたナオシスタの首くび筋すじを見ると、紛まぎれもなく引き抜き型のコックがついている。

「……」

　そういえば彼女もサイボーグ化されているのだと思いだし、嫌いやな予感がしながらそれを引き抜くと、ぷしゅううと空気が抜けて、見る見るうちに皇女の体が縮ちぢんだ。あっという間に見み慣なれた十歳さいのナオシスタに戻もどる。高知は目を剝むいた。

　彼女は自分の体を叩たたき──おもに皮の具合を整えて、

「ふう。やっぱりバランスが取りにくいな」

「ナナナナナナ、ナオさま!?　い、今のは一体！」

「いくら偽にせ物ものロボットがいるとしても、私自身が表に出なければならない機会もあるからな」

　まったくもって不本意そうにナオシスタは答える。

「六曜博士、もうちょっと改良せい、口元にしわが寄よるぞ」

「膨ぼう張ちよう剤ざいを増ぞう量りようしましょう」

「もうちょっと胸むねを減へらしましょう」

「皇こう帝てい陛へい下か好みのまな板胸にしましょう」

「自由自じ在ざい、お好みのままに！」

「俺おれたち天才！」

　マヤパンの手しゆ術じゆつを行いながら、六曜博士たちはわいわい盛もり上がる。高知は目め眩まいがして、その場に座すわりこんだ。

「どうした、高知。おまえもバランスが崩くずれたか？」

「ははは……認にん識しきのバランスが崩れそうでして」

　高知は乾かわいた笑いを洩もらした。

　そのとき、干ひからびた鱗うろこに保ほ湿しつ液えきを注入されていたエイミが、うっすらと目を開けた。ナオシスタの姿すがたを認みとめて、

「あたし……捕つかまったのかしら……？」

「そうじゃ」

「ふふ……皇女誘ゆう拐かい犯はんってことで、後世に名を残すのかしら……」

　ぼろぼろの体になっても負け惜おしみを呟つぶやくエイミ。高知は驚おどろいてナオシスタを見た。彼女は呆あきれて、

「なにを言っておる、未み遂すいにもなっておらんぞ。名を残すならもうちっと精しよう進じんせい」

「……」

「まあ、私を誘拐しようという人間を世間に放つわけにもゆかぬからな、おまえたちはしばらく私の監かん視し下かに置いておくぞ。ゆっくりと企たくらめ、挑ちよう戦せんは受けて立ってやる」

「……ふふ。あんた、甘あまいのね……」

　エイミは再び小さく笑うと、目を閉とじた。高知は胸を撫なで下ろす。

（これで事じ件けんは片かたづいた？）

　アイゼンシラーを殺した犯人は分かった。しかし、彼を襲おそったキチン質しつの人間と、もう一人、ナオシスタを殺そうとしたというババール人──マヤパンは偽にせ者ものと言ったそうだが、あの者たちは誰だれだ。ナオシスタは別べつ件けんと言ったが。

（いや……）

　都合よくハシリスクが機き能のうダウンしたことを考えると、自ずと答えは見つかるのではないか。

　顔が強こわばっていく高知に、ナオシスタが気づいた。彼女が笑う。挑戦的な笑えみだった。

「気がついたか、高知」

「……」

「そろそろ幕まく引ひきだ。私もおいたした者にしつけをせねばなるまい。おまえもついてこい」




　　　　※




　銀ぎん河が帝国帝都惑わく星せいオリシス、帝国中央議会議事堂──




　長かった国こく策さく会議は一いち段だん落らくし、本日は解かい散さんとなった。グオは椅い子すから立ち上がった。次は一月後の定例会議だ。その前に突とつ発ぱつ的な重要問題が入ってこなければだが。

　そう、皇族になんらかのトラブルが起きたなどということがなければ。

「グオ長官」

　案内ロボットが彼に声をかけた。会議に出席していた面々が退たい出しゆつする中、グオは擬ぎ態たい映えい像ぞうの気き難むずかしい表ひよう情じようを変えることなく振り返った。

「なんだ」

「皇帝陛下がお呼よびでございます」

「分かった」

　彼は会議ホールの裏うらから皇帝控ひかえ室に回ろうとしたが、

「お待ちください。こちらに来るようにとのことです。ご案内します」

　そう言って円えん筒とつ状じようのロボットは滑なめらかに動きだす。控えの間ではないということは、なにかややこしい問題が生じたのか。

　そうであろう。

　グオがアーシスであれば、その口元に酷こく薄はくな笑みが貼はりついていただろう。だが、幸運にも彼は不定形生命のヨガマ人で、擬態映像の表ひよう現げんは完かん璧ぺきにコントロールできた。

　人ひと気けのない廊ろう下かを、ロボットの丸い頭とう頂ちよう部ぶを見つめながら歩く。会議ホールから離はなれ、日ごろ使われない区画へと入ると、ロボットは一つの扉とびらの前で止まった。

「こちらへどうぞ」

「……」

　促うながされて中に入る。さほど広くはない部屋だった。真っ白で、ものはなにもない。いつもは空き室のようだ。

　そして、その正面に設しつらえられた椅子に座すわるのは、ナオシスタ皇こう女じよ。グオは思わず足を止めそうになり、だが、おそるべき自じ制せい心しんで部屋の中に入った。作戦は失敗したのか。

　皇女の前に見知った顔が佇たたずんでいた。今度こそグオは顔を曇くもらせた。中央議会参議スティーグ・ラッセルだ。

（しまった）

　はめられた。グオは臍ほぞをかんだ。スティーグ・ラッセルはＵＥ協会のメンバーだ。「帝国会議にもＵＥのメンバーがいる」という世間の噂うわさは、大たい抵ていこの男を指している。

　もちろん、グオはさらに上のメンバーも知っている。帝てい国こくの全ぜん財ざい産さんを司つかさどる財ざい務む長官ツアオがそうだ。アーシス以外は人間とも思っていない人間が財務長官にいるなどと、身の毛もよだつ話だが、ツアオはまったく尻尾しつぽを出さない。あまつさえ、融ゆう和わ主しゆ義ぎ者しやの顔をしている。すべての黒い噂はラッセル止まりだ。

　そして、ＵＥ協会がナオシスタを新たな皇こう帝ていに擁よう立りつしようと企んでいるのも、周知の事実だ。

　そのナオシスタとラッセルを前にして、グオは罠わなにはめられたと考えた。だが、当のラッセルもグオが入ってきたことに驚おどろき、当とう惑わくを隠かくし切れていない。

　違い和わ感を覚えながら、グオは皇女にこうべを垂たれた。

「グオ・ウフディポゴテン特とく殊しゆ警けい察さつ長官でございます、ナオシスタ殿下。皇帝陛へい下かに呼よばれて参上しました」

「うむ、ご苦労。すまぬな、ちとおぬしたちに話すことがあって、叔お父じ上うえの名を借りた。皇帝も了りよう承しよう済ずみじゃ」

　ナオシスタは十歳さいの子こ供どもの声で、傲ごう然ぜんと言った。

　年こそ二は十た歳ちだが、実じつ年ねん齢れいは見た目そのままの十歳だ。愛らしいが生意気でわがまま、帝国にとっては今やお荷物でしかない皇女。無用の存そん在ざい以上にトラブルの源みなもとでしかない。それがグオにとってのナオシスタ評ひようだ。

「今回の私の家出で、おぬしたちには相当心配をかけたと聞いてな。私も軽挙であった。すまぬな」

「いえ……私は陛下のご心配を受けたまでです。皇女殿でん下かには早く相そう応おうの分別をおつけいただきたいものですが」

　言葉を慎しん重ちように選びながら、グオは辛しん辣らつに答えた。彼のキャラクターは「辛から口くちだが有ゆう能のうな皇帝の側近」だ。だからこそ皇帝の信しん頼らいを得ている。皇女に対しても同じ態たい度どを取って、裏うら表おもてのない人間を演えん出しゆつしている。それこそが表であると気づかせない為ために。

　ナオシスタは大人びた表情で苦く笑しようした。

「それは今、ラッセルにも言われた。反省しておる」

「口約束でなければよろしいです」

　素そっ気なくグオは答えた。傍かたわらのラッセルが彼の慇いん懃ぎん無礼な態度に、恐おそろしいまなざしで睨にらんだが、痛いたくもかゆくもなかった。ラッセルならどうとでも理由をつけて逮たい捕ほする権けん限げんが彼にはある。ここに並ならぶのがツアオでなくてよかったというものだ。

　だが、なぜこの二人なのだ？

　違い和わ感が不安に代わったとき、皇女は大きく頷うなずいた。

「うむ、口約束ではない証しよう拠こに、実行しよう。私はこれから叔父上に詫わびに行ってくる。せっかくの機会じゃ、おぬしらはここでゆっくりと話しあうがいい」

「え」「は？」

　グオとラッセルは思わず顔を見合わせ、それから揃そろってナオシスタを見た。

　皇女が唇くちびるの両りよう端はしを吊つり上げる。その姿すがたが薄うすらぎ、消しよう滅めつした。映えい像ぞうだったのだ。

「ナオシスタ殿下……！」

「誰にも邪じや魔まされぬようその部屋はシールしたから、気が済すむまで腹はらを割わってみてはどうじゃ？　なに、心配するな、酸さん素そも炭たん素そも水素も流してやろう。私は生き埋うめにされたが、なかなかスリル満点だったぞ。その気分をおぬしらも味わうがいい」

　ナオシスタのからかう声だけが響ひびく。グオはすぐさまドアに飛びついたが、なにをしても開く気配はなかった。

「と、閉とじこめられたのか？」

　ラッセルが目を白黒させて尋たずねる。彼はなぜこんなことをされるのか分からないらしい。向こうもコチカスラワの現げん状じようの報ほう告こくが来ていないと見た。

　まさか、皇女を殺そうとしたとは、口が裂けても言えまい。

　昔、その手で潰つぶした組織オデッサの生き残りが皇女を誘拐したのを好機とばかりに、暗殺、彼らに罪つみをなすりつけるつもりだったとは、言えまい。

（皇女は裏うらに自分がいることを分かっている）

　グオは珍めずらしく動どう揺ようし、擬ぎ態たい映えい像ぞうが不安定に揺ゆれた。送りこんだ暗殺者と自分とのつながりを示しめす証しよう拠こはないはずだ。その辺はぬかりない。ただの推測に決まっている。

　推測だからこそ、こんな下らぬ、だが屈辱的な復ふく讐しゆうに出てきたのか、彼は歯がみした。いや、彼に歯はないのだが。

　二人の高官が互たがいに互いを激はげしく気にしながら、気まずい沈ちん黙もくが流れる。きっと皇おう女じよはこの様子を眺ながめて楽しんでいるだろう。そして、あの一言を彼が口にするのを待っているのだ。

　グオが挫ざ折せつした。屈くつ辱じよくを感じながら、話を切りだす。

「あの……ラッセル参議。お食事はお済すみですか」




　　　　※




　タヅ星に向かうハシリスクの中で、高知は全天モニターを眺めているナオシスタに尋たずねた。

「それで、『大いなる力』というのはなんだったんですか」

「欲ほしいか？　でも、おまえには必要のないものだぞ」

　楽しげに言う皇女に、高知は目を円くした。

「え……じゃあ、すでに帝国は手に入れてるんですか？」

「むろんじゃ。あると知って放ほうっておくほどアーシスは行ぎよう儀ぎよくないわ」

　そう言って、ナオシスタは自分の唇を指した。

「言葉じゃ」

「言葉？」

「あれは、今は失われた古代文明の技ぎ術じゆつじゃ。そのものを得ることはできぬが、今の我われ々われは模も倣ほうすることならできる。現げんに、巷ちまたに溢あふれ返っておるし、帝国の礎いしずえでもある」

　謎なぞかけに高知はますます分からなくなった。ＡＰドライブとは違ちがうのだろうか。言葉で、巷にあり、模倣できる技術？

「あっ……言葉？」

　目を瞠みはる高知に、ナオシスタは満足げに頷うなずいた。

「そう、言葉じゃ。どんな形けい状じようでも、どんな組そ織しき構こう成せいをしていようとも、光生命体であっても、知ち性せい体たいにその装そう置ちをつけさえすれば、意い識しきを音声言語に変へん換かんできる。しかも、アーシスの言葉にだ」

「……」

「我わが祖そ先せんはジマ人とともに『知の至し高こう』、すなわち『大いなる力』を遠き星々の果てで発見し、それが言語変換装置の設せつ計けい機きであることを知った。基き底てい言語を指定すれば、それにあった機械を考案して図面を引いてくれる。我が祖先はアーシス語を指定し、図面通りに装置を作って侵しん略りやく地ちにばらまいたのだ。

　言葉とは支し配はいの礎じゃ。言葉が人の感かん情じようを形成し、社会を成り立たせ、文化を創つくり、知ち識しきを広めていく。アーシス語がなければこの帝国は成り立たないし、保もたない。たとえアーシスを忌いみ嫌きらう輩やからでも、これだけ星間交流が盛さかんになった今、この言葉だけは捨すてられまい。そうして、アーシスの文明が浸しん透とうしていくのだ。

　今、宇宙規き模ぼで帝てい国こくが製せい造ぞうする言語変換器は広まっている。分かるであろう？」

　宇宙を支配する力はすでに帝国が──アーシスが握にぎっていると。そうナオシスタの挑いどむような笑えみが言っていた。

　高知はなにも答えることができず、じっと彼女の小さな肩かたを見つめていた。







　　　終　恋の行方は……







　明け方、高たか知ちはようやく自分の古巣、エイドラ市へと戻もどってきた。まったくなんて日だったのだろう！

　一日経たって、彼はすっかり変わってしまった。生身のアーシスから帝国最高技術を詰つめこんだフルサイボーグになってしまった。

　だが、自分は自分だ。芯しんはなにも変わっていない。そう自分に言い聞かせる。

　昨日と同様、春らしい花束を手に、公園の高台で高知は彼女を待っていた。すでにケイマリリには連れん絡らくを入れてある。早朝にもかかわらず、彼女は快こころよく来るのを承しよう諾だくしてくれた。彼女の一族は朝型だ。

　緊きん張ちようしながら待つ。

　空は真っ青な上天気だ。雲一つない。遠くに見える海は静かに凪ないで、朝日が昇のぼるのを今か今かと待ち受けている。町はまだ眠ねむりから覚めきらず、ちらほらと店は開き始めているが、通りに人の姿すがたはない。清すが々すがしい朝、いつもの日にち常じようだ。

　彼は再ふたたび日常に戻ってきたのだ。

「……」

　バッと、高知は頭上を仰あおいだ。やはり青空が見えるだけだ。やれやれと胸むねを撫なで下ろす。また踏ふみ潰つぶされてはかなわない。

　耳みみ慣なれた音が聞こえてきた。身を緊張させる。ケイマリリだ。

　虹にじ色いろの羽を優ゆう雅がに羽ばたかせ、彼女は朝の町を飛んできた。高知の前に静かに舞まい降おりる。

　まるで鉱こう物ぶつの標本のようにきらめく羽に、高知は魅み了りようされた。初めはこの羽に恋こいをした。次に、彼女という存そん在ざいに恋をした。

　ケイマリリがにっこりとほほえんだ。

「おはよう、高知」

「お、おはよう」

　相変わらずぎこちなく高知は答えた。彼女の前だといつでも緊張する。彼女の目をこの高ぶりなく覗のぞきこむことができる日が来るのだろうかと、頭の隅すみで考えた。

　息を大きく吸すいこむ。そして、

「ケイマリリ……！　ぼ、ぼくは！」

「高知、私、文化保ほ護ご法ほう指定が解かい除じよされたわ！」

　高知の告白と同時にケイマリリが歓かん喜きの声を上げた。おかげで言葉半ばで彼女の勢いきおいに負けてしまい、高知は面めん食くらう。

「え？　な、なに？」

「私、もう生身の結けつ婚こん相手に卵を生みつけなくてすむようになったのよ。これからは人工ベッドで繁はん殖しよくすることができるの」

　いつもは物静かな彼女が羽を開いたり閉とじたりさせて、えらいはしゃぎようである。

　女系けい生物であるサカンダール人は、男に卵を生みつけ、その栄養でもって孵ふ化かさせるのが本来の繁殖方法だ。卵が孵かえった時点で男は死ぬことになり、現げん在ざいのサカンダール人のほとんどは、人体組そ織しきを模も倣ほうした人工ベッドを使用している。

　だが、王族であるケイマリリはその固有文化を守る為ため、必ず結婚相手に卵を生みつけるよう義ぎ務む化されていたのだ。その義務が消しよう滅めつしたと言っているらしい。

「え……急に、どうして？」

「文化保護法の見直しがあったんですって。本当、今朝のことよ」

　本当に嬉うれしそうにケイマリリは答える。そこで高知はピンと来た。

　ナオシスタだ。彼女が保護法を強ごう引いんに改正させたのだ。

「よかったじゃないか。じゃあ、もう家に帰らなくていいんだね？」

「ええ！　母は帝てい国こくの文明汚お染せんだって怒おこっていたけれど、私はそうは思わないわ。文化は大切だけれど、犠ぎ牲せいの上に成り立つなら、そんな文化は改めた方がいいですもの」

「そうだね……」

　高知も笑った。

　異い文明の押しつけを汚染と怒おこる者もいれば、改かい善ぜんと喜ぶ者もいる。この戦いは世界が続くかぎり終わらないだろう。

　その摩ま擦さつを調整するのが、彼ら捜そう査さ局の人間だ。高知は自分が就つこうとしている仕事の意味を、自分の言葉で自分の体験で初めて納なつ得とくして、なにか胸むねに熱くなるものを覚えた。

「よかったわ、訓練校をやめなくてすんで。高知、心配してくれてありがとう」

「いや……友だちじゃないか」

「だから、もうお別れの言葉はなしよ。私、今から学校に退校取り消しの手続きをしてくるわ。それじゃあ、また学校で会いましょう」

　そう言ってケイマリリは高知の頰ほおにキスをした。触しよつ角かくが触ふれ、嬉しそうにリンと音を立てた。

　手を振ってケイマリリが飛び立つ。朝日が昇のぼり、青空を滑かつ空くうする彼女の羽がきらきらと光を放った。高知は手を振り返した。そして、その手に花束が握にぎられていることに気づき、愕がく然ぜんとする。

（ま、また告白し損そこねた……！）

　しかも、告白する最大の理由──ケイマリリが故こ郷きように帰って結婚してしまう、という理由ももはや消失してしまった。そんなものがなくても好きなものは好きだが、取り急ぐ理由はなくなってしまった。

　その上、彼女に保護法という縛しばりがなくなれば、今まで腰こしが引けていた男どもが近づいてくるのは、火を見るより明らかではないか。

「ま、また、タイミングを逃のがした……」

　やはり、あのときがいちばんのチャンスだったのだろう。高知はがっくりとその場で両手をついた。

　すると、

「なんじゃ、せっかく手を貸かしてやったのに、ふられおって」

　振ふり返ると、ナオシスタが憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようで佇たたずんでいた。高知は半べそをかきながら、

「まだふられてません！」

「告白できぬのならふられたも同然じゃ。まったく、手のかかる。少し鍛きたえ直してやるからそのつもりでおれ。さあ、行くぞ」

「え？　まだどちらかに？」

　高知は閉へい口こうして聞き返した。もう勘かん弁べんしてほしい、じきに学校が始まる時間だ。

「なにを言う、おまえは帝国の備び品ひんだぞ。私と一いつ緒しよに来ないと廃はい棄き処しよ分ぶんになるぞ」

　呆あきれるナオシスタに、高知はさあっと血の気を失った。備品になっていたなんて設せつ定てい、すっかり忘わすれていた。

　高知はじりじりあとずさりながら、

「あ、あの、でも、ぼくは学校に行かないと」

「備品が学校に行くか」

「ぼくは人間です！　モノ扱いなんてご免です！」

　ヤケになって高知は喚わめいた。するとナオシスタはきょとんとして、

「そうか。モノ扱いはいやか。それは気づかなかったな」

「分かってくれましたか」

　ようやく相互理解ができたと高知が安あん堵どしたのも束つかの間ま、ナオシスタは大きく頷うなずき、

「よし、備品ではなくペットにしよう。これなら生なまモノ扱いじゃ。ただし、検けん疫えきを通る手間は覚かく悟ごせい」

「なんの覚悟ですか！」

　高知は頭を抱かかえた。やっぱりいちばんの貧びん乏ぼうくじを引いたのは自分だ。

　備品とペット、どちらがマシだ？

「それより、あのサカンダールの姫ひめになぜフルサイボーグ化したことを伝えなかった？」

「いやもう、どうでもいいです……」

「サイボーグなら卵を生みつけられても平気であろうに。父親最さい適てき候こう補ほになったであろうにな」

「……」

　高知は顔を上げた。

「ナオさま！　ぼくに時間をください！」

「いや、もう時間じゃ」

「そ、そんな！　あとちょっと、せめて通話を！」

「うるさい、セシル、行くぞ」

「はい、殿でん下か」

　呼よべば現あらわれるＲセシルが高知を抱え上げる。高知はじたばたともがいたが、束そく縛ばくは取れない。

「わーっ！　ナオさまの人でなし！　人殺しい！」

「なにを今さら言っておる。さあ、おもしろくなってきたな」

　ナオシスタは楽しそうに笑った。







　　　あとがき







　　　　　ミステリー




　前作は「ミステリー文庫なのにミステリーじゃない！」とみんなに言われたので、今回はちゃんとセオリーに沿そって殺人事件にまつわる話にしました。ええ、ミステリーですよ。たとえ登場人物の大半が宇う宙ちゆう人じんで、空を飛べたり透とう明めい人にん間げんだったりしても！




　　　　　定義




　ミステリーの定てい義ぎ。事件が起きて、犯人を捜さがせばいいんじゃ……？




　　　　　六曜博士




　イラストにくらくら。愛らしすぎる～。次は最初から最後まで出ずっぱりで。




　　　　　比較してみた




　私が今まで書いてきた宇宙を舞ぶ台たいにした作品は、大きく二に系けい統とうに分けられます。一つは「ねこのめ」から始まるＥＲＦシリーズ、もう一つはその他。両者の違いは「地球外生命が登場するか否か」です。

　その後者である「駆く逐ちく」「図ず鑑かん」「食卓」「星ほし屑くず」の四つを比べてみると、「食卓」と「星屑」は関係ある気がするし、「図鑑」と「食卓」も関係ある気がする。でも、「図鑑」と「星屑」はまったく関連性がない。気がしてならない……

　同様に、「星屑」と「駆逐」には関係ある気はするけど、「図鑑」と「駆逐」はつながりが見えない。ああ、我が仕事ながらよく分からないことだなあ。いや、関係といっても世界観が同じってところなんだけどさ。

　で、その世界観の説明は次に。




　　　　　最後に




「星屑エンプレス　ぼくがペットになった理ワ由ケ」は平成十七年二月から四月にかけて書いた話です。

「食卓ばかり書いていると小林さん擦すり切きれちゃうでしょ。新シリーズ立ち上げましょう」と言われて、ほいほいと立ち上げるつもりになりましたが、甘かったです。新シリーズ立ち上げの方がよけい擦り切れました。

「凶きよう暴ぼうな地球人が銀河を席せつ巻けんした世界」というのは昔からやりたかったものです。「宇宙人がいない証しよう拠こ」の一つに、「未だに地球を襲しゆう撃げきに来ていない」というものがあるのですが、それを聞いたとき、「なぜに宇宙人が地球を襲撃しなくちゃならないの？」と思ったものです。宇宙人は存ぞん外がい穏おん和わで、戦いなんか知らないかもしれない。そんなことを言っている地球人の方が凶暴なのでは……そんな発想からこの世界は生まれました。

　それでは、次の話でお会いしましょう。




平成十七年六月六日


小林めぐみ　　
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ぼくがペットになった理ワ由ケ
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